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< 表 紙 解 説 >

発話中の標の動きを計測するために赤外線ダイオ ー ドを用いた装禮i

を装着し  (上段)、  それらの動きのみから  (二段目)、  その人物の顔の

変形の基本成分を抽出します。そして、個々の人物の産頁の変形の基本

成分に変換す る こ と に よ り 、  もとの話者の音11= と同期した別の人物の
個性 あ る 顧 の 動 き を 持 つ 額 ア ニ メ ー シ ョ ン を 生 成 す る こ と が 可 能 で

す。 さ らにこの顔面の動きからは 、  ある程度の音声情報の予測も可能

で あ る こ と か ら 、  さまさ 'まな応用が期待できます。

将来的には、  こ の よ う な特殊な装置を用いるのではな く 、  カ メ ラ 画

像な ど に よ り ューザが手軽に利用でき る よ う な シ ステム を構築してゆ

きます。

※ 本 号 6 ペー ジ を ご参照 く だ さ い 。

e巻頭言
Foreword

e研究動向紹介
Current research

topics at ATR

〇ATR Monologue

e短信
Letter

e ト ピ ッ ク ス
What's new with ATR

〇学研都市あれこれ

Walking around
Kansai science city

e外部発表状況
List of publications

最 近 思 う こ と

見 て い る と こ ろ を 見 る

Let's Look at What  you pay attention to

V〇ICE F〇NTS :音声合成デー タ ベー スの作成

Voice Fonts - switchable databases for speech synthesis
顔で話す

Talking faces

最適ルーチング政策とは何か ?

What is the optimalrouting policy?

半歩踏み出そう  ー ネー ミ ングの大切さ

夢 か な う と こ ろ 一 A t  Ryugu-1o (竜宮城)

電話案内サー ビスの自動翻訳に向けて
AT&Tと共同研究契約 一

A T R科学技術セ ミナ ー の開催状況

S IGGRAPH98に参加して

A T R マルチ ・ モーダルコ ミ ュニケーシ ョ ン
ワー ク シ ョ ッ プ を 開 催

A T R自律適応システムワー ク シ ョ ッ プ を 開 催

自由電子レーザ研究所

平 成 1 0 年 4 月 ̃ 9 月

〇テクニカルレポー ト

List of Techinicalreports

〇所員往来 平成 1 0 年 7 月̃ 9 月

Changes in the staff

〇編集後記

Editor's notes

2

4

-

6

oo

石川 克己

田 中  昭二

藤澤  謙

We i  Zhang

倉立 尚明

Eric V-Bateson
種田  和正

10 葉原  耕平

12 金次  保明

13

13

1 4

16

17

1 8

2 0

4 4

4 4



〇巻頭言

世界的に暗いニュー スの多い昨今である。  特に日本に於いては、  経済は閉塞状態にあ り 、 出口は見えず、

又それに起因する と も恩われる事件が数多 く発生してお り誠に残念であ る 。 そ う ぃ う 中で 、米大 リ ー グの

マー ク ・ マ グ ワ イ ァ 、 更 に サ ミ ー ・ ソ ーサ選手の 3 7年振りのホー ムラン新記録更新は、全米がこの快挙を

祝福し熱狂したに止ま らず 、全世界に明るい話題を提供して くれ 、又元気付けて くれた と思 う 。  日本国内

関連では、  サ ッ カ ーの 中 田 選 手 が 、 晴 れ て イ 夕 リ ア の 舞 台 に 立 て る よ う に な り 、  い き な り 2 得 点 と い う

華々しぃデビ ュー を して くれた 。大 き く成長し 2 0 0 2 年の ワール ド カ ッ プ に は 、  日本代表として大いに活躍

が 期 待 さ れ る と こ ろ で あ る 。 サ ッ カ ー フ ァ ン の一人 と し て 夢 と 希望 を も っ て 見守つて ゆ き た い と 考 え て い

る 。  こ う ぃ っ た 明 る い ニ ュー ス も一つのバネ と し て一日 も早 く活気のあ る世の中になって も ら ぃ たい もの

で あ る o

そ う ぃった状況の中で、 A T Rは創立 1 3年目にあ り 、数々の先人達のたゆまぬ努力のお陰で、今や世界の

A T R に成長した と思え る反面 、  この過去に例を見ないと も言える程の厳しぃ状況の中で反省し 、  変 わ ら ね

ばならない点 も ぃ く っかあ る と考えている昨今であ る 。

その一つは、  出資会社へのこれまで以上の情報発信だと考えている。  幸い企画部門で、  株主総会後の研

究状況報告会の実施、  また本年の研究発表会に合わせた出資会社との意見交換の場の設定、  或 は イ ン 夕 一

ネ ッ ト ・ ホー ム ペー ジの充実等々計画中であり、  出資依頼担当部門として大変有難いと思つている 。  こ れ

らを利用して出資窓口へも従来以上にタイム リ ーな情報発信の努力をしてゆきたいと考えている。

その第二は、  出資会社、特に出資窓口への研究成果、或は研究目標のより分かりゃすぃ説明に努力した

い と 考 え てい る 。 私 の勉強不足 、 理解不足 も あ る と 思 う が 、 やや もす る と A T R の 研究は 、 か な り 説明 し に

く く 理 解 し て も ら ぃ に く ぃ 内 容 が ま ま あ り 、 そ の 研究の 「真価」 が分 か っ て も ら え な い と し た ら 誠 に 残念

であ る 。  これは私が社内担当部門に 「 ピ カ ッ と 光 る  ( こ う 言 つ ては失礼だが ) 素 人分か り のす る言葉で研

究成果、研究目標を示して欲しぃ 」  と 常々お願い し てい る と こ ろ で も あ る 。 物事は単純で分か り ゃす く な

い と ぃ け な い 。  これは私の持論である。  私自身も経験があるが、  自信がなぃ程話を複雑にし、  理屈を言 う

ものである。

近々 、 外部の シ ン ク タ ン ク を 借 り て A T R 長 期 ビ ジ ョ ン の策定が な さ れ る 予定に な っ て い る が 、 そ の中で

A T R の 強み と 弱みの客観評価を分か り ゃす く 行 な っ て欲 し ぃ と 依頼 し て い る と こ ろ で も あ る 。  それが世の

人に A T R を 評 価 し て も ら う一つの方法だとも考えている。

いずれにしても極めて厳しぃ状況の中で、 A T R も節目を迎えっっある 。  こ う ぃ う 時 で あ れば こ そ 尚一層

出資会社を始め とす る 、お世話になってい る皆様に労を情 しむ こ と な く 、 A T R の真価を私な り に P R し てゆ

き た い と 考 え て い る 。
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研究動向紹介

見ている と こ ろ を見る

Let's Look at What you pay attention to

画像の中で人が見 る と こ ろ 、  つま り 注目に値する と こ ろ には多 く の重要な情報

が含まれています 。  そのため 、  画像が持つ情報を効率良く抽出するためには 、

人が注目する領域に着目する こ と が重要 と な り ます 。  こ こ で は 、 人 が ど こ に 注

目するかを予測し 、  その領域を特定する手法について紹介します。

A region of a picture that people pay attentlon to has a l o t  of information the

picture holds. lt is important to detect where people pay attention to for extracting

the information of the plcture efficiently . ln this article,a method for extractlng

attractive regions is introduced.

1. は じめに

「こ の人 ら ど こ見てんねんやろ ? 」 。 これがこの
研究の出発点でした。  私の所属する知能映像通信

研究所第 3研究室では 、絵画や写真 、映像等を見

た と き に 、 人 が ど の よ う な 印 象 を 持 つ の か 、 あ る

いは特定の印象 を人 に与 え る に は ど う し た ら よ い

かにっいて研究を行つています 。  私は同研究室に
配 属 さ れ た と き 、 絵 画 や 写 真 等 の 2 次 元 の メ デ イ

アに対 し て 、  見 る人が どの よ う な印象 を持つのか

を推定するこ と を日標に A T R での研究を始めまし

た。  ま ず 最 初 に や っ た こ と は 、 数 一l一人の人に何枚
かの絵を見せて、  ど の よ う な 印象 を持つたか を主

観評価する実験でした。  この実験を行つた後、  「こ
の人 ら ど こ 見 てんねんやろ ? 」  と ぃ う 疑 問 を 持つ

たのです。例えば、野に峡く花の写真の印象を聞

い た と き 大 半 の 人 は 「か わ い い」 と 答 え ま し た 。
し か し 、 そ の 写 真 に は “ さ わ や か な ' ' 青 空 も 写 つ

て い た し 、 “生 き 生 き と し た ” 草 木 も 写 つ て ぃ ま し

た 。 な の に 、 な ぜ 「か わ い い」 なのか?  それは、
写真を見た人は明らかに花に注目していたか らで

した。  こ の こ と か ら 、 人 が 注 目す る 領 域 に は 、  人

の印象に影響を与え る情報が多 く含 まれてい る と

考 え ま し た 。 そ し て 、  も し注目する領域を特定で

きれば、  その領域の特徴や意味から、  人の印象を

あ る 程 度正確に予測す る こ と が で き る の で は な い

か と考えま した 。

2. 人の目を引き付ける物理的特徴

一般に 、  人が画像を見たとき画像中のすべての

ものを知覚しているのではないと言われています 。

人間の初期視覚においては、  意味的な情報処理は

行われてお らず 、  網膜に入る物理的刺激のみが処

理 さ れ る と 考 え ら れ て い ま す 。 つ ま り 、  まずは領

域の物理的刺激によ り注意を引 き っけ られ 、次に

その領域の意味的情報から領域を注目するか否か

を判断する と考え られ ます 。  よ っ て 、物理的刺激

が 強 く 、  目立つ領域は注目領域となる可能性が高

く 、 逆 に 、 物 理 的 刺 激 が 弱 く 、  目立たなぃ領域は

(株) ATR知能映像通信研究所

第三研究室

田 中 昭=

注目領域となる可能性が低いという  こ とができ  ます。

画像から抽出可能な物理的特徴には 、  色 、  形、

テ ク ス チ ャ  (模様)  な ど さ ま ざ ま な も の が あ り ま

す。 その中でも色が目立つこ とに寄与する重要な

特徴 で あ る こ と が こ れ ま で の 研 究 で 明 ら か と な っ

ています。過去の研究では、  1) 暖色の方が寒色よ

り も 目 立つ 。 2 ) 混 じ り 気 の な ぃ 色は目立つ 。 3 )

明るい色は目立つ。  と い う 結果が得 られてい ます 。

また 、私達の実験では 4 ) 周辺 との色差が大きぃほ

ど目立つ と ぃ う 結果が得 られ ま し た 。  この色の特

徴 と 、 画像中の領域の大 き さ に注目 し て人が注目

す る領域 を抽出す る こ と を 試み ま し た 。

まず、  上記の特徴量を用いて注目する領域 とそ

う で な い 領 域 が 識 別 で き る か を 判 断 す る た め に 、

画像の中で注目した領域を指示 して も ら う 実験を

行い ま し た 。 そ し て 、 被 験者 が注目 し た 領域 か ら

上記の特徴量を計測し、  統計的手法を用いて分析

す る と 、 注 目 し た 領 域 と そ う で な ぃ 領 域 と の 間 に

図 1 に示す よ う な関係があ る こ と を 発見 し ま し た 。

そ し て 、  こ の関係を用いて画像か ら人が注目する

領域を抽出する手法を開発しました。

図 1  注目領域の特徴

2 ATR Journa1 33号 AUTUMN 1998



原画像 注目領域抽出結果

図 2  注目領域抽出結果

3.  見 る と こ 抽 出機

画像か ら人が注目する手法は 、 l ) 画 像 を ぃ く っ

かの領域に分割する、 2 )  領域の特徴量を計測する、

3 ) 2 で 示 し た関係を用いて各領域を評価す る 、 4 )

評価した結果、  目立つと判断した領域を選択する

手順から成つています 。  この手法を用いて人が注

目す る と 思 わ れ る 領 域 を 抽出 し た 結果 を 図 2 に 示

します 。実際に、  この手法の評価実験を行つたと

こ ろ 、  人間が注目する領域を約 8 3 % の精度で抽出

す る こ と が で き ま し た 。

4. 見 る と こ ろ を 使 つ て ァー ト す る

こ の 研 究 を 進 め て い る と き 、  同研究所に所属す

る画家 (構州沢客員アー テ ィ ス ト )  か ら 、 絵 画 の 世

界では絵を ど う ゅ う 順序で人に見せるかが絵の構

図 を決 め る 一つ の要因で あ る こ と を 教 え て い た だ

き ま し た 。  また 、画家は絵の中で見せたい ものを

見 せ た い 順 に 鑑 賞 者 に 見 て も ら う よ う に さ ま ざ ま

な テ ク ニ ツ ク を 用い て鑑賞者の視点 を誘導 し て描

い て い る か 教 え て も ら い ま し た 。  そこで私は鑑賞

者の視点が ど の よ う に 誘導 さ れ る か を 推定す る こ

と に よ り 絵画や写真の構図情報を抽出で き る ので

はないか と 考 え ま し た 。  ま た 、 見 せ た い も の と そ

の順序が分かれば 、 画 面 が ど の よ う に 分割 さ れ て

い る か 、  主題 と 副 題 と の 対 比 に よ っ て 生 ま れ る リ

ズ ム等の構図情報を抽出す る こ と が で き 、  さ ら に

はその構図情報を用いて例えば素人の絵の良 ・不

良 を 評 価 す る こ と が で き る と 考 え ま し た 。 そ の 第

一 歩 と し て 、 現 在 、 図 3 に 示 す よ う な 、 指 定 し た

絵の構図情報を使つて、  入力された絵や写真を再

構成する  “Image R e-composer'' の開発を進めてい
ます。

5.  お わ り に

このよ うに 、私の研究における  “ 見 る と こ ろ ”  (目

図 3  Image R e-composer

標)  は画像の印象推定から構図情報の抽出へ と 変
わ り ま し た が 、 基 本 的 に は 人 が 見 る と こ ろ を 追 い

求めて研究を行つてお り ます 。  こ の 見 る と こ ろ を

予測する技術は、  画像認識や画像符号化等さまざ

ま な応用が考え られ る重要な技術です 。  今後は、

構図情報抽出の研究を進めて行く中で、  さまさ°ま

な 画 像 に 適 応 し て “ 見 る と こ ろ ” を 正 確 に 抽 出 可

能な手法の開発を行う予定でいます。  ま た 、 上 記

シ ス テ ム を用い て素人絵画 コ ン テ ス ト で 入賞す る

こ と も 本 気 で 考 え て い ま す 。  “Le t ' s  b e c ome  a

professionalartist”。 こ れ が 、 今後私の “ 見 る と こ ろ ”

になりっつあります。
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研究動向紹介

V〇lCE F〇NTS : 音声合成データペースの作成

Voice Fonts - switchable databases for speech synthesis
本報告では音声合成のための音声デー タ ぺー ス作成と  ラぺル付与の方法につい

て説明する。  ワープロの「フ ォ ン ト」 を選ぶのと同様に、語者の特徴や発話ス
タ イルを簡単に交換する こ とが可能となった 。

We describe the col iectlon and annotation of speeoh data for use in the CHATR

synthesiser . By annotating the prosody and speaklng -style characteristics of
each corpus of reoorded speech,we producelnterchangeable'voices' for the

syntheslser that can bel ikened to the interohangeable fonts offered by a word
prooessor.

1. はじめに

ワープロやH T M Lで書かれた文書では通常さま

ざ ま な種類や大き さ の フ ォ ン ト が使われてい ます 。

当研究所で開発されたCH A T R [ 1 ] は 、  青 声 デー タ

ベー ス を 切 り 替 え る こ と に よ り 大 人 か ら 子 供 、 英

語や韓国語な ど の さ ま ざ ま な音声 を出力す る こ と

が可能で 、 音 声デー タ ベー ス は ボ イ ス フ ォ ン ト と

も呼べるものでし ょ う 。

cH A T Rはあらかじめ録音した音声に、  青 素 ラ ぺ
ルや各音素 の音 の高 さ 、 強 さ 、 時 間 長 と ぃ っ た 韻

律的特徴を計算 し たデー タベー ス を作成 し 、  どの

波形のどの部分の音素を合成に使うか決定します。

録音した音声渡形を部分的に切 り張 り して合成青

声を作成しますので 、  話者の特徴を保持した合成

音声を作 る こ と が可能です 。 デ ー タ ベー スのサイ

ズが大き ぃほど 、  す な わ ち 録音時間 の長 いデー タ

ベー スほど合成に使われる音素の韻律的バ リ ェー
シ ョ ンが増えるため 、合成音声の品質が向上しま

す 。つま り C H A T R で品質の良い合成音声を作る

には大量の録音音声と 、正確な音素ラベル 、  また

音素ごとに計算される額律情報が重要になります。

本稿では C H A T R の 音声デー タベー スの作成方

法にっいて紹介します 。  青 声 デー タ ベー ス作成は
大 き く 分 け て 1 . 音 声 録 音 、 2 . ラ べ リ ン グ 、 3 . 韻 律

情報付与 、 4 . 重み計算 、 の 4 つ の工程か ら な り ま

す。 この中で 、  韻律情報の計算と重み計算は完全
に自動化されてぃます。

2 . 音 声録音

cH A T Rでは一定量以上 (例えば 6 0分程度 )の音
声 を録音 し て デー タ ベー ス化しています。  こ れ は

市 販 の カ セ ッ ト ブ ッ ク な ど を 利 用 す る こ と も 可 能

です 。 新規に録音す る と き に は 、 雑 音 が入 る こ と

を防ぐために無響室で録音作業を行います。  通常

は さ ま さ ま な音素並びの種類の数が多 く な る よ う

に決められた、音素バランス文 ( 5 0 3 文 ) を期読して

もらいます。ただし、 5 0 3文は雑誌や新聞記事から

選ばれてい る た め 、 文章間の っ な が り が な く 、 言

い慣れ な い 、 音 読 し に く ぃ 文 章 と も 言 え ま す 。 結

果 と し て普段 よ り 沈 んだ感 じ の音声にな り が ち な

た め 、 最 近 で は小説 な ど を 読 ん で も ら い 、 感 情 を

含む音声デー タを作成しています。

ま た 、子供の音声のデー タ ベー ス を 作成 し た と

きには絵本や、  学校の教科書を読んで も ら ぃ ま し

た 。 図 1 は 音 声 を 録 音 し て い る 様 子 で す 。 基 本
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図 1  青声録青

周波数 (声の高さ ) を声帯の振動から直接得る  た め

に、  の ど に ラ リ ン ゴ グ ラ フ と ぃ う 装 置 を っ け て 発

声します。

3.  ラ ぺ リ ン グ

音 声 デー タ ベー ス を作成す るために 、  まず最初

に音声渡形のどの部分がどの青素であるかを決め

る 音 素 ラ べ リ ン グ と ぃ う 作 業 が 必 要 に な り ま す 。

ま た音声の抑揚を表わす額律ラベルを付け る こ と

もあ り ます 。

音 素 ラ べ リ ン グ は テ キ ス ト の 有 無 に よ り 、 手 順

は大きく二つに分けられます。

( 1 ) 録 青 されてい る音声デー夕の発話内容を書き起

こ し 、  人が音声を聞きながら音素ラベルを付け

る方法

( 2 ) 5 0 3 文等 、決められた文を話し手に読んでも ら

い 、  既存の音素ラベルを自動的に割り振る方法

( 1 ) の場合、  ラ べ ラ ー と呼ばれる専属の人が音声

を 聞 き 、  ま た 音声 の ス ぺ ク ト ル 情報 を 見 な が ら 音

素ラベルとその境界を決定します 。  前述の 5 0 3 文

の場合、音声の録音時間がおよそ 5 0 分前後で 、そ

の音声 に手動 で ラ べ リ ン グ す る 作 業 はお よ そ 2 週

間程度かかります。一方 ( 2 ) の場合、隠れマルコフ

モデル ( H M M ) に よ る書声認識ツ ールを用いて自動

的に青素ラベル境界を決定します。

人手に よ り 音素 ラベル境界を決め る際には 、  隣

り の 音が混 じ っ た り 、 音 の先頭部分を削つて し ま

っ た り 、  ま た 操作 ミ ス 等 で実際に聞い た音 と 異 な

る 音 素 を っ け て し ま う こ と も あ り ま す 。  ま た 、 音



声認識ツ ールを用いた場合、  波形と発話内容を表

わす音素列が一致する こ とが必要です 。  しか し 、

同じ文章を読んだ場合でも人によっては文章の途

中で休止を入れた り入れなかった り す る ため 、休

止の部分がその前後の音素 と し て ラ べ リ ン グ さ れ

る よ う な 問題があ り ま し た 。 そ の ため 、 一旦 ラべ

リ ン グ が さ れ る と 、  ミ ス が な ぃ か チ ェ ツ ク す る 必

要があ り ます 。  これらの作業はすべて音声を聞き

な が ら 行 つ て い ま し た が 、  大量の音声を録音した

デ ー タ ベー スの場合この作業だけでも数日間必要

にな ります 。

ラべ リ ン グ結果を自動的に検証できれば時間的

に も効率的であ り 、  ま た 人 手 で ラ べ リ ン グ し た も

のに較べて ラべ リ ン グの方法が一貫 し た も の と な

ります。  A l i g n e rはこのような=ーズに応じて作ら
れた ッ ールです。 デ ル タ ケ プ ス ト ラ ム と 呼 ば れ る

音声の音響的特徴を表わすケプス ト ラ ムの変動量

を調べ、  そのピー クの位置から音素境界を決定し

ます 。 [ 2 ] 図 2 の 二段目がデル夕ケプ ス ト ラ ム 、 四

段目が音素境界候補 ( Dc) と 実際の音素境界を表わ
しています。

ま た 、 図 3 の よ う に パ ワ ー ス ぺ ク ト ル 密 度 を 用

いて無音区間の検出を行います。図の一段目の白

い縦線に挟まれた部分は、音素 / t / に含まれる無音

区 間 を 表 わ し て い ま す 。 ス ぺ ク ト ル パ 夕 一 ン か ら

図 2  音素境界の精密化

図 3  無音区間の検出

二つの音素 を区別す る こ と も で き 、  誤 つ て ラ べ リ

ングをされた音素を検出することも可能です。

これらの二つの音響的特徴は言語に依存しない

ため、  ど の 言 語 の 音 素 ラ べ リ ン グ に も 適 用 で き 、

正確な音素境界を検出します。

4 .  韻律情報付与・重み計算

音素 ラ べ リ ン グ が 終 了 す る と 、  それぞれの音素

の声の高さ、  大 き さ 、  時間長と ぃった韻律情報を

計算します。声の高さは音声波形から自動抽出し

ますが、 誤つて本来の声の高さの二倍や、  半分の

高さと して計算される場合もあ ります 。そのため最

近は図1のように声帯の振動を直接測つています。

時間長はラベルの時間情報から 、  声の大き さは波

形 よ り 計 算 し 、 最 終 的 に 図 4 の よ う に 、 録 音 し た

音声に含まれるすべての音素に対して韻律情報を

算出し ます 。 なお 、簡単化のため図 4 ではそれぞ

れの生の値を出していますが 、  実際には こ れ ら を

平 均 0 、 分 散 1 に 変 換 し た z - s c o r e を用います 。
CHATRで声の高さや時間長などの理想値を予測し

て デ ー タ ベー スから理想値に近い音素を選び出す

わけですが 、 z-score を 用 い る こ と に よ り 話 者 の 依
存性 (例えば男性と女性では声の高さが異なり、  大

人 と 子供では喋 る速 さ も 違 う ) を 無 く す こ と が で き

ます。 CHAT Rでは、  それぞれの音素が持つ声の高
さ や 大 き さ 、  時間長などの韻律的特徴や前後の音

素の情報を考慮してデー タベー スから音素を選び

ます。

それぞれの要素をどの程度重要とみるかを決め

るのが重み計算で、  音素別に設定します。

音楽継続長  F0 バワー F0傾き

図 4  音素境界の精密化

5.  お わ り に

CHAT Rの音声デー タ ベー ス作成方法にっい て紹
介しました 。従来の音声合成手法では合成器自体

が イ ン テ リ ジ ェ ン ト で あ り 、  デー タは少なかった

のですが、  C H A T R では合成器が小さ く 、 音声合

成に必要な情報は音声デー タベー ス に 入 れ る こ と

に よ り 、 音 声 デ 一 夕 が 大 き な  「知識ベー ス」 と な
り ま し た 。その結果 、  デ ー タ ベー スの交換だけで

多言語 、多話者 、多発話ス夕イル等 、  フ ォ ン ト の

よ う に利用す る こ と が可能にな り ま し た 。
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研究動向紹介

顔で話す

Talking faces

あ な た は ガ ラ ス 越 し に 誰 か と 会 話 し た 経 験 は あ り  ま せ ん か  ? 複雜な会話は難
し い か も し れ ま せ ん が 、  特に読唇術などの特殊な訓練を受けたこ とのない人で
も 、  ち ょ っ と し た 会 話 な ら た と え 声 が 聞 こ え な く と も 、 相 手 の 顔 を 見 る だ け で
何を言つているかを理解できるはずです 。  しか もその相手があなた と頻繁に会
話をする人であれば 、  きっとその話し芦までも想像できるはず。  こ こ で は 、  こ
のような発話に関連した顔の動きに関する私たちの研究を紹介します。

Have you ever oommunicated with another person through a window pane?
Even when you oannot hear anything and are not a trained11p reader,you may
st1llbe able to communlcate in simple conversations just bylooking at his or her
faoe.Furthermore ; if you know the person wel l , see ing  the face helps you
imaglne the voice. ln thls paper ,we  brlefly introduce our studies about facial
motion and their high correlat1on to the speech acoustics.

1 , は じめに

以前 、 テ レ ビ会議 ・ テレビ電話システムの開発

をしていた研究者から聞いた話で 、  「視力の低い人

が 眼 鏡 を か け た ら テ レ ビ が 良 く 聞 こ え る よ う に な

っ た」 と い う こ と が あ り ま す 。 眼 鏡 を か け て テ レ

ビが良 く  「見 え る」 ょ う に な る の は 当 然 と し て 、
よ く  「聞 こ え る」 と ぃ う こ と は 、 映 像 情 報 は や は

り重要な何かを相手に伝えているのだ 、  と ぃ う の

がその人の決まり文句でした。

私にはそ こ まで極端な経験はあ り ませんが 、  そ

れ に近 い も の と し て 、 普 段 英語 で会話 を し て い る

米 国 人 と 電 話 で 話 す と き に  ( も ち ろ ん 私 は か た こ

との英語しか話せませんが ) 、  面と向つて話すと き

よ り も ' P a r d o n ? " と 聞 き返すこ とが多 くなる 、  と い

っ た こ と が あ り ま す。常に英語で四苦八苦してい

る 私が英語の読唇術に秀でてい る と ぃ う ゎ け では

当然あ り ま せ んが 、 やは り  「音」 と し て 耳 で 聞 く

以外の発話に対応した映像情報が、  対面会話のな

かには含まれているのです。

こ こ で人間が声を発する仕組みを簡単に説明す

る と 、  ( 1 ) 肺から送られた空気が喉の声帯で振動を

与え られ 、 ( 2 ) 次 に喉か ら 1要li ・ 鼻に至る までの声道

と呼ばれる領域で音色が付加され、  ( 3 ) さ ら に 舌や

唇によ り必要に応じて摩擦音や破裂音などの効果

を加 え ら れ て 、  ( 4 ) 最 終的に声 と し て発せ られ る 、

と ぃ っ た よ う に な り ま す 。

こ の 声 道 は 額 、 舌 、 唇 な ど を 動 か す こ と に よ っ

て さ ま さ ま な 形 に 変 化 し 、  こ の変化に よ り 複雑な

音色の変化を産み出し、  声を特徴づけ る大 き な要

因 と な っ て い ま す。 この声道の形を変えるための

顎 、 舌 、 唇の動 き が 、 顔 の表面的に観測で き る 顔

面の皮膚の動きや顔全体や唇の形状変化として現

れ 、対面会話の際の音声と同期した映像情報と し

て聞き手に送られているのです。

私たちの研究は、  そ う ぃ った対面会話の中に存

在す る 、 耳 で 聞 く 以 外 の 情 報 で 、 発 話 と 強 い 関 わ

6 ATR Journa1 33号 AUTUMN 1998

(株)AT R 人間情報通信研究所

第四研究室

倉立 尚明, EricVatiklotis-Bateson

り を持つた情報を  「顔の動き」 の 中 か ら 得 る と い
う 視点から始まっています 。

2 . 顔 で 話 す

では 、  その  「顔の動き」  には具体的にどの程度

「話す」 こ と に関連 した情報が含まれてい るのか ?

と い う 疑 問 が 出 て き ま す 。 そ こ で 私 た ち は 、 米 国

人および日本人被験者にっい て 、  音声信号と声道

運動そして額面運動の三つにっい て 、  そ れ ら の 相

関関係を調べてみま  した。

声道運動に関しては、  電磁場を利用した装置を

用いて発語中の 一言一、 1再、 下前歯の中央に配置 し た

米 粒 程 度 の コ イ ル の 位 置 を 計 測 す る こ と に よ り 、

その形状変化を提える こ とができ ます 。  ま た 111l1l面

運動にっいては 、  赤外線ダイオ ー ド を利用 し た三

次元位置計測装置によ り 、 発話中の顔の動きを計

測する こ とがで き ます 。

そ し て これ らの計測結果か ら 、  まず声道運動と

顔面運動にっい て 、  一方の動きのみから他方の動

き を どれだけ予測で き るか を調べま し た 。 その結

果 、顔面運動からは声道運動の約 9 6 % を 、 逆に声

道運動か らは額面運動の約 7 7 % を 予測で き る こ と

が分かりました 。

さ ら に 、  顔面運動から音声情報 (具体的には線ス

ぺ ク ト ル 対 と 呼 ば れ る 手 法 に 基 づ く パ ラ メ ー 夕 ) を

約 7 7 % 予 測可能で あ る こ と が 分 か り ま し た 。  さ ら

に顔面運動と声道運動の両方を用いれば約 8 2 % ま

で予測でき る こ とが分か り ま した 。

つま り 、 か な り の声の情報を顔の動 きか ら予測

で き る と ぃ う こ と で す 。 ま さ に 人 間 は 顔 で も 話 を

し ているわけです 。  そ してその動きか ら 、  言 つ て

みれば読唇術な らぬ読 「顔」 術に よ り そ の 声 を 予
測できるのです。

3 .  顔の変形のェ ッセンス
さ て 、  こ こで話を発話の際の顔の形そのものに



限つてみます 。  ある人の基本的な顔の形をぃ く っ

か 知 る こ と が で き れ ば 、  その人の顔が どの よ う な

変形の成分を元にそれぞれの形状を構成している

のかを主成分分析と呼ばれる方法で数学的に調べ

る こ と がで き ます 。つま り発話の際の色々な顔の

形状 も 、  突き詰めればいくっかの基本的な変形の

成分に分解で き る と い う こ と で す 。

こ れ までに 、  日本人と米国人被験者の  「あ、  い 、

う 、  え 、 お」 などの発話時の基本形状にっい て 調
べ た と こ ろ 、  これらの顔の変形を実現する成分は、

ど ち ら も 同 じ 傾 向 が あ る こ と が 分 か っ て い ま す 。

( 解剖学的には同じ基本構造を持つているわけです

か ら 、 同 じ よ う な 顔 ・ 口形状を作れば同じ傾向が

得られ るのは当た り前 といえば当た り前ですが 。  )

例 え ば 、  第一の成分は額の上下に よ る 口の開閉 、

第二の成分は唇の丸めに よ る口の開閉 とい った も

ので 、  こ れ ら 二つの変形 を使 う だ け で も 解析に用

いた基本形状にっい て 9 0 % 程 度 は 実 現 で き る こ と

が分かっています 。  やは り 額 と 唇の動 き が重要で

あ る こ と が こ こ か ら も 分 か り ま す 。  さ ら に 第 三 か

ら第五の成分までを用いれば99 %近く実現できます。

実際この得られた変形の成分を用いれば容易に

別の発話の顔形状も作 る こ と がで き ます 。  以前は

「あ 、 い 、  う 、 え 、 お」 などの顔形状を直接用いて、

それ ら の合成か ら 、  別の発話の顔の形状を作つて

い ま し た 。  し か し こ れ は 例 え て 言 う と 、 あ る 味 の

ス ー プに似た スー プ を作 る た め に 、  既に調味料が

別々の割合で加えられたスー プを混ぜ合わせて作

ろ う と す る よ う な も の です ( 形 状合成の場合は ス ー

プ を 作 る 場 合 と は 違 い 、 足 す だ け で な く 引 く こ と

がで き るのがみそですが )。 そ れ よ り は 、 始 め か ら

調味料の比率を調節してスー プ を 作 る ほ う が ま っ

た く 簡 単 な よ う に 、 変 形 の 成 分 の 割合 を 調 節 し て

簡単に目的の顔を作るこ とができます。

現在私たちのテーマでは発話時の顔形状のみを

対象 と し て い ま す が 、  同様の解析手法は感情を含

んだ顔に も適用で き る可能性があ り ま す 。 将来的

には これ らの表情形状も含めた変形成分の抽出も

考えています。

4 . 他人の顔で話す ?

さ て こ こ で 、  私たちの調べた結果を使つて簡単

な遊びができます。  ま っ た く の 他 人同士 で も 、 先

に述べた顔の変形に同じ傾向があるのな らば 、  あ

る人の顔の変形をまった く別の人の顔に投影させ

る こ と が で き る の で は な い で し ょ う か ?  実際、

私たちは試験的に共通性の高い上位の変形成分を

用い て米国人被験者 と 日本人被験者 と の音声 と 動

き の 相 互 入 れ替 え に よ る コ ン ピ ュ 一 夕 グ ラ フ イ  ッ

ク ス : C G に よ る ア ニ メ ー シ ョ ン を 作 成 す る こ と が

できま した 。

まだ個人の変形の特性、  例えば口の開き方など

の微妙な調整は必要ですが、  cG では実に容易に他
人の顔で話す こ と が可能 と な っ てい ます 。  特 に こ

の技術は人の顔に限らず、  ア ニ メ ー シ ョ ン の キ ャ

ラ ク 夕 等 に も 応用が可能で 、 将 来 の映像製作 な ど

にも大きく貢献できるのではないかと考えています。

さ ら に 、 顔の動 きか ら違和感な ぃ音声 を生成で

き る よ う に な れ ば 、 例 え ば A さ ん の 発 話 時 の 顔 の

動 き を 調 べ 、 そ の A さ ん の 顔 の 動 き か ら B さ ん の

顔の動 き を作 り 出 し 、  そ の 作 り 出 さ れ た B さ ん の

顔 の 動 き か ら B さ ん の 声 と cG の 映 像 を 作 れ る よ
う に な り ま す 。 つ ま り A さ ん の 話 す タ イ ミ ン グ で 、

B さ ん の觀と 音声を合成で き る よ う に な るのです !

そ こ ま で で き て し ま う と 、  テ レ ビや映画でいっ

た ぃ 本当は誰が裏で喋つてい る の か分か ら な く な

り ま す し 、  も し そ う ぃ っ た 技術が悪用 され た り す

る と 大 変 な こ と に な り ま す 。 何 し ろ 、  デ 一 夕 さ え

入手できれば、  総理大臣や大統領の cG 顔 で ど ん
な 言葉で も そ の人の声で喋 ら せ る こ と が で き る の

で す か ら 。 幸 い な こ と に  ( 私 た ち研究を して る側

の 者 に と っ て は 残 念 な こ と に ) 、 今 の 段 階 で は A さ

ん か ら B さ んへの動きの投影や推定の誤差、合成

顔 cGの映像品質、  ま た顔か ら予測で き る音の品
質か ら言つて も 、 顔 と声の完璧な入れ替えは実現

できていません。

5, お わ り に

今回は他人の顔で話すとぃった映像産業向けの

応用例を挙げま したが 、  こ の 「顔で話す」 と ぃ う

技術は、  他に も ノ イ ズ の多い環境下での音声認識

の補助情報入力な どに も使え る のではないか と考

えています。

さ ら に 、 私 た ち は こ の C G 顔 ア ニ メ ー シ ョ ン を

用 い て 、  発話における映像情報が人の認識に与え

る影響にっいて海外の研究機関と共同で研究に取

り組んでいきます。
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研究動向紹介

最適ルーチング政策とは何か  ?

What is the optimalrouting pol icy?

パ ケ ッ  ト 交 換ネ ッ  ト ワー クの最適ルーチ ン グ政策 と は何か ?  この間いに対し

て 、 決 定 論的入力 ト ラ ヒ ッ ク に 対 す る 最 適 ルーチング問題を数値的に解 く ァ プ

ローチ を取つ て い ま す 。 得 ら れ た数値最適値は 、  ト ラ ヒ ッ ク 負 荷 が 高 い 場 合 、
待ち時間が最 も少ない経路を選択す る政策 よ り も 優れたルーチング政策が存在

するこ と を示唆しています 。

What is the optimalrouting policy in a packet switched network?ln order to
answer this ques t ion ,we  calculate numerlcalsolutions of optimalroutlng
problems under the conditon that the input traffic is completely deterministic.
Numerioalsolut1ons suggest that a routing pollcy exists that is superior to the
send-to-shortest-delay policy in a heavy trafflc envlronment.

1. はじめに

パ ケ ッ ト 交 換 ネ ッ ト ワ ー ク の ル ー チ ン グ は 、

1 9 6 0 年代から研究されている古い研究領域です。

今までに 、非常に多 く の研究成果があ る反面 、最

適ルーチ ン グ の 研 究 と な る と 、 非 常 に 簡 単 な 問 題

でも分かっていないのが現状です。

最適ルーチングでは、静的 ( s t a t i o n a r y )  ルーチ

ングの最適化が多く研究されています 。  簡単に言

い ま す と 、 あ る 目 的 関 数 ( 例 え ば 、  スルー プ ッ ト

や遅延時間 )  を 最 大 / 最 小 に す る よ う に 、 各 経 路

へ送信するパケ ッ  ト の割合を求める最適化問題で

す。例えば、  ネ ッ ト ワ ー ク内の待ち行列をすべて

独立な待ち行列モデルと して扱い 、  そ こ か ら 導 き

出される平均遅延時間を最小にする方法が広 く使

われています。静的ルーチ ン グ は 、 入 力 ト ラ ヒ ッ ク

が時間的に緩やかに変化する場合のみに有効です。

一方、動的 ( d y n a m i c )  ルーチ ン グ は 、 あ る 政 策

に基づいてルーチン グ を行い ます 。  ルーチ ン グ 政

策の代表 と し て 、  待ち時間が最も少ない経路を選

択す る 政 策 ( 以 後 、 ss 政 策 と 略 す ) が あ り ま す 。

(株)ATR環境適応通信研究所

第=研究室
種田和正

最適な動的ルーチングの研究成果は静的ルーチ ン

グの場合に比べて少な く 、  し か も 、  多 く の 場 合 、

図 1 に 示 す よ う な 簡 単 な モ デ ル に 対 し て 研 究 さ れ

て き ま し た 。 図 1 は 、  あ る目的関数を最小にする

よ う に 、 す べ て の 到着 パ ケ ッ ト を ぃ ず れ か の 待 ち

行列に割り当てるルーチング問題を表しています 。

今までに 、  ポ ア ソ ン到着過程 、 指数サー ビス時間

の場合、 ss 政策が平均遅延時間を最小にすること
が証明されています 。  し か し な が ら 、  サー ビス時

間が一般分布になる と 、必ずし も ss 政策が最適で
な い こ と が 証 明 さ れ て い ま す 。 つ ま り 、 最 も 簡 単

なモデルで も 、  否定的な結論しか分かっていない

のが現状です。

2.  コンピュー タによる数値計算

通 信 ト ラ ヒ ッ ク 制 御 の 問 題 設 定 で は 、 一 般 に 、

入力 ト ラ ヒ ッ ク は あ る確率過程に基づいて到着し 、

あ る確率分布に基づいてサー ビ ス を 受 け る よ う に

モデル化されます 。  このモデル化は、  間題を単純

に し 、 扱 い や す く す る 効 果 が あ る 反 面 、 重 要 な も

待ち行列

図 1  二つの並列な待ち行列システム

3 ATR Journa1 33号 AUTUMN 1998



の を モ デ ル か ら 取 り 除 い て い る よ う に 思 い ま す 。

例 え ば 、 パ ケ ッ ト 長 は 、 動 的 ルーチ ン グ に影響 を

与える重要な要因の一つと考えられますが 、  確率

的 な 取 り 扱 い を す る と 、 各 パ ケ ッ ト の 長 の 違 い が

最 適 政 策 に 反 映 さ れ に く く な り ま す 。 そ こ で 、 決

定論的入力 ト ラ ヒ ッ ク に 対す る 最適化問題 を設定

す る こ と に し ま し た 。  こ の問題か ら最適なルーチ

ン グ政策を取 り出すために 、  始めに 、  最適化アル

ゴ リ ズ ム を 使 つ て 数 値 解 を 求 め 、 次 に 、 得 ら れ た

複数の数値解から共通する特徴を抽出する と ぃ う

研究プ ロ セ ス を と っ て い ます 。  し か し な が ら 、 入

力 ト ラ ヒ ッ ク を 決 定 論 的 に 扱 う こ と は 、 変 数 の 数

が非常に大 き な組合せ最適化問題を解 く こ と に な

り ます 。  ( 例 え ば 、 パ ケ ッ ト 数 を N 、 パ ス 数 を M

と し ま す と 、 変 数 の 数 は 、 M の N 乗 に な り ま す ) 。

ま た 、 入 力 ト ラ ヒ ッ ク を 決 定 論 的 に 扱 う 場 合 、  目

的関数が手続き  ( つ ま り 、  プ ロ グ ラ ム ) 表 現 に な

る こ と が 多 い た め 、  この手続きの実行にも時間が

かか り ます 。  さ ら に 、 モ デ ル の複雑 さ も 計 算時間

に大き く影響 し ます 。今 までの経験か ら 、  ト ラ ヒ

ッ ク の 合 流 や 分 流 が あ る と 、  目的関数の形状が複

雑にな る た め 、  広域最適解に収束 し づ ら ぃ こ と が

分か り ま し た 。  こ の た め 、 変数の数 と モデル を単

純 に し な い と 、 現 在 の 並列 コ ン ピ ュ 一 夕 で も 1 カ

月や 1 年は簡単に費やす計算量にな り ます 。  しか

し な が ら 、  決定論的アプロ ー チ は 、  確率的アプロ

ーチでは提えられない特徴や性能を引き出すので

は な い か と 考 え て い ま す 。 図 2 は 、  こ れ ま で に計

算した平均遅延時間を最小にする最適ルー チ ン グ

の性能です 。 図 2 は 、  ト ラ ヒ ッ ク 負 荷 が 大 き ぃ と

き 、 ss 政策 よ り も 優 れ た ルーチング政策が存在す
る こ と を示唆 し てい ます 。

平

均

遅

延

時

間

小 一‘ー ト ラ ヒ ッ ク 負荷一 大
図 2 ss 政策と最適ルーチングの比較

3, 図 2の意味

( 1 ) 個人対社会

ルーチ ン グ の問題に限 らず 、  さ ま ざ ま な待ち行

列に関わる最適化問題を考える場合、  よ く 問 題 に

な る の が 、  個 人  ( i n d i v i d u a 1 )  の 最 適 化 は 社 会

(socia1) の最適化 と等 し ぃ か ? と い う こ と です 。 な

ぜな らば 、個人の最適化政策は 、比較的簡単に見

つ け ら れ る の に対 し て 、 多 く の 最適化問題は 、 社

会最適化を目的関数にするためです。  この問題は、

経営科学やオぺレー シ ョ ン ズ ・ リ サーチの分野で

古 く か ら 研 究 さ れ て い ま す 。  今までの研究では、

個人最適化政策は 、 後 か ら 到 着す る パ ケ ッ ト  (ま

たは、  ジ ョ ブ 、 客 な ど )  に対する影響を考慮して

( 経 路 な ど を ) 決 定す る こ と が な い た め 、 到着す る

パ ケ ッ ト の 数 が 多 く な る ほ ど 、 二 つ の 政 策 の 差 が

大 き く な る こ と が 分 か っ て い ま す 。  ss 政策が個人
最 適 化 政 策 を 表 し て い る こ と を 考 え る と 、 図 2 の

結果は、  ま さに これ と同じ結果を表しています 。

( 2 )最短パスルーチングァルゴリズムの課題

現 在 イ ン タ ネ ッ ト で は 、 ss 政策に基づく最短パ
スルーチ ン グ ア ル ゴ リ ズ ム が 使 われ て い ま す 。  こ

こ で 、 次 の よ う な 仮定 を し ま す 。  ネ ッ ト ワー ク 内

のすべてのノ ー ド ( 交 換 機 、  ルー 夕 )  は 、 “ い つ で

も ” 、  “ す ぐ に ”  ネ ッ ト ワー ク内のすべての待ち行

列の現在の待ち時間に関する情報を得る こ とがで

き る と し ま す 。  こ の結果 、 最短パ スルーチ ン グ ア

ル ゴ リ ズ ム は理想的 な ァ ル ゴ リ ズ ム の よ う に 思 え

ます 。 なぜな らば 、  よ く 知 られた二つの課題であ

る ルーチ ン グ ・ ルー プ ( パ ケ ッ ト が 同 じ 経 路 を 循

環する現象 )  と ルーチ ン グ 振 動 ( ト ラ ヒ ッ ク 負 荷

が振動する現象 )  が ほ と ん ど 起 き な ぃ か ら で す 。

し か し 、 図 2 の 結 果 は 、 上 記 の よ う な 現 実的 に不

可能な仮定が成 り立つ と し て も 、  ト ラ ヒ ッ ク 負 荷

が 高 い と き は 、 最 短 パ ス ルーチ ン グ ア ル ゴ リ ズ ム

の性能は最適との間に差があることを表しています。

4. 今後の予定

最適ルーチング政策は 、いわば 、 “ 万能の神 ' ' に

よ る 制御 と 考 え ら れ ま す 。  な ぜ な ら ば 、 最 適 化 問

題の中に情報収集や計算能力等に関する制約条件

が一切ないからです 。  ま た 、 最 適 ルーチ ン グ 政 策

に よ る 制 御 は 、 集 中 的 で す 。  こ の た め 、 一 般 に 、

最適ルーチ ン グ 政策 を そ の ま ま 実 際 の ア ル ゴ リ ズ

ム と し て 使 う こ と は で き ま せ ん 。 最 適 ルーチ ン グ

政 策 を 、 有 限 な リ ソ ー ス (cP U 能力 、伝送速度な
ど)  の制約内で動作す る分散アル ゴ リ ズ ム と し て

実現す る こ と が 、  この研究の最終目標です。
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ATR Monologue(8)

半歩踏み出そう  - ネー ミングの大切さ

(株)  国際電気通信基礎技術研究所

顧 間 葉 原 耕 平

こ の シ リ ーズでは、  い く っか一見細かぃ と思われる こ と を述べてき ま した 。  その底流には基礎研究に大

切な 「本質を見極める 。そして 、  自 ら の オ リ ジ ナ リ テ ィ は 何 か」 をで き る だけはっ き り さ せ る手段や思考
形態の助けにな る と ぃ う 思いがあ るか らです 。  また内容の性格上ある程度差し障 りがある こ とが多いので

すが、  これからもそれを恐れずに、  な るべ く具体的に例示していきたい と思います 。

①TDNN (Time Delayed NeuralNetwork) の話
A T Rの研究が軌道に乗り始めた大きなきっかけの一つに、設立後間もないA T Rに米国カー ネ ギー メ ロ ン

大 学 か ら や っ て き て く れ た ア レ ッ ク ス ・ ワイべル博士の業績を忘れるわけには行きません  ( これは担当の

樽松社長や同大学に滞在していた鹿野研究室長  (現在奈良先端科学技術大学院大学教授)  らの尽力のおか

げでした ) 。同博士は当時極めて難しぃ と見られていた英語の d , p , t な ど類似の音を表題のT D N N とい うュ
ニー ク な方法で極めて高精度で認識 ( 区別 ) す る こ と に成功 し たのです 。 こ れは当時 よ う ゃ く 盛んにな り

始めた神経回路網 (Neura lNetwork )  技術のすばらしぃ応用の一つでした。以下ごく簡単に原理説明をしま

す (詳細はジャーナル第 4号 ) 。

神経回路網技術は、  月l f iの中の神経網を真ねた回路で入力から出力に至る間に様々な情報処理をする、 と

いうのが一般的な手法です。  T D N Nでは最初に入力の音声信号 ( d , p , t など ) をある短時間毎 (実際は 2 0 m s )

に区切つてその時間内での周波数スぺク トルを求めます。ゴルフに警えればこれは日々のスコアで、  日 に

よ っ て 数 値 が か な り 変 動 し ま す 。 そ こ で 、 例 え ば 過 去 5 回 分 の 平 均 を 取 り ま す 。 次 に コー ス に出ればその

日の新し ぃ ス コアを入れ 、代わ りに 5回前の一番古いスコアを外して直近 5回分の平均を取 り ます 。  こ う

し て常に 1回分ずっずら しなが ら 5 回分の平均ス コアを付けてい く と 、 調子の善し悪しが大局的に分か り

ます。 T D N N は これ と同 じ よ う に少 しずっ ( 厳密には 2 0 m s よ り も っ と 細か く ) 時間 をず らせなが ら音声ス

ぺクトルの性質を総合化して入力音声信号の大局的性質をっかみ、  最後 d か p か t か な ど を 認 識 す る や り 方

で 、 一世代を風靡する有名な手法になりました。少しずっ時間をずらせるので、  ワイべル博士自身によっ
てT i m e  D e l a y e d という二語が頭に付けられました。

と こ ろ が 、  この手法は音声のよ うに時間的に変化する情報に限らず、  画像のよ うな空間的な情報に対し

て も 、 解析す る対象部分を少 しず っず ら し なが ら分析す る と ぃ う ょ う に広 く 応用で き 、 例 えば 「T D N N に
よる空間周波数分析」 な ど と 言 う 類 の 、  時間遲れではなく空間的なずれの問題に対処する論文も現われる
よ う に な り ま し た 。 こ こ では時間の概念は もはや不必要です 。 こ う し て “ T D N N ” は 固有名詞化 し ま し た 。

し か し 、 後 世 、 そ も そ も の 事情 を 知 ら な い 人 が見れば何故 “ 時 間 ” そ し て “ 遅 れ ( 遅 ら せ る ) ”  と い う 単 語

が入つているのか不思議に思 うでし ょ う 。 この後日談として私はワイべル博士に 「略号 “ T D N N ' ' は 広 く 使
わ れ る よ う に な っ て も う 変 え ら れ な い か ら 、 T と D が 頭 文 字 の 別 の う ま ぃ 単 語 を 探 し て よ 。 丁 度 、 C A T V

が初めのComm o n  Antenna T VからいつのまにかCA b l e  T V に 変 わ っ た よ う に」 と 言つて あ り ま す 。 ま だ答
えは聞いておりませんが。  皆 さ ん も 考 え てみ て下 さ い。
こ れはあ ま り に も卓越 したア イデ ィ アであ ったために 、 それにだけ日を奪われて し ま った例 と言え ます。
最初にも う半歩で も踏み込んで 「待てよ 。時間だけでな く 、空間に も同 じ原理が適用できは し ま ぃか 。更
に、  も う 一歩 、多次元に拡張すればど う だ ろ う か」 とまで考えが及べばネー ミ ン グ も き っ と 変 わ っ た で し
ょ う 。 そ し て 、  こ の手法を よ り本質的に提え る こ と がで きた筈です 。私は傍目八目でそ う ぃ う こ と を指摘

できる立場に居ながら、  それができなかった不明を恥じています。

②一 ト,、_し1E:// l:1l P0
このサブタイ トルは校正未了なのではありません。その意味はすぐに分かります。次も音声認識にから

む話題です。これは片桐滋研究員 ( 当時、現室長 )がべル研究所の研究者と一緒に見出したパ夕一 ン認識
の優れた手法です。 フルネームはM i n i m um  Classification Error/Generalized Probabilistic Descent Method (最小

分類誤 り / 一般化確率的降下法 ) で 、 McE と G P D と い う二つの用語の組み合わせです。パター ン認識の難
し さ は平 た く 言 えば似た よ う な パ夕一 ン 、 例 え ば “ わ ”  と “ れ ” 、 “ d ”  と “p”  と “ t ” な ど を ぃ か に き ち ん
と 切 り 分 け て分類す るか と ぃ う と こ ろ に あ り ま す 。 従来広 く 使われて き た手法はやや隔靴掻痒の き ら いが

あ り ま したが ( 詳細は省 く ) 、 片桐研究員らの発想は用語McE ( 最小分類誤 り )  に 現 わ れ て い る よ う に 、 一
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挙に認識の最終段階である分類誤りの最小化を狙う、  という意欲的な発想の手法です。

と こ ろ で 、  この研究は 「確率的降下法」 の一般化つまり  「一般化確率的降下法GPD」 の提案から始ま り 、
それが直接パ夕一 ン認識の理想である 「最小分類誤 り McE」 に繁がった 、  と い う 筋 道 を 辿 り ま し た 。 そ の
ため、  最初は二つのキー ワー ドの順序が研究の筋道通りGPD/McE と な っていま した 。私はその話を聞いた
時 「待てよ。  G P D は手段 と して大変優れているけれど 、 McE は パ タ ー ン認識の本質をズバリ突いた思想で
は な か ろ う か」 と思つたのです。  そしてG P Dはそれに向けての一つの有力な手段という位置付けではなぃ
か。この二つのキー ワー ド ・はひ っ く り 返 し て ま ず目的 と し て McE 、そのための一手段としてのG P D 、  と す
る 方 が 筋 が 通 る 。 将 来 誰 か が McE と い う 本 質 的 タ ー ゲ ッ ト に 対 し て 別 の 手 段 (xxx ) を 考 え た な ら 、
McE/xxx と命名すればいい。そ う思つたのです。
私は こ の こ と を 彼 ら に 率直に話 し ま し た と こ ろ 、  彼ら もすぐに納得し 、  それ以来 McE / G P Dが定着してい
ます。そしてこれにも後日談があり、今では更にD i s c r i m i n a t i v e  Feature E x t r a c t i o n ( DFE ;識別的特徴抽出

法)  と ぃ う 概念 な ど に発展 し てい る と い う こ と です 。 私は用語を通 し て少 し で も本質論議が進み 、 それが

更に発展に業がったとすれば傍目八目の機能は果たせたと思つております。

余談ですが、  この片桐研究員らのベル研での仕事は四半世紀も前の古典的研究 「確率的降下法」 に神経
回路網や音声信号処理 とい う新 し ぃ光を当てて見直しを してみよ う 、  と ぃ う こ と が 閃 い た こ と か ら 始 ま っ

た そ う で 、  それが大 き な成果に業が り ま し た 。  こ れに対 し て東倉室長 ( 当時 、 現 N T T 基礎研究所所長 、

N T T コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン 科 学研究所所長 ) が 「r e s e a r c hとはs e a r c hの頭にr eがっいた言葉、  ま さ に “ 温 故
知 新 ” だ ね」 と 喝 破 し た と い う ェ ピ ソ ー ド もあ ります。含蓄のある話です。

③ 頂 上 か ら 眺 め 直 し て み よ う 一 そして  「半歩」 と は
これ と似た話は枚挙にい と まがあ り ません 。その共通的な こ とは 、多 くは研究者はまずは自分のやって

き た 筋 道 に ( よ く 言 え ば ) 忠 実 、  ( 悪 く言えば )  こ だ わ り 勝 ち だ と ぃ う こ と で す 。 で す か ら 、 私 は よ く 言 い

ま し た 「山 に登つ た 時 、 一 々 あ そ こ で 右 に 曲 が っ た 、 あ そ こ で 遠 回 り を し た 、 つ い で に 迷つ て し ま っ た 、
な ど は ( 経 験 と し て 貴重 で は あ る け れ ど ) 一 旦 さ て お き 、 今 度 は頂上か ら も う 一 度眺 め て ご 覧 。 そ う す る

と も っ と 全 貌 と 、  も しか した ら も っ といい登 り方が見つかるか も知れないよ」 と 。
研究には足踏みもあれば思い掛けない展開もあ りえます。私自身若い頃日々実験に明け暮れ、そのよ う

な こ と を体験 して き ま し た 。問題は一連の研究を ま と め る段になって 「 し ま っ た 。 あ の時 も う 少 し パ ラ メ

ー タ を 振 ら せ てデ一夕を採つておけば よ か っ た」 と ぃ う こ と が時々あ った こ と で し た 。 当時は実験装置 も
大 き く  (真空管の時代でしたから )  実験系を再構築するのは事実上不可能でした。

ですから 、後であま りほぞを n歯まなぃで済むよ うに 、研究の途上でなるべ く幅広 くデ一夕を採つてお く

のは望ま し ぃ こ と です 。  しか し 、歩む道々でわざわざ一歩ずっ寄 り道をするのは何 とな くおっ く う であっ

た り 、 身 構 え た り す る こ と で し ょ う 。 で す か ら あ ま り 重 荷 に 感 じ ず に ち ょ っ と だ け で も 周 り を 見 る 、 そ れ

が私の感覚では  「半歩」 なのです。科学的な表現ではありませんが。  それに よ っ て全体 と し て一歩で も 本
質に近付き、  よ り適切な用語なり概念が得られれば儲けものではありませんか。

④ 路 が 先 に 拡 が る こ と も あ る

A T Rでは発足直後から自動翻訳電話の研究を精力的に進めてき

ま し た 。 そ れ 以 前 に 書 き 物 ( テ キ ス ト )  になった文章の翻訳を自

動 化 し よ う と い う 試 み は 「機械翻訳(m a c h i n e  translation)」 の名で
古 く か ら進め られてい ま し た 。 それに対 し て自動翻訳電話は 「話
し言葉」 が対象で 、実時間での音声認識 、音声合成などが新たな
重要技術要素でした 。 ご く大雑把に言えば 、  日一英の場合は 「機
械細訳」 をする前に日本語の  「音声認識」 を行つて音声を日本語のテキス  ト に変え、  「機械翻訳」 で英語の
テ キ ス ト に 翻訳 し た 後 に 「音声合成」 の機能を付けて英語のテキス トから英語の合成音声を作り出す、  と
い う こ と で目的が達せ られ ます 。 その先入感か らか A T R で も 発足直後は 「音声認識」 一 「機械翻訳」 一
「音声合成」 と繁げたブロ ッ ク図が書かれていました 。
しかし私はこれに違和感を覚え 、担当者に 「こ の “ 機械 ”  と い う のは コンピ ュ一夕 の こ と ? 」  と 敢 えて
聞きました。 「そ う で す」 「それじ ゃ音声認識や合成にはコンピュー タは使わなぃの ? 」 「いい え 、 全部 コ ン
ピュ一 夕です」 「 じゃ何故機械認識、  機械合成と言わないの ?  思想が一貫してなぃじゃなぃの 。  つ い で に
機械”  と い う の も 古 めか し ぃ ね え」 と ぃ う ゃ り 取 り の結果 、機能の本質を踏 まえた 「音声認識」 一 「言語
翻訳(1angu a g e  translation)」 一 「音声合成」 と ぃ う一貫 し た考えで統一 し 、 あ る 時
期からは A T R での表現は見落と しがない限 り  「機械翻訳」 ではな く  「言語翻訳」 を
使つています 。  しかし、  これはいわば路の方が先に半歩と言わず一歩も二歩も拡幅

さ れ た に も か か わ ら ず 、 古 い地図 を そ の ま ま に し て い る よ う な も の です 。 古 い こ と

に詳し ぃ人の陥 りがちな落 と し ノ穴の例です。かっ 、その路を拡げよ う と したのは実

はA T R自身だったのです。
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一 萎
短 信

夢か な う と こ ろ 一 A t  Ryugu-j o  (電宮城)

NHK放送技術研究所次世代特号化

(前ATR人間情報通信研究所第五研究室室長)

金次 保明

3 年間の A T Rでの生活を終え  N H K放送技術研究所に戻つて思い出したのは  「浦島太郎」 のお話である。

「3 年 も 離 れ て い る と 浦島太郎に な る よ」 と先望 l差から聞かされてはいたものの、正直なところ、  こ ん な に時

の流れるスピー ド が違つていた とは思いませんで した 。  こ こ数年 、放送を取 り巻 く情勢が急激に変化して

いるに もかかわ らず 、  私がその変化に追いついていなかったのです。  A T R と言 う竜宮城にいる間にです 。

3 年 前 、 A T R に 着任 し た と き に受 け た カルチ ャ ー シ ョ ッ ク を 、 逆の意味で今受けてい ます 。  A T R 独自の

文化を改めて実感させられました。  この文化の違いにっいては 、  企 業 か ら A T R に 来 て い る 人 な ら 誰 も が 体

験 す る こ と で し ょ う し 、  こ れ ま で に も ぃ ろ い ろ な と こ ろ で 議 論 さ れ て い ま す 。 こ の 「短信」 のペー ジ に も 、

A T R の すば ら し ぃ 部分や期待す る と こ ろ が多 く 書かれてい る ので 、 改めて私が述べ る こ と も な い と 思い ま

す。 竜宮城から戻つた浦島太郎としては高級な議論はできないので、  東京に戻つてか ら 思つた こ と を 述べ

てお茶を濁しておきます。

関西と関東ではどちらの方が美味しぃか 。  もちろん 、関西の方が美味し ぃ し 、  レ ス ト ラ ン の 数 も 多 い。

繁華街 な ど で 食事 を と る と き 、 関 西 で は気 に入つ た レ ス ト ラ ン を 探 す こ と が で き ま す が 、 関 東 で そ ん な こ

と を していたら食事にあ りっけません。  A T R には関東人と関西人が適度にいるのでよ く議論にな りますが、

東京では議論にすらなりません。束京では 「食事を済ます」 と 言 い ま す し 、 食 べ る 速 さ も 違 い ま す 。 束京

で も  「どこどこの店はおいしぃ 」  と ぃ う会話を時々聞きますが 、  こ の よ う に 店 の評価 を し て い る 人が ソ ー

スや醤油をたっぶ りかけて食事をしているのを見る と 、  評価デ一夕の信頼性に疑問を感じたりします。

手間暇かけた料理が高級料理としてもてはやされがちですが、  私は素材の味を生かした料理こそ美味い

と思つています 。研究も同じで 、  難 し ぃ理論や式で味付けをするこ と も重要ですが、  新鮮で素性の良い素

材を選ぶこ との方が重要と思います。  また 、  食べるのが も っ たいないほどに きれいに飾 られた料理を見 る

こ と が あ り ま すが 、 料理は食べ る ためにあ る ので あ っ て 、 美味 し く 見せ る こ と が重要 と思い ます 。 私 た ち

の研究 も食欲 を そ そ る よ う な プ レ ゼ ン テー シ ョ ン を し て 、 で き る だけ大勢の人たち と一緒に食べた方が美

味 し ぃ で し ょ う 。  A T Rには多種類で新鮮な素材があります。多国籍のスパイスもあ ります。 い か よ う に も

味付け をす る こ と が で き ます 。  素材の味を生かしながら独自の味に仕立てるのが腕の良い料理人だと思い

ます 。 ただ 、注意 しなければな らない こ と は栄養のバ ラ ン ス を考慮する こ と です 。電宮城では海の幸は豊

富にありますが山の幸が不足しがちですから。

A T R にはいい素材 と ぃい道具が揃つています。  料理人の腕も一流です。 研究者に とって A T R は夢がかな

う と こ ろです ( 勿論 、他の研究所でも夢がかな う場合もあ り ます 、念のため ) 。 ま さに竜宮城です 。乙姫様

を 見 つ け た 人 も ぃ る こ と で し ょ う 。 美 味 し ぃ 料 理 を た く さ ん 食 べ た 人 も ぃ る で し ょ う 。 誰 も が 行 け る と こ

ろではあ り ません 。  A T R で し か で き な ぃ こ と を や っ て く だ さ い。竜宮城から戻つた私は玉手箱を開けてし

ま ぃました 。
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音声翻訳通信研究所では、  これまで音声翻訳に必要な音声認識 ・ 言語翻訳  ・ 音声合成の各要素技術の研

究を進め、  昨年末にはこれらを統合した音声翻訳システムの開発を行いました 。  この結果、  ホテルの予約

と ぃ ったあらかじめ範囲を定めた内容に関しては 、  パソ コ ン l 台 でほぼ実時間で音声翻訳処理を行える よ

う に な り ま し た 。

今回、  実際のサー ビスに対して音声翻訳技術の適用可能性を検証するため、  米国A T & T と共同研究契約

を締結し、  電話案内サー ビスの音声翻訳にっいて共同研究と技術評価を約 1年半かけて実施する こ と と し
ました 。  具体的には、  米国内の地域電話番号や料金等の質問に答えるカス夕マケアと呼ばれる電話案内サ

ー ビスにおいて 、  日本人が、音声翻訳システムを用いて日本語で直接質問できるよ うにするものです。当

研究所は、電話オぺレ一夕に話をする日本人の音声を認識、英語へ翻訳す る部分を担当す る と と も に 、  日

本語への音声合成技術を開発します。 一方、 AT&Tは米国の電話オぺレー タが話す英語の認識、 日本語への
翻訳と英語の音声合成技術を開発します。

今後、  こ の よ う な 開発 と評価 を通 じ て 、  音声翻訳技術の実用化に向けた技術的課題を明らかにしていく

予定です。

- ATR科学技術セミナーの開催状況 -

第 6 5 回  9 8 年 7 月  1 4 日  (人間情報科学シリーズ第 5 3 回 )

視覚における注意 、  時間 、意識一心理物理学から磁気刺激へ 下條信輔  ( カ リフォルニア工科大学 )

今回は、  視覚を中心に知覚と意識の関係を実験心理学的に追究されてい

るカリフォルニア工科大学の下條信率南先生に 「視覚における注意 、時間 、
意識一心理物理学から磁気刺激へ」 と 題 し 、  同大学における最新の研究成
果をご紹介頂きま した 。途中 、参加者から多数の質間があるなど 、短時間

にもかかわらず熱気にあふれた活発な討論が繰 り広げられました 。講演の

概要は以下のとおりです。

外部から脳に強い磁気刺激を与えると電磁誘導の影響で神経活動の働き

が阻害されます 。  この現象を利用し 、視覚反応の変化を調べた と こ ろ 、被

験者に市松模様を 4 0 ミ リ 秒見せ 、 1 0 0 ミ リ 秒遅れて磁気刺激を与え る と市

松模様の真ん中にノ穴があ ぃ て見え る こ と が判明 し ま し た 。  模様を見てから

そ の 信 号 が 脳 に た ど り 着 く ま で は 、 通 常 1 0 ̃ 4 0 ミ リ 秒 か か り ま す が 、 そ

の タ イ ミ ン グ ではな く 、 1 0 0 ミ リ 秒 後に磁気刺激を与えない と変化があ り ま

せ ん 。 こ の こ と か ら 、 人 間 が 物 を 見 た と 認 識 す る ま で に は 1 0 0 ミ リ 秒 程 度

の時間がかかり、  その間に視覚情報の時間的かっ空間的再編成が起こると

考えられます 。

下条信車lil 准教授
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1 9 9 8 年 7 月 1 9 日 ̃ 2 4 日 の 間 、  米国フロ リダ州オー ラ ン ド で 、  コンピュー タ グ ラ フ

ィ ッ ク ス  (CG) に関する世界最大の国際会議S IGGRA PH (シー グ ラ フ )  が開催され

ました。  S IGGRAPHは米国の学会ACM(Associat ion for Computing Maohinery)の専

門グループ(Sp e c l a l l n t e r e s t  Group) の一つであるSpec l a1 l n t e r e s t  Group on

Computer G r a p h i c sの略称であるとともに、毎年1回開催される本会議の名称ともな
っ てお り 、 今年は 2 5 周 年記念に あ た っ て い ま し た 。  S IGGRAPHは論文発表だけで

な く 、 技 術 展 示 、 アー ト展示、CG作品の上映、CG機器展示などの催しが併せて行

われる大規模な会議で、  毎年4万人以上の参加者を集めています。  ATR知能映像通

信研究所はその設立 ( 1 9 9 5 年 ) 以来毎年積極的に本会議に参加してきましたが 、本

年 も 技 術 展 示 1 件 、 アー ト 展 示 2 件 、  ショ ー ト ぺーパ発表 3 件 を行い ま し た 。 会議

の様子を、当研究所が参加した催しを中心に概観いたします。

[技術展示(Enhanced  Realit ies)]
最 新 の イ ン 夕 ラ ク テ ィ ブ 技 術 の デ モ ン ス ト レー シ ョ ン を誰 も が体験で き る形で提供す る催 し で 、 審査の

結果デモを許可された 1 7件 ( 5 0 件以上の応募 )の展示が行われました。当研究所からは第一研究室がメイ

ンで開発した“ S h a 1 1W e  Dance?” をデモ展示しました 。なお、本デモシステムの一部は米国メ リ ー ラ ン ド 大

学 (委託研究先 )  と共同で開発し、協力して展示を行いました。 “Sha1 lWe  D a n c e ? ” は 、 2 カ所にいる人物

を各々複数台のカ メ ラ で観測する こ と に よ り 得 られ る画像か ら人物の姿勢を実時間で 3 次元推定し 、一つ

の仮想シー ン中の二つの cG キ ャ ラ ク タ ーをそれぞれ制御する こ と に よ り 、 仮想シー ン で ダ ン ス を 踊れ る よ
う に す る と ぃ う デ モ で す  ( 写真 1 , 2 ) 。画像処理で人物の姿勢を3次元推定する方式は、従来多数のセンサ

類を人体に装着する方式が主流だっただけに、  多くの人から驚1嘆の声が聞かれました。

本技術展示では、 1 7 件 の う ち 8 件が日本か らの出展であ り 、  日本の本分野のレベルの高さを示す結果と

も言えますが、  一方で多様性とぃ う観点からは寂しい気がしました 。  他の国にも頑張つて欲し ぃ 、  と い う

のは資沢な悩みでし ょ う か ?

写真 1 .  “Sha11We Dance?”

人物像の3次元実時間姿勢推定システム

写真 2 .  “ S h a l lWe  Dance?”

仮想シー ン中で  「踊 る」 (実際の人物に制
御 さ れ る ) C G キ ャ ラ ク 夕 一

[アー ト 展 示 ( A rt Ga1lery)]

今年のA r t  G a 1 1 e r yは S I GG RA PH 2 5周年をもっとも印象づける催しでした。すなわち、  こ の数年では 、最

大の規模、内容であ り 、その他に 2 5 年の A r t  Gaue r y の歴史を振り返る招待作品群も展示されました。応募
数約 4 0 0 組から審査によ り採択された 5 6 組のアーテ ィ ス ト が 参加 し 、 ( 2 次 元の ) プ リ ン ト や絵画作品か ら 、

映 像 を 使 つ た イ ン タ ラ ク テ ィ ブ アー ト まで幅広い内容でした。本催しの大きなテーマとして、 T o u c h w a r e と

い う キー ワー ド が あ り 、 観客が角虫る と ぃ う 行為を通して作品を鑑賞する イ ン夕 ラ ク テ ィ ブアー ト が 多 く 見
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られま  した。 当研究所からは第一研究室の湖沢 客員アー

テ ィ ス ト が 、  「Image  to Touch」 と 題 し た 、 鑑賞者が C G
絵画に触 る と 触感 を フ ィ ー ド バ ッ ク す る 新 し ぃ アー ト 作

品を展示し、注目を集めました  (写真3 ) 。  また、同氏の

「T o  Bury Reco11ection I n_」 と 題 し た C G 絵 画 ( 写 真 4 )
も好評でした。連日行われたGa11 e r y  T a l k で も 、美術の

分野において歴史的に積み上げられてきた表現技法とテ

ク ノ ロ ジー と の 関 係 を ぃ か に リ ン ク さ せ る か と ぃ う 問 題

が多 く語 られてお り 、 そ の作品は今後の イ ン夕 ラ ク テ ィ

ブ アー トの分野の先駆けの一つ と な り 得 る と 感 じ ら れ ま
した。

[論文、 テ ク=力ルスケッチ ]
論文発表には 、論文 ( フルぺーパー ) と テ ク ニ カ ル ス

ケ ッ チ  ( シ ョ ー ト ぺーパー ) の 2 種 類 が あ り ま し た 。 論

文には 3 0 3 件の投稿があ り 、 4 5 件のみが採録される とい

う 相変わらずの難関ぶ りを示していま した 。  ま た 、 ス ケ

ッ チ に は 2 1 0 件 の 投稿が あ り 8 3 件 ( 日 本 1 6 件 ) が 採 録

され、  当研究所からは 3件が採録されました 。井上前第

三研究室長  ( 現 N H K )  と 宮 里 第 五 研 究 室 長 に よ る

「InternalRepresentation by the Magic Light」 では 、懐中電
灯を壺が表示 され てい るデ ィ ス プ レ イ に照射す る と 、 照

射された範囲の壺の内部が透けて見える、  と い う シ ス テ

ムの論文発表を行い、関心を持たれたものの 、やは り実

際 に 体 験 し て も ら う 方 が べ タ ーで あ っ た と 思 わ れ ま し

た 。 第一研究室の坂口研究員は、 「Botanicaltree structure

modeling based o n  r ea l image  set」 と題して 、複数の画像
を利用して樹木の枝構造モデルを作成する手法を発表

し、  枝の成長制御や応用方法などに多数の質問があり 、

高い関心を得 る こ と が で き ま し た 。  また 、土佐客員アー

写真3 .  「Image to Touch」
(触感フイ ー ドバックを有する cG絵画 )

写真4 .  C G絵画  「To Bury Recollection I n
(相沢 客員アーテ ィ ス ト 作 品 )

テ ィ ス ト に よ る  「Interactive Poem」 は ボ デ ィ と サ イ バー スぺー ス との良き関係を探るもので 、  詩のフイ ー リ
ン グ も 伝 わ り 、  ビデオを見せた後、聴衆からの多くの拍手が沸き上がる等、良好な手応えを感じました。

[CG作品上映 (Electronic Theater) ]
Electronic Thea te rでは、 CG技術を駆使して作成された短編映画作品  (審査の結果採択された)  4 6件が上

映 さ れ ま し た 。 今 年 は メ イ ン の ス ク リ ー ン の 他 に 、 サ イ ド に 2 面 の ス ク リ ー ンを用意し 、い く っかの作品

のオ ー プニング表示のみへの使用で したが 、新 し ぃ試み と し て目を引 き ま し た 。  また、実際の舞台のパフ
ォ ーマ ン ス も 加 え た 映 像 作 品 も あ り 、 観 客 参 加 の ア ト ラ ク シ ョ ン も 用 意 さ れ 、  それな りに楽 しめ ま し た 。

映像 と し て は 、 今 年の ア カデ ミ 一短編賞を授賞したP I X E R社の 「Geri's Game」 が出色であ り 、技術的にも
論文と して採録された技術を利用してお り 、  ま た複数の特許を取得 し てい る と い う こ と で 、 技術が表現に

リ ア リ テ ィ を 与 え たすば ら し ぃ 作品で し た 。

[むすび]

以上、 sI G G R A P H 9 8を概観しましたが、  この他にも多数の催しがあ り ま した 。例えば、 4 6 を数えるコー
ス ( あ る テーマに関する研究を行つている一流の研究者を集め、  技術の紹介を行う )  はそれぞれ半日また

は 1 目 を か け て 行 われ 、  1 8 の パ ネ ル ( デ ィ ス カ ッ シ ョ ン )  が論文のセ ッ シ ョ ン と 並行 し て行われま し た 。

論文、 コー ス 、 パ ネ ル を 通 じ て 、 バーチ ャ ル リ ア リ テ ィ や 、 実 画 像 と cG画像の融合といった技術に対する
関心の高さが うかがわれま  した。

sI G G R A P Hはその網羅する範囲から言つても 、  規模か ら言つて も 、  当研究所にとって格好の成果の発表
の場と引き続き感じ られます 。  来年は 8月にロサンゼルスで開催されます 。技術デモ ・ アー ト展示に加え

て論文発表を行い、ぜひ技術とコンセプ トを広 く世界にアピールしたいと思います。
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ATRマルチ 。 モーダルコ ミュニケーションワークシ ョップを開催
一ATR  Workshop on Mu用一ModalCommunication -

ATR知能映像通信研究所、 ATR音声翻訳通信研究所、 ATR人間情報通信研究所では、

オハイオ州立大学認知科学研究センタ ー と共同で、  将来のコ ミュニケー ション技術を

支え る科学的 ・ 技術的基礎に関する ワー ク シ ョ ッ プ 、 A T Rマルチ ・モー ダルコ ミ ュ
ニケーシ ョ ン ワー クシ 裁 ツ プ を 、 9 月 1 6 日  ( 水 ) 、 1 7 日  (木)  に開催いたしました 。

この分野の第一線で活躍している国内外の研究者6 0名以上が参加し、  活発な議論が

行われま  した 。

ATR知能映像通信研究所、 ATR音声翻訳通信研究所、 AT R  人間情

報通信研究所では、将来のコ ミュニケー シ ョ ン を展望 し 、 「マルチメ

デ ィ ア を 駆 使 し た 新 し ぃ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 姿」、 「言葉の壁を越
え た グ ローバル ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン」、 「人間の優れた情報処理能
力に学 ん だ人間 ・ 機 械 コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン」 を目標に 、研究を進め
ています。

こ の ワー ク シ ョ ッ プ は 、  将来の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 技術 を支 え る

基 礎 と な る 科 学 的 ・ 技術的研究の方向性 を探 る こ と を 目的 と し て 、

マルチ ・ モー ダ ル コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン を テーマ と し て取 り 上げ 、  オ

ハイオ州立大学で開催いたしました。

ワー ク シ ョ ッ プ で は 、  藤 村 靖 教 授  (オハイオ州立大学)  に よ る 開

会挨拶に続き、  「要素間相互作用」 、 「音声生成」 、 「言語 ・ 音声 イ ン
タ フ ェース」 の三つのセ ッシ ョ ンで

Eva Ha j i cova教授(Char l e s大学)

Bjorn L i ndb1om教授(Texa s大学)

David 〇stry教授(McGi11大学)

Pau lM i l enkov i c教授(Wiscons i n大学)

による 4件の招待講演を含む計 1 5件の講演および活発な討論が行わ

れました 。  また、L i b e rm a n博士(Ha s k i n s研究所)  によ る基調講演が

行われ、  人間 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンモデルに関する新し ぃ発想の必

要性が指摘されました。

ワ ー ク シ ョ ツ プ の テーマは学際的であ り 、  マルチ ・ モー ダ ル コ ミ

ュ ニ ケ ー シ ョ ン技術の基礎を担 う言語学 ・ 音声学 ・ 言語情報処理 ・

音声情報処理分野の第一線の研究者の参加を得ることができました。

その中で 、 音声 ・ 言語 ・ 顔 表 情 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンの多様な側面

に対して総合的に研究を進めている A T R の活動は高 く評価されま し

た。  ま た 、 研究討論 を通 じ て マルチ ・ モー ダ ル コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

研究の方向に関してさまざまな可能性が示されました。

藤村靖教授

Eva Haj i cova教授

Alv in  M. Liberman博士

◆主 催 ATR知能映像通信研究所/ATR音声翻訳通信研究所/ATR人間情報通信研究所/

オハイオ州立大学認知科学研究セン夕一
◆日 時 1 9 9 8 年 9月 1 6 日  ( 水 ) 、 1 7 日  (木)

◆場 所 ォハイオ州立大学

◆参加者 招待講演者、AT Rからの講演者、オハイオ州立大学からの講演者の他、

大学、 関係する研究機関を中心に約6 0名が参加
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AT R環境適応通信研究所では、  「自律適応システムの新たなパラダイムを探る」 をテ
一マとした自律適応システムワー ク シ ョ ッ プ を 、 9 月 2 5 日  (金)  に開催いた し ま し

た。環境適応性に関心をもっ様々な分野の研究者1 0 0名以上が参加し、相互に意見
交換を行いま し た 。

山田誠二助教授  (人工知能)

(東京工業大学)

落合正行教授  (発達心理学)

(追手門学院大学)

Peter D a v i s客員研究員 (適応デノ、1 イ ス

ATR環境適応通信研究所では、  「様々な状況に応じて適切に動作し、

個々のユーザに使い勝手の よ いサー ビスを提供する柔軟な情報通信

システムの実現」 を目標に、  動作環境への 自 律 適応 メ カ= ズムの探
求とその応用にっいて研究を進めております。

こ の ワ ー ク シ ョ ッ プ で は 、  現在、  行動科学、  発達科学、  社会学、

経済学、生態学、  人工知能科学、 ロ ボ テ ィ ク ス 、 物 質 科 学 な ど 様 々

な分野でい ろ い ろ な観点か ら 研究が進め ら れ て い る シ ス テ ム の環境

適応性にっい て 、  異分野の関連研究者が各分野における知見 、  理

論 ・ 手法、課題などを相互に交換し議論する中から新たな研究の展

開 方 向 を 探 ろ う と い う 試 み と し て 、  で き る だ け ぃ ろ い ろ な 分 野 か ら

の講演者、参加者により自由に意見交換できる i n f o r m a 1な場、学会レ

ベルでは企画しにくぃ異色のワー ク シ ョ ッ プ を目指 し ま し た 。

具体的には、  人工知能、 発達心理学、 動物行動科学、  社会学の各

分野の招待講演者から  「移動 ロ ボ ッ ト の 進化的行動獲得」、 「乳幼児

期の認知発達」、 「チ ン パ ン ジーの社会的知性」、 「社会秩序の自動形

成」 を テーマに興味深い講演があり参加者と意見交換を行いました。

さ ら に 、 当 研 究 所 で 進 め て い る  「適応デ バ イ ス」、 「適 応 ソ フ ト ゥ ェ

ア」、 「発達適応システム」 の研究にっいて発表を行いました。

ワー クシ ョ ップ終了後、 『環境適応性に関心をもっ異分野の研究者

が一堂に会して意見交換でき る場は これ までには無かった ものであ

り 、 大いに刺激を受けた 』  と い う 意 見 、 お よ び 『 今 後 も こ の 種 の ワ

ー ク シ ョ ッ プ が あれば是非参加 し たい 』  と い う 要望 を多数いただ き

ま し た 。

松田潤  室長  ( 発達適応システム
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e学研都市あれこれ

自由電子レーザ研究所

今同は大販11」-1文方 l1 1 「, l ' l1 lサイJ二ンスヒルズ」 内 に あ るi 1,:ili 11i l:111l , ,子レー ザ l lli先所を.)1l111し
1i, グ ル ープ長 _、l:f手l l1「究i 1の?'- ,1リllj i?に お.t'を 例い ま し た _

こちらの研究所は基盤技術研究促進セン夕一と民間企業1 2社、  1 財団法人からの出資によ り 、  波長領域

を広い範囲でカバーす る レーザ 、す なわち紫外 ・ 可視 ・ 赤外さらに違赤外よ り渡長の長い波長 0 . 1 m m のサ

ブ ミ リ 波 ま で を レーザ で 出 す こ と 、  ま た 、特色のあ る レーザの光量子的応用技術を開発する こ と を目的 と

し 、 平成 3 年 3 月 2 8 日 に設立 され ま し た 。 なお 、平成 9 年 9 月 3 1 日 に試験研究期間が終了 し 、 同年 4 月 1

日から成果管理会社に移行し、  現在に至つています。

通常のレーザ ( 気 体 レーザ 、 固 体 レーザ )が物質固有の内部励起エネルギーに よ っ て 決 ま る と び と び、の

波長でしか発振しなぃのに対し、  自由電子レーザは光速に近い電子ビー ムが変化する磁界の中を通過する

と き に発生する幅射を利用して希望どお りの波長で発振 させ る こ と ので き る 、 夢の レーザです。  この研究

所のレーザ設備は、  表に示すょうに世界で八つしかない自由電子レーザ利用研究施設の中でも紫外線から

可視光線、  近中違赤外線の領域までをカバーす る 唯一 ・ 最新のもので 、  この完成によ り我が国の研究水準

が世界の ト ップレベルにまで引き上げられた といって も過言ではないそ うです 。

建 物 は 3 階 建 て ( 一 部 2 階 建 て ) で 1 階 ( 地 下 )

にそれぞれ出せる波長が異なる自由電子レーザ 発

生装置が 4 機設置 され た部屋があ り 、  そ ち ら で 発

生させた自由電子レーザ ビームは地上階にある四

つの利用実験室に伝送され、  各実験室での利用が

可能な仕組になっています 。  1 階の自由電子レー

ザ発生装置の部屋に入室するにはバー コ ー ドの付

いた専用のカ ー ドと放射線被爆量の測定器を身に

つける こ と が必要で 、部屋までの経路に何力所か

設置されてい る入室用のノ、、ー コー ド リ ー ダ ーに カ
ー ド の バー コ ー ド を読み取らせ、  中へ中へ と 入 つ
て行きます。退室の際も退室者用のバー コー ド リ

ー ダーに バー コー ド を読み取らせてから退出しま

す。 自由電子レーザは高エネルギーの電子ビー ム

を利用するので x 線発生設備として安全管理には
万全の配慮が払われています。
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世界の自由電子レーザ (FEL)利用研究施設 (1996年1月現在)

研究所 難子加選器 電子鑑
i nstitute Electronacoelerator Gun

Stanford Univ,
(USA)

UCSB
(USA)

Duke Univ.
(USA)(Markl11)

Vanderbllt Univ.
(USA) (Mark川)

FOM FEL IX
(Netherlands)

LURE CLl0
(Franoe)

LANL AF日_
(USA)

FELl
( Japan )

リニアック
SC  Linac
66MeV. 5 . 6A

パンデグラフ
Van de  Gra行
6MeV

常伝導リニアック
RF Llnac
45MeV. 4 0A
常伝導リニアック
RF Linao
45MeV .40A

常l識1基リニアック
RF Llneo(S-band)
45MeV. フ0A

常伝、導リニアック
RF Linac
70MeV.フ5A

常伝導リニアック
RF Linao(L-1:1and)
l 5M eV , 1 0 0A

常伝導リニアック
RF Linao (S-band)
3 3M eV , 4 2A
75MeV , 50A
l 6 5MeV , 6 0A
30MeV. 4 0A
30MeV.40A

Thermionic
oathode

熱陸極
Thermionio
cathode

熱樓極
Thermionio
RF Gun

熱樓極
Therm1on1o
RF Gun

熱健極
Thermlonic
cathol:l e

発装した年
Firstlasing
(選物建設年)

7

5

6

7

8

8

9

9

9

l 9 9 l
( 1 9 8 7 )

ll'!・lil

ピーク出力
渡長域 PeakPOWe「 研究テーマ
λ( µ m) ( )平均出カ Applicationstudies

(Average)
3 ̃

2 0 ̃ 6 0

3 5 0 ̃ 2 5 0 0
6 0 ̃ 3 5 0
3 0 ̃ 9 0

1 . 8 ̃ 9 . 5

熱購種 1 9 9 2  1 .8̃17 .5
Thermionic
oathode

光購種 1 9 9 3  4 ̃ 6
Photocathode

熱陰種
Thermlonio
cathode

( 1 9 9 3 )

1 9 9 4
1 9 9 5
1 9 9 5
1 9 9 6
1 9 9 6

5 ̃ 2 2
l ̃ 6
0 . 2 3 ̃ 1 . 2
2 0 ̃ 6 0
5 0 ̃ 1 0 0

1 .2
(1W)

̃ l O k W

state physics
生物・医学
Bio/Medloalapplications

半導体物性
Semiconduotor physics and devioes

2MW 物性物理
( 3w ) Solid state physios

3MW 生物・医学
( 6w ) Bio/Medioalapplloations

物性物理Solld state physics

5MW 原子・分子物理
0 . 5w) Atom1o/Moleoularphysios

生物 - 医学
Bio/Medioalapplications

10MW 物性物理
(9W) Solld state physlos

10MW 医療応用
( l . 5w ) Medioalapplications

5MW(1W) f

15MW(3W)
lOMW(2W)
5MW( lW )
5MW ( lW )

半導体物性Sem l11COnduct路 d .p ysiosa ri evioes

同位体分離lsotope separatlon
医撥応用Medicalapplicatlons
生物工学Biotechno1ogy
新素材New materials

レーザの利用方法と  しては、  まず加工や新材料の生成が挙げられますが、  この研究所では半導体の他に

医療 ・ バイオの応用研究がなされています。有名な例としては 、以下のよ うな研究があ ります 。

eコ レステロール分解
コ レ ス テ ロー ルは動脈硬化の原因である と されています 。血管に付着している コ レ ステ ロー ルに直接

レーザ を 当 て る こ と で コ レ ス テ ロー ルが分解し 、血液がスムー ズ に 流 れ る よ う に な る こ と を 動 物 実 験

で明 らかに し ま し た 。  コ レ ステ ロー ル に は よ く 吸 収 さ れ る が.血管の細胞などにはあま り吸収されない

波長のレーザ光 を照射す る こ と に よ り 、 選 択的に コ レ ス テ ロールを分解します。  コ レ ステ ロー ル に ど

の よ う に し て 直 接 レーザ を 当 て る か が 目 下 、 課 題 と な っ て お り 、 光 フ ァ イ バ ーの使用などが研究され

ていますが 、  まだ人間への実用化には至つていないのが現状です。  今後、 治療への応用が期待されま
す。

e歯象牙質の表面改質
表面のェナメル質が剥離または消失してしまって

象牙質がむき出しになった歯は虫歯にな りゃすぃ

と ぃ われています 。  象牙質に特定の波長のレーザ

を 照 射 す る こ と に よ り 、 エ ナ メ ル 質への結晶構造
の転換が起 こ る こ と が 確認 さ れ ま し た 。 実用化 さ

れれば歯の弱い人には福音 と な る こ と で し ょ う 。

自由電子レーザの応用を考え る上では 、  設備が巨大  二
かっ精密 な も の で あ る こ と に よ る コ ス ト 高 が 最 大 の ネ

ッ ク だ そ う です 。 こ こ で も基礎研究の成果が身近な も

の に な る に は 、  さ らに大きな努力が必要なよ う です 。

株式会社 自由電子レーザ研究所 ( FEL研)
大阪府枚方市大字津田45 4 7番地4 4

(関西文化学術研究都市津田サイェンス ヒルズ内 )
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( 平 成 1 0 年 4 月か ら平成 1 0 年 9 月末における学術論文  - 学会発表等一覚。 ただ し 、  一部前回未記入を含む

ATR知能映像通信研究所

1. 中津:Tow a r d  the Creation o f  a N e w  Media for the Multimedia

Era;Prceedings o f  IEEE on Multimedia Signals (98.4)
2 .  中津,土佐: I n t e r a c t i v e  Mov i e s ; H a n d b o o k  o f  Mu l t imed i a

Computing(CRC Press)(98.4)
3. 中 津 : エー ジ ェ ン ト に よ る マ ル チ モー ダ ル イ ン 夕 フ ェ ー

ス ;映像情報メディア学会誌 ( 9 8 . 4 )

4.  中津 : 仮想博物館 、  仮想美術館、  体 感 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン ;電子情報通信述語ハンドブック ( 9 8 . 4 )

5 .  中 津 : 新 し ぃ コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン の 形 を 作 る ; マ ル チ メ デ

イアと調和社会 ( 9 8 . 4 )

6. Plante:The QuickTime V R  Book :An ln t roduc t i on  to Creating

and Viewing Virtua lRea l i ty  at your Desktop Book  and C D-
R〇M;Peach  Pit Press, ISBN:0201696843(98.4)

7 .  P lan te : _ Et  une pincee d e  KAN S E I , L e  multimedia au Japon
( A d d  a pinch o f  Kansei_ mult imedia i n  J apan ) ;Edu-Contact
(98.4)

8 .  S emwa 1 ,〇hy a :G e ome t r i c - I m p r i n t s : A  S i gn i f i c an t  Points
Extraction Method for the Scan&Track Virtua lEnvironment;
FG'98(The IEEE Third IntemationalConference on Automatic

Face and Gesture Recognit ion)(98.4)

9. 門林,西本 ,間瀬 :D e s i g n  and Evaluation o f  Gesturelnterface

f o r  a n  Imme r s i v e  V i r t u a l W a l k - through Appl ica t ion  f o r
Exploring Cyberspace;Third IEEE Inter1ntionalConference on
Automatic Face and Gesture Recognit ion(98.4)

10. 大塚,大谷:Spo t t i n g  Segments Displaying FacialExpression

f r om Image Sequences Using HMM ; T h e  Third Internationa1
Conference on Automatic Face Gesture Recognit ion(98.4)

11. 山田(金沢工業大) , 11lf老原 , 大 谷 : A  N e w  Robust  Rea1- time
Method for Extracting Human Silhouettes f r om Co1or Images ;
The  Third InternationaI Conference on Automat ic Face and

Gesture Recognit ion(98.4)

12. 内海 ,森 (大阪大 ) ,大谷 ,谷内田 (大阪大 ) : M u l t i p l e -Human
Tracking using Multiple Cameras ;Th i rd  IEEE Internationa1
Conference on Automatic Face and Gesture Recognit ion(98.4)

13. Sengup t a ,〇hya :Human  Face Structure Est imat i on  f r om

Multiple Images using t h e 2 D  Affine Space;3rd Internationa1
Conference on Automatic Face and Gesture Recognition(98.4)

14. 岩澤 (成燦大 ) , 海老原 ,大谷 ,森島 (成要奚大 ) : R e a 1 -T i m e
Human Posture Estimation using Monocular Thermal Images;
Third I E EE l n t ernationalConference on Automatic Face and

Gesture Recognition(98.4)

15. Plante,Tanaka,Inoue:Evaluat ing the Location o f  Hot Spots in

Interact ive Scenes  us ing  t h e 3 R  T o o l b o x ; A CM  C H I 9 8

Conference Proceedings(98.4)
16. 中津:Creat ion o f  New  Communications Based on  Multimedia

Techno1ogies;The20th IntemationalConference on Software

Engineering(98.4)

17. 宮里:Puppe t  E y e s - E y e-through H M Dの提案と対面コ ミ ュ
ニ ケー シ ョ ンへの応用一 ; 信 学会MvE研究会 ( 9 8 . 4 )

18 .  小林,角,間1頼: In fo rma t i on  presentation based on Individua1
Use r  I n t e r e s t s ; K E S ' 9 8 ( S E C〇ND  I N T E R N A T I〇 N A L
C〇NFERENCE 〇N KN〇WLEDGE-BASED  INTELLIGENT
ELECTR〇NIC SYSTEMS ) ( 9 8 . 4 )

19. 間 i頼 , F e l s , 江谷 : 仮想環境ラピ ッ ドプロ ト夕イピングに適

したvR ス ク リ プ ト 言語の開発 ; 情報処理学会研究報告グ
ラ フ イ ク ス と C A D ( 9 8 . 4 )

20.  杉原 ,宮里 :疲労の少なぃへ ツ ド マ ウ ン ト デ ィ ス プ レ イ シ

ステムの開発 ;月 :l 1」オプ トロニクス ( 9 8 . 4 )

2 1 .  野間 ,宮里 : 協調仮想物体操作のための力覚を用いたイン

夕 フ ェ ー スの試作;情報処理学会論文識1998年5月号(98 . 5 )

22. 中津 , 土 佐 , 越 知, 鈴 木 ( 国 際 ) : イ ン 夕 ラ ク テ ィ ブ 映画 シ ス テ
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ムの コ ンセプ ト  とシステム構成例 ;  電子情報通信学会論文

誌D-1I (98.5 )
23. 門林 , 西 本 , 間 1頼中津 : 対 話的集落変選シ ミ ュ レー シ ョ ン
システムの作成と博物館展示のためのユーザ イ ン タ フ ェ

ー スの提案;電子情報通信学会論文誌D-n (98.5)
24. 間瀬 ,角 ,西本 : I n f o r m a l C o n v e r s a t i o n  En v i r o nm e n t  f o r

Co11aborat ive Concep t  F o r m a t i o n ; e d i t o r . T o r u  I s h i d a ,,

Communityware:Towards G1obalCo11aboration, John W i l e y &
Sons (98 .5 )

25. 杉原 , 宮里 : 目に与え る疲労を軽減した三次元デイ スプレ

イシステム ;月判画像ラボ ( 9 8 . 5 )

26. 中 津 : A T R  J o u r n a 1卷頭言 「現実 を超 え た通信」 ; A T R
Jouma1,Vo1.31(98.5)

2 7 .  内海 , 相1沢 ,大谷 : 素手で計算機と対話する一多数カ メ ラを
使つた手の形と動きの認識一 ,A T R  Journa1,Vo1.31(98.5)

28. 間瀬 , P i n h a n e z ( M I T ) , B o b i c k ( M I T ) : インタラクティブシス

テム設計のための時区間表現によ る ス ク リ プ ト記述法 ; 情

報処理学会論文誌(98 . 5 )

29. 西本 ,渡辺 (奈良先端大 ) ,馬田 (神戸大 ) ,間瀬 :創造的音楽表
現を可能とする音楽演奏支援手法の検討  一音機能間定マ

ッピング楽器の提案一;情報処理学会論文識1 ( 9 8 . 5 )

30. 杉 原 , 宮 里 : A  L igh twe i gh t3 -D H M D  wi th  Accommodat ive
Compensation;SID'98Diget (98 .5 )

31. 宮里 , 井 上 : "v i r t u a L i g h t 'による物体内部の観察 一超現実
的 な イ ン 夕 ラ ク テ ィ ブ 展示方法一 , 映 像 情報 メ デ イ ア 学会

マルチ メ デ ィ ア 情報処理研究会 MIP'98-53(98.5)

3 2 .  增山 (%、' 良先端大 ) , ;月 -上 : 異 な る メデ ィ ア間での共同創作を
支援するシステムに関する一考察 ; 映像情報 メデ ィ ア学会

技術報告( 9 8 . 5 )

33 .  大塚,内1ff , 大谷 :画像処理ベー スの将来型ヒューマ ン イ ン
夕 フ _エ ー スの研究一表精認識 - 変換および手振り認識一,,
精 密:1:学 会 知 能 メ カ ト ロ ニ ク ス 専 門 委 員 会 研 究 会 報 告
(98.5)

3 4 .  大谷 , 宮里 : vR と 通信の融合 ; ( 社 ) 日本機械学会 - 講習会
「最前線のバーチ ャ ル リ ァ リ テ ィ と ハー ド ウ _エア」 (98.5 )

35. 井上 ,井上 :色彩情報による印象の変化 ;日本色彩学会第2 9

回全国大会(9 8 . 5 )

36. 鈴木 , 井上 : 家族ゲーム - ゲー ム/Dance Canon ica ;日本映像
学会第24回大会(展示のみ) ( 9 8 . 5 )

37. 西本 ,角 ,門林 ,間調1資 ,中津 :マルチェ一ジェントによるグル

ープ思考支援;電子情報通信学会論文識iD-1 (98 .5 )
38. 海老原 ,制沢 ,大谷 ,中津 ,岸野 (大阪大 ) : 美術解割学に基づ
いた仮想変身システムのための実時間人物表情再現 ;電子

情報通信学会論文誌(9 8 . 5 )

39. 西本 ,間瀬 ,中津 :発話の時間推移を考慮した自由対談文の

セグメント分割手法;情華 l1処理学会論文誌(98 . 6 )
40 .  門林,西本 ,角 ,間瀬 : P e r s o n a l i z i n g  Museum  Exhib i t ion by

Med i a t i n g  A g e n t s ; T h e 1 1 t h  I n t e r n a t i o n a lCon f e rence on

Industria1&Engineering Applications o f  ArtificialInte11igence

&Exper t  Systems(98.6)
4 1 .  佐藤.野間 ,宮里 : Em o t i o n a l V i r t u a l E n v i r o n m e n t ; I a s t e d

InternationalConference on Computer Graphics and Imaging
(CGIM'98) (98 .6 )

4 2 .  Somme r e r ,M i g nonne au :The  application o f  art i f ic ia1l i fe to

interactive computer  i n s ta l l a t i ons ;Spr inger  Ver lag Tokyo
(98.6) , ,

4 3 .  P l a n t e , T a n a k a , I n o u e : M -mo t i o n : A  creative and l e a rn i ng
Environment that encourages the use o f  design Principles to

promote the communication of  Emotions through art; IASTED

Computer Graphics and Imag ing98Con ference  Proceedings
(98.6)



44. 田中 , P l a n t e ,  井 上 :  F〇REGR〇UND -B A C K G R〇UND
S E GM E N T A T I〇N  B A S E D  〇N  A T T R AC T I V E N E S S ;

CGIM'98(98.6 )

45.  宮 里 , 中 津 : A  P a l m -coup l e d  Di sp l a y  Sys tem f o r  Di r e c t
Manipulation of  Virtua1〇bjects;Proceeding of  the I A STED
I n t e rna t i ona lCon f e r ence  C〇MPUTER  GRAPH IC S  A N D

IMAGING(98 . 6 )

46. 野間 ,北原 ,宮里 :電気粘性流体を用いた、触感覚提示装置

の開発一実験機のための数値シ ミ ュ レー シ ョ ン ー ; 計 測

自動制御学会 H I 部 会第 4 8 回 ヒ ュ ー マ ン ・ イ ン タ フ ェー

ス研究会(9 8 . 6 )

47. P l an te :M-mot i on :1e  multimedia qui fait rire o u  p l eu re r (M-
mot ion:Mul t imed ia  that wi11make you laugh_ or cry ) ;Edu-
Contact(98.6)

48. 小 野 : コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ンの身体化 : 状況に依存した動的

な意味づけ ; 人工知能学会言語 ・ 音 声理解 と対話処理研

究会(S IG-SLUD ) ( 9 8 . 6 )
49. 中津:Socia1,Psycho1ogicaland Artistic Aspects of the Human
Interface;SocialInteraction and Communityware(98.6)

50 .  角 , 江谷 , F e l s , S i m o n e t , 小 林 , 間 瀬 : C-MA P : B u i l d i n g  a
context-aware mobi le  assistant for exhibition tours:The First
Kyoto Meeting on"Soc i a l I n te rac t ion  and Communityware"
(98.6)

51. 坂口, 大谷 :実写画像に基づいた樹木形状の生成 ; V i s u a 1

C o m p u t i n g / グ ラ フ イ ク ス と C A D合同シンポジウム ' 9 8 予

稿集(9 8 . 6 )

52. 間瀬,F e l s , L e i n e r s : I a m a s c o p e ( インタラクティブ万華鏡) :グ

ラフイッ クな楽器の提案 ; V i s u a l C o m p u t i n g / グ ラフイ ッ ク

スとCAD合同シンポジウム ' 9 8 ( 9 8 . 6 )

53. 佐藤 , 野間 , 宮里 :  「感情的な環境」 シ ス テ ム ; 日 本 バーチ
ャ ル リ ア リ テ ィ 学 会 サ イ バー ス ぺー スと仮想都市研究会

(98.6)

54.  中津,:: l : _佐,越知: I n t e r a c t i v e  Mo v i e : a  V i r tua lEnv i ronment
w i th  Narratives;VirtualEnvironment's ( 9 8 . 6 )

5 5 .  小林 ,角 ,間瀬 ,中須賀 (東京大 ) ,堀 (東京大 ) :個人の相究念空

間を利用した興味に基づく情報提供; 1 9 9 8年人工知能学会

全国大会(第12回) ( 9 8 . 6 )

56. 角 ,江谷 ,小林 , F e l s , S i m o n e t ,間瀬 :ユーザの文脈を考慮し

,た展示ガイ ドシステム ; 1 9 9 8 年度人工知能学会全国大会
(98.6)

57. 角 : モーバ イル コ ン ピ ュ ー テ イ ン グ 最 前 線 と そ の 応 用 応

用事例 ( 2 ) :モーバイルアシス夕ント ; 1 9 9 8年度人工知能学

会全国大会チュー ト リ アル ( 9 8 . 6 )

58. 今井 , 宮里 : 事後的な動機づけによ る行動の一貰性の維持

の研究;  1998年度人工知能学会全国大会(98 .6 )

59. 石井 , 鈴 木 , 岡 田 : 音 声 イ ン タ ラ ク シ ョ ン に お け る 関係性の

獲得;1998年度人工知能学会全国大会(98 . 6 )

60 .  Katag i r i : Imp l i c i t  argument analysis o f  Japanese ze ros ;3 rd
Conference i n  In fo rmat ion -Theoretic Approaches to Logic ,,
Language and Computat ion( ITALLC98)(98.6)

61. 竹内 , 片 桐 : コ ン ピ ュー タに対する人格性の帰属と社会性

に基づ く イ ン夕 ラ ク シ ョ ン ; 第 1 2 回人工知能学会全国大会

(98.6)

62. 鈴木 , 石 井 , 岡 田 : ピ ン グーの世界との多声的な関わりにっ

いて; l 9 9 8年度人工知能学会全国大会(第12回) ( 9 8 . 6 )

6 3 .  井上 , 井 上 : 観 視 環境に適合 し たcR T上での色再現 (その
2 ) ; ヒ ューマン情報処理研究会(電子情報通信学会) ( 9 8 . 6 )

64. 中 津 : 感 性 を 伝 え る コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン の 実 現 を め ざ し

て;1998年度人工知能学会全国大会(98 . 6 )

65. 門林 ,間瀬 :新しぃ博物館の創造に向けて : M e t a-Museumプ
ロジェク トの紹介 ;勉誠社人文学と情報処理 ( 9 8 . 6 )

66. 大塚 , 大 谷 : R e c o g n i z i n g  Ab r up t l y  Chang i ng  Facia1

Express ions  f r o m  T i m e - s e q u e n t i a l F a c e  I m a g e s ; I E E E
Computer Society Conference on Computer V i s i o n&Pa t t e r n

Recognit ion(98.6)

67 .  内海 ,大谷 : I m a g e  Segmentation for  Human Tracking using

Sequentia1- image-based Hierarch ica lAdaptat ion ;Computer
Vision and Pattern Recognit ion98(98.6)

68. 竹内 ,片桐 :  コンピュ一夕に対する礼儀と個体性の帰属 ;第
15回日本認知科学会全国大会(98 .6 )

69. 小野,岡田:Embod i e d  Commun ica t i on :身体的な相互作用に

よる意味の創出;日本認知科学会第15回大会(9 8 . 6 )

70. 土佐,中津:Interact ive  Poem - Poetic Communication Agent -;
The Sixth InternationalConference on Art i f ic ia lL i fe (98.6)

71. 杉 原 , 宮 里 : 幅 接 調 節 矛 盾 に よ る 疲 労 の 定 量 的 評 価 ;

Robomec'98(CD-R〇M  Proceedings)2CII3-1 ( 1 )-( 2 ) ( 98 .6 )
72. 塩瀬 (京都大 ) ,岡田 ,權木 (京都大 ) ,片井 (京都大 ) :目玉ジャ

ク シの原初的なサ ッカーにおける共犯性の発現 ; ロボティ

ク ス - メカトロニクス講演会(R o b om e c ' 9 8 ) ( 9 8 . 6 )
73 .  岡田 , 鈴 木 , 石 井 : コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ンにおける間身体的な

場の形成 ; ロ ボ テ ィ ク ス ・ メ 力 ト ロニ クス講演会 ( R o b o m e c

98) (98 .6 )

74 .  中津,土佐,越知:Cons t ruc t i on  o f  an Interactive Movie  System

f o r  Mu l t i -person Pa r t i c i p a t i o n ; P r o c e e d i n g s  o f  I E E E
I n t e rna t i ona lCon f e r ence  on  Mu l t i m e d i a  Comput ing  a n d

Systems(98.6)

75. 内海 ,大谷 : D i r e c t  Manipu la t ion  Inter face using Mul t i p l e

Cameras f o r  Hand Gesture Recogn i t i on ; IEEE  Mu l t imed i a

Systems'98(98.6)

76. 小野,東条(北陸先端大) :推論機能を有するェージェント萍1二

による共通文法の組織化;人工知能学会誌(9 8 . 7 )
77. 中津,土佐 ,越知 : I n t e r a c t i v e  Mo v i e : a  V i r t u a lWo r l d  wi th

N a r r a t i v e s ; V i r t u a lW o r l d s , L e c t u r e  Notes  i n  Art i f i c i a1

Inte11igence1434(98.7)

78 .  S e m w a 1 ( コ ロ ラ ド 大 ) , 大 谷 : T h e  S c a n & T r a c k  Vir tua1

Environment;First InternationalConference on Virtua lWor lds

98 (98 .7 )

79. 杉原 , 宮里 :  目に優しぃ立体映像表示装置 ;技術移転の会

JTT誌、 7 ・ 8月号( 9 8 . 7 )

80. 西田(奈良先端大) , Bowker(University o f  I11inois at Urbana

Shampaign),Mason(Education.Au Ltd ) ,Miyash i t a (NEC) ,長尾

( S ony  C S L ) , 西村 ( 'l 1大 ). S i d h u ( B T  Laboratory I n c ) , 角 ,,

Besse laar (Univers i ty  o f  Ams t e r d am ) : S umma r y  o f  group
discussion B:Methodo1ogy and trials;Proceedings o f  the Kyoto

Meeting on SocialInteraction and Communityware(98.7)
81. 竹内,三輪(名古屋大) :認知資源の合理的利用に基づくモデ

ルのパラメ一夕推定方法;情報処理学会論文誌( 9 8 . 7 )

82 .  片桐:  「ホ ン ヤ ク」 と 言葉の社会性 ( シ ンポジ ウム開催越
旨) ;社会言語科学会大会第二回研究大会予稿集(98 . 7 )

83. 大谷:Est imat i ng  FacialExpressions and Head Poses f rom a
Monocu l a r  Im a g e  Us ing  a Genet ic  A l g o r i t h m ; T h e 1 9 9 8

Internat ionalConference on Imaging Sc i ence ,Sys tems , and

Techno1ogy(CISST'98)(98.7)
84 .  門林 , 間瀬 : 実空間でのコンテキス ト を利用して仮想空間

内 を ガ イ  ドす るマルチモー ダルなパー ソナルェー ジ ェ ン

ト ; マ ル チ メ デ イ ア , 分 散 , 協 調 と モーバイル ( DIC〇M〇'98)

シンポジウム論文集 ( 9 8 . 7 )

85. 西本 ,間瀬 : 自律的情報検索エー ジ ェ ン ト の ブ レ イ ン ス ト

ー ミングに対する影響の検討 ;情報処理学会主催マルチメ

デ ィ ア , 分 散 , 協 調 と モーバイル ( D I C〇M〇 )シンポジウム

(98.7)

86.  中 津 : 新 し ぃ ア ミ ュー ズ メ ン ト の 可 能 性 と 問 題 点 ; 第 4 回

関西情報関連学会連合大会 (98.7)

87. 鈴木 ,石井 ,岡田 : T a l k i n g  Eye :Au tonomous  Creatures f o r

Accomplice for Human ;APCH1 ' 9 8 (A s i a  Paci f ic Computer
Human Interaction1998)(98.7)

88. F e l s , R e i n e r s , 間瀬 : I a m a s c o p e : A  G r a p h i c a lM u s i c a 1

Instrument;Proceedings of the S IGGRAPH98(98 .7 )

89. 制 沢 , 野 間 , 海 老 原 , 大 谷 : " I m a g e  to T o u c h " A C M

S I G G R A P H 9 8 A r t  Ga11ery :Touchware  Electr ic  A r t  a n d

Animation Cata1og Art Gara11y, SL IDE ( 9 8 . 7 )
90. 構理沢: ' T 〇  B U R Y  REC〇LLECT I〇N  I N_ . ' ;  A C M
S I G G R A P H 9 8 A r t  Ga11ery :Touchware  Electr ic  Ar t  a n d

Animation Cata1og Art Gara11y, S L IDE ( 9 8 . 7 )

9 1 .  坂口, 大谷:Botanica1 Tree Structure Modeling Based on Rea1
Image S e t ; A CM  SIGGRAPH98Sketches,TechnicaI  category
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Conference abstracts and applications(98.7)

92. 当摩 ( A T R人間 ) , 前川 , 大橋 ( A T R人間 ) : D i f f e r e n t  Eyes

(Animation v i d e o ) ;ACM SIGGRAPH98Computer Animation

Fest iva l s i gKIDS(v ideoのみ)(98.7 )
93 .  土佐,中津:1nteract ive Po em ;ACM  S IGGRAPH98 (98 .7 )

94. 井上,宮里:InternalRepresentat ion by the Magic L i g h t ;ACM
SIGGRAPH98(98.7)

9 5 .  角,江谷,小林,Fe l s , S imon e t ,間瀬:Pe r s o n a lCon t e x t-aware
Guidance System for Exhibition Tou r s ;AAA I-98Workshop on
Recommender(98.7)

9 6 .  岡 田 : コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン 一 雑 談一の構成的な理解にむけ

て ;補聴と聴覚活用を語るサマー フ ォ ー ラム i n横浜( 9 8 . 7 )
97. 内海 ,大谷 : P型フー リェ記述子を用いた多数 ヵ メ ラ に よ る
手形状認識 ; 映 像情報 メ デ ィ ア 学会ネ ッ ト ワー ク 映 像 メ デ

イア研究会( 9 8 . 7 )

98. 大塚 ,大谷 :弱透視変換のェピポー ラ条件を用いた顔動画

像からの頭部回転角の推定 ;画像の認識 ・ 理解シ ン ポ ジ ウ

ム(MIRU'98 ) (98 .7 )

99. 阪田 (神戸大 ) , 井上 ,柴 (神戸大 ) : スポー ツ場面に見られる
身体表現からの感性情報の抽出 ; 1 9 9 8年映像情報メデイア

学会年次大会講演予稿集(98 . 7 )

100.  岸本 (神戸大 ) ,增山 (神戸大 ) ,井上 , 小高 (神戸大 ) :印象から

の映像生成とマルチメディア演奏への利用; 1 9 9 8年映像情

報メディア学会年次大会 ( 9 8 . 7 )

101 .  S e n g u p t a , P o u p y r e v ,坂口,大谷:A  new  camera projection

mode l and  its application in reprojection;画像の認識 ・ 理解シ
ンポジウム(M I RU ' 9 8 ) ( 9 8 . 7 )

102.  下嶋,小機,Swe r t s ( I P〇) ,片桐:An l n f o rma t i o n a lAna l y s i s  of

Echoic Responses in Dia1ogue;The Twentieth AnnualMeeting

of  the Cognitive Science Society(98.8)
103. 中 津 : サ イ バー スぺ一スを介 した新 し ぃ コ ミ ュ ニ ケー シ ョ

ン ;画像ラボ ( 9 8 . 8 )

104. 中津:Commun i c a t i o n s ,A r t i f i c i a l L i f e , a n d  Art; Journa1o f

Art i f ic ia lL i fe  and Robotics,Springer-Verlag(98.8)
105. 中津 : マ ル チ メ デ イ ア 時代の ビ ジ ュ ア ル コ ミ ュ ニ ケー シ ョ

ン;月平]」デイスプレイ ( 9 8 . 8 )
106.  岡田 :何気なぃ行為の意味にっい て 考 え る ; 第 一 回 コ ミ ュ
ニ ケー シ ョ ン 障 害 と テ ク ノ ロ ジー研究会(98 . 8 )

107. 土佐,中津:A r t i s t i c  Communication for A-Li fe  and Robotics;
DigitalCreativity(98.8)

108.  中津 : 提言 ; ' 9 8 全日本電子楽器教育研究会シンポジウム

(98.8)

109. 坂口 , 大谷 : 風によ る樹木の連動アニ メ ー ション ; 1 9 9 8年電

子情報通信学会ソサイ ェティ大会 ( 9 8 . 8 )
110. Sengupta, 大 谷 : A  N e w  Camera Project ion M o d e l a n d  its

Application in Reprojection for  Image Based Render ing;14th
1nternationalConference on Pattern Recognit ion(98.8)

111. 内 海 , 森 , 大 谷, 谷内田:Mu l t i p l e-V i e w -Based Tracking o f
Mult ip le  Humans ;14th ln te rna t iona lCon fe rence  on Pattern

Recognition Proceedings(98.8)

112. S〇MMERER,MIGN〇NNEAU:Trave l i ng  through data space

w i t h ' H A Z E  Exp1-ess";University o f  Wales Co11ege, N ew p o r t
(98.8)

113. i'多原 ,宮里 :明示的な輝度制御を行 うビデオオ ーバー レイ
方式の提案 ; 第 3 回日本バーチ ャ ル リ ア リ テ ィ 学 会 大 会

(98.8)

114.  佐藤 , 宮里 :  「感情的な環境」 シ ス テ ム の イ ン タ フ ェ 一 ス
評価;E l本バーチャル リ ア リ テ ィ学会第 3回大会 ( 9 8 . 8 )

115. 坂口 ,大谷 :実画像を基にした樹木モデルの生成法 ;日本バ

ーチャル リ ァ リテ ィ学会大会第 3回大会論文集 ( 9 8 . 8 )

116. 前川 , 中津 , 仁科 ( メ デ ィ ア教育開発セン タ ー ) ,不破本(四E1

市大 ) , 大橋 ( A T R人間 ) : 精細度のことなる実写静止画像の

感性評価;第3回E1本vR学会大会(98 . 8 )
117. 土佐,中津:Recrea t ing  〇rsse lves-Romeo& Juliet i n  Hades by
Future Movie -;Consciousness Reframed'98(98.8)

118. 小林 ,角 ,間瀬 ,堀 (東京大 ) :概念空間を利用した情報提供の

個人化 ; 情報処理学会 ヒ ュ ーマ ン イ ン タ フ ェ ー ス研究会

(98.8)

119.  角 , 小林 , 江谷 ,  間1頼: 展示情華l1l空間における出会い/情報共
有支援 ; 情報処理学会 ヒ ュ ーマ ン イ ン 夕 フ ェ ー ス研究会

(98.8)

120. 中 津 , 前 川 : マ ル チ メ デ ィ ア 技 術 の ェ ン 夕 一 テ イ メ ン ト へ

の応用に関する考察 ;情報処理学会第7 9回ヒューマ ン イ ン

夕フェ一ス研究会( 9 8 . 8 )

121. 門林,西本,角,間1東質:Eva lua t i on  o f  Mediat ing  Agents that

Personalize Museum Exhib i t ions; Interna t iona lWorkshop  on

Network-Based Information Systems (NBIS '98 ) (98 .8 )
122. 西村, 1 '多原 ,宮里:立体視デイスプレイにより視覚情報を与

えた際の音像定位;応用音響研究会(9 8 . 8 )

123. 前川 , 中津 , 大橋 ( A T R 人間 ) : A  synthetic method  o f  fracta1

t e x tu r e s l ooked l i k e l and scape s ; I SEA98 (n i n t h  internationa1

symposium on  electronic art ) (98.9 )

124.  中津:Integra t ion  o f  Ar t  and Techno1ogy f o r  Creating N e w

Cornmunications;Ninth InternationalSymposium on Electronic
Art (98 .9 )

125 .  内海 :手振りを使つた非接 1l1li1イ ン 夕 フ ェー ス ;  JTT ( 98 . 9 )
126. 野 間 , 中 津 : 映 像 情 報 メ デ ィ ア を 駆 使 し た 新 し ぃ コ ミ ュ ニ

ケー ションメディアの創出 ;計算工学v o 1 . 3 ( 9 8 . 9 )

127. 中津:Creat ion of  New  Communications Based on  Multimedia

Techno1ogies;Proceedings o f  the Internat ionalWorkshop on

Mult imedia Software Engineer ing(MSE'98)(98.9)

128. P l a n t e ,And r e , I n o u e , S e i k i : Emo t i o n s&Cu l t u r a lD i v e r s i t y :

Finding a common ground and a way to share feelings with the

new globalaudience.;1SEA98Conference Proceedings(98.9)

129. 宮里 , 11 l上:The  Magic Light for View ing  the Inside of  〇bjects;

I SEA'98 ( I n t ernationalSymposium on Electronic Art ) (98 .9 )
130. 本1原 ,宮里 :焦点調節補償機能を有する立体視ディスプレ

イ;応用物理学会微小光学研究会(98 . 9 )

131. 井上 :画像品質にっいて ; 第 1 0 回 コ ロ ー ジ ョ ン フ ォ ー ラ ム
(腐食防食協会) ( 9 8 . 9 )

132. 土佐,中津 :A l i v e  Cinema - Romeo and Juliet in Hedes;Ninth
InternationalSymposium on Electronic Arts (98.9)

l33.  中津,A l tman :Techno1og i e s  f o r l n t e r ac t i ve  Mo v i e s ; A CM

Mult imed ia '98Workshop(98 .9 )

134. 中津,土佐,越知:1nte rac t i ve  Movie System with Mult i-person
Participation and  Any t ime  Interact ion Capab i l i t i e s ;ACM

Mult imedia '98Proceed ings(98.9)

135 .  Lyons(ATR人間),Plante,  J ehan (ATR人間), I noue ,Akamat su :

Avatar Creation using Automat ic  Face Recogn i t i o n ;ACM

Multimedia'98Conference Proceedings(98.9)

136. 鈴 木 ,  井 上 :  Da n c e  Canon i c a -A n  Ex p e r i m e n t  o n  a
Counterpoint Movie-; A C M  Mul t imed i a ' 98 (Ar t  Demo  session)
(98.9 )

l 3 7 .  土佐,中津: I n t e r a c t i v e  Poen, S y s t em ;ACM  Mu l t imed i a ' 98
Proceedings(98.9)

138. 間瀬: 1銀 と ジ ェ ス チ ャ の 検 出 お よ び 認 識 ; 日 本 ロ ボ ッ ト 学

会誌(98 . 9 )

139. 野間 ,宮里 :歩行感覚提示装構ATLsの設計 と評価 ; 日本 V
R学会仮想都市第5回研究会 ( 9 8 . 9 )

140. 今井 , 江 谷 , 小 野 : ロ ボ ッ ト と の 出 会 い か ら 、  人との出会い

へ: 擬 人 化 エー ジ ェ ン ト を 用 い た ロ ポ ッ ト イ ン 夕 フ ェ ー
ス ; ヒ ューマ ン イ ン 夕 フ ェー スシンポジウム論文集 ( 9 8 . 9 )

141. 石井 ,鈴木 , 岡田 : ユーザ に あ わ せ る イ ン タ ラ ク シ ョ ン の 学

習 ;第 1 4 回 ヒ ューマ ン ・ イ ン タ ー フ 、エ ー ス ・ シ ン ポ ジ ウ ム

(98.9)

142. f '多原,宮里,和泉(立命館大) , 飯田 (立命館大学 ) : 頭部装着

型デバイスの装着感の評価 ;第 1 4回 ヒ ュ ーマン - イン夕一
フ ェー ス - シンポジウム ( 9 8 . 9 )

143. 岩澤 ,竹松 ,大谷 ,森島 (成限大 ) :複数画像からの実時間身体

姿勢推定の検討 ; 電子情報通信学会  ソ サ イ ェ テ ィ 大 会

(98.9)

144. 森 (大阪大 ) , 内海 ,大谷 ,谷内田 (大阪大 ) : H u m a n  Tracking

System using Adaptive Camera Se lec t ion ; IEEE Internationa1
Con f e r en ce  o n  R o b o t  a n d  H u m a n  Commu n i c a t i o n

(R〇MAN'98) (98.9 )
145. S emw a 1 , F e r m i n , 大谷 : S c a n & T r a c k : E s t i m a t i o n  o f  3 D
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146.147.

Pos i t i on  i n  a V i r t u a l E n v i r o n m e n t . ; R〇MA N ' 9 8 ( I E E E

InternationalWorkshop on Robot and Human Communication)
(98.9)

小野,岡田:Cons i s tency  Generation dependent on Situat ion-
Can Robots be  i n  Love-; I E E E  Internat iona lConference on
Robot and Human Commun ica t ion (R〇MAN'98) (98 .9 )

鈴木 ,石井 ,岡田 : T a l k i n g  Eye :Au t onomou s  Creature f o r

Augmented Chatt ing ;R〇MAN'98(98.9 )

148. 大塚,内海,大谷:Ad v a n c e d  Man-machine Interfaces Based on
Compute r  V i s i o n  Techno1og ies  -Reco g n i z i n g  Fac ia1
Expressions and Hand Gestures-; I E E E  IntemationalWorkshop
on  Robot and Human Communication(98.9 )

149. 今 井 ,  開 , 宮 里 : R o b o t  Nav i g a t i o n  w i t h  D emon s t r a t i v e

Pronouns;Proceedings o f  IEEE R〇MAN'98 (98 .9 )

ATR音声翻訳通信研究所

1. F a i s : L e x i c a l A c c omm o d a t i o n  i n  Hum a n - and  Mac h i n e-
In terpreted Dia l ogues ; I n t e rna t i ona1  J o u r n a l o f  H um a n -
Computer Studies(98.4)

2 .  山本 ,森元 :音声翻訳システム機械を介した異言語間のコ

ミ ュ ニ ケー ション ;電子情報通信学会情報 ・ シ ス テ ム ソ サ

イ ェ テ ィ ソ サ イ ェティ誌 ( 9 8 . 4 )
3 .  Fais,Loken-Kim,Park(ETRI) :Speakers'  Responses to Requests
f o r  Repe t i t i o n  i n  a Mu l t i m e d i a  Language  Process ing
Environment;Lecture Notes in ArtificialInte11igence Series

(98.5)

4 .  深田 ,吉村 (名古屋工業大 ) , 匂坂:Au toma t i c  Generation o f

Mu l t l p l e  Pronunc i a t i on s  Ba s ed  o n  Ne u r a l N e t w o r k s  a n d

Language Statistics;ESCA Workshop(98.5 )
5 .  Huo,Lee (Be11Labs . ) :A Study of  Prior Sensitivity for Bayesian

Predictive Classification Based Robust  Speech Recognition;

ICASSP'98(98.5)

6 .  中村:Restructur ing  Gaussian Mixture Density Functions in

Speaker-indepedent Acoustic Mode l s ; lCASSP'98 (98 .5 )

7 .  石井 ( 三菱電機 ) , 深 田 : S p e a k e r  I ndependen t  Acous t i c

Model ing Using Speaker Normal izat ion;ICASSP'98(98.5)
8 .  深田 , 匂坂:Speaker  Normalized Acoustic Model ing Based on

3-D Viterbi Decoding; ICASSP'98(98.5)
9.  内藤,D e n g,匂坂:Sp e a k e r  Ciustering for Speech Recognition

Using the Parameters Characterizlng Voca1-Tract Dimens1ons;
ICASSP'98(98 .5 )

10. Ding,Campbe11:Determining Polarity of  Speech Signals Based
on Gradient o f  Spurious G1ottalWaveforms;ICASSP'98(98.5)

11. 竹沢,森元,匂坂: S p e e c h  and Language Databases for Speech

Translation Research in ATR;F i r s t  IntemationalWorkshop on

East-Asian Languages Resources and Evaluat ion(98.5)
1 2 .  Campbe11:Large Scale Single-Speaker Speech Corpora;The
First 〇rientalC〇C〇SDA Workshop(98.5)

13 .  Campbe11:The C〇C〇SDA/LDC Speech Synthesis Evaluation

Facil ities;The First 〇rientalC〇C〇SDA Workshop(98.5)

14. 伊藤 (電総研 ) ,武田 (名古屋大 ) ,竹沢 ,松岡 ( N T T ) ,鹿野 (奈良

先端大 ) , 小林 ( 早 稲田大 ) , 板 橋 ( 筑 波大 ) , 山 本 ( 筑 波大 ) :

Design and Deve1opment of  Japanese Speech Corpus for Large
Vocabulary Continuous Speech Recognition Assessment;First

IntemationalWorkshop on East-Asian Language Resources and
Evaluat ion(98.5)

15. 飯田 ,隅田 ,相岡 :M u l t i -LingualSpoken LanguageTranslation
and  Speech Translation Using Max ima lP a r t i a I  Translation;
J S P S -H 1l TACHI Workshop  on  N e w  Cha11enges i n  Natura1

Language Processing and its Application(98.5)
16. 松本(奈良先端大) ,武田(日本IBM ) ,永田(NTT ) ,字津呂(奈良

先端大 ) , 竹澤 , 他 : sP L - N L合同セッシ ョン  「こ こ ま で で き
るぞ音声/言語処理技術」 一 言 語 編一 : 情報処理学会自然
言語処理研究会音声言語情報処理研究会(98 . 5 )

17. 垣 ,隅田 , 飯田 : 文字連銀の統計的特徴を利用した音声認識

誤り訂正手法;情報処理学会自然言語処理研究会音声言語

情報処理研究会(98 . 5 )

1 8 .  Campbe11:Design o f  Speech Co111)ora for Use in Concatenative

Synthesis Sy s t ems ;LREC(F i r s t  InternationalConference on

Language Resources and Evaluat ion)(98.5)

19 .  飯田:Speech  Communications and Speech Trans lat ion;NSF

Workshop on  TranslingualInformation Management(98.5 )

20. 飯 田 : 協 調 融 合 翻 訳 方 式 と 多 言 語 チ ャ ッ ト  ・ シ ス テ ム :

Chat Translation S y s t em ;京都ドイッ語研究会会報(98 . 6 )

2 1 .  De l i g n e ,匂坂:Mod_lisation Statistique d u  Langage avec u n
Mod_1e B i-multigramme; Journees d'Etudes su r l a  Parole(98.6)

22. 平井 , 樋 口 : 韻 律 ラ べ リ ン グ - システム  J _ T o B I を用いた基
本周波数制御規則の自動抽出;  電子情報通信学会論文誌

(98.6)

23. 匂坂:Recent  Advances i n  Speech Recognition for Spontaneous

Speech Trans l a t i on ; ICA'98&ASA135th  Meeting(98.6)
24. 芦村 :マルチメディア時代の音声合成多言語音声合成シス

テムCHATR; Inter face (98.6 )

25. Huo , L e e ( B e 1 1 L a b s . ) :〇n -L i n e  Adapt i ve  Learn ing  o f  the
Correlated Continuous Density Hidden  Markov  Mode l s  for

Speech R e c o g n i t i o n ; I E EE  T r a n s . o n  Speech  a n d  A u d i o
Processing(98.7)

26 .  飯田 :新しぃ翻訳方式 :協調融合細訳方式と多言語翻訳シ

ステムの現状 ;情報管理 ( 9 8 . 7 )

27. Camp b e 1 1 :人間と対話コミュニケー シ ョ ンにおける音声文
法構築への提言;音声文法研究会(98 . 7 )

28. I ida(慶応大),Campbe11,Yasumura(慶応大):EmotionalSpeech

as an  E f f e c t i v e  Inter face f o r  Peop le  w i t h  S p e c l a l N e e d s ;

APCH l ' 9 8 (A s i a  Pacific Computer Human  Interact ion1998)
(98.7)

29. 高橋 :情報の授受に基づく対話モデルにっいて ; 電 子情報

通信学会情報処理学会自然言語処理研究会(98 .7 )
30. 深田 , S c h u s t e r , 匂坂 :双方向リカレン トニュー ラ ル ネ ッ ト

ワー クを用いた音素境界推定とその応用 ;電子情報通信学

会論文誌(98 . 7 )
3 1 .  深田,Pa l i w a 1 ,匂 ;坂:Mode lParameter  Estimation for Mixture

Density Po lynomia lSegment  Mode ls ;Computer  Speech and

Language(98.7)

32 .  J o k i n e n ,田中 ,横尾 : P l a n n i n g  Dia1ogue Contributions wi th
New ln fo rmat i on ; INLGW'98 (98 .8 )

33. 美馬 (ジャス トシステム ) , 飯田 ,古瀬 ( N T T ) : S i m u l t a n e o u s

Interpretation Utilizing Example-based IncrementalTransfer;
C〇LING-ACL'98(98.8)

34. B l a c k , F i n c h ,相岡:T r i g g e r-Pa i r  Predictors i n  Parsing and
Tagging;C〇LING-ACL'98(98.8)

35. J o k i n e n ,田中 ,横尾 :C o n t e x t  Management w i th  Topics f o r

Spoken Dia1ogue Systems;C〇LING-ACL'98(98.8)

36. Lepage:Solving Ana1ogies on Words :an  Algor ithm;C〇LING-
ACL'98(98.8 )

3 7 .  垣 , 隅 田 , 飯 田 : A  Method for Correcting Errors i n  Speech

Recognit ion Using the Statlst icalFeatures o f  Character Co-
occun-ence;C〇LIN G-ACL'98(98.8 )

38 .  相岡 ,河田 ,金城 , F i n c h , B l a c k : U s e  o f  Mutua11nformation

Based Character Clusters in Dictionary -1ess Morpho1ogica1
Analysis o f  Japanese;C〇LING-ACL'98(98.8)

39. 山本,隅田 : F e a s i b i l i t y  S tudy  f o r  E11ipsis Re s o l u t i o n  i n

Dia1ogues by Machine-Learning Technique;C〇LING-ACL'98
(98.8)

40. 古瀬(NTT ) ,山田,山本:S p l i t t i n g  Long or m - formed Input for
Robust Spoken-1anguage Translation;C〇LING-ACL'98(98.8)

41. De l i g n e ,匂坂:L e a r n i n g  a Syntagmat ic  and  Parad igmat i c

Structure f r om  Language Data w i t h  a Bimu l t i g ram Mode1;
C〇LING-ACL'98(98.8)
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42.  L e p a g e ,安藤(NEC ) ,赤峯(NEC ) ,飯田:An  Annotated Corpus

i n  Japanese Using Tesniere's StructuralSyntax;Coling-ACL'98
Workshop o n  Processing o f  Dependency -based Grammars
(98.8)

4 3 .  金城 : 使 役 におけ る形態 と 意味の対応にっい て ; 第 4 回
Morpho1ogy and Lexicon Forum(98 .8 )

44.  匂坂:Speech Recognition Research for Automatic Speech-to-
speech Trans lat ion;1998Sympos ium o n l S S P R ' 9 8 o n  Image,

Speech,SignalProcessing and Robotics(98.9)

45. 金城,笹栗(九州大):Verba l express ions  Involving koto Noun

Phrases :Computa t i ona lAna lys i s  o f  Japanese Corpus ;ATR

Workshop in Linguistics and Phonetics'98(98.9)
46. 深田:日本語音声コーパスを対象にした J R T kによる音声認

識;日本音響学会平成10年度秋季研究発表会(98 . 9 )

47. 深田 ,匂坂 : 3次元ビタビ探索に基づく話者正規化手法 ;日

本音響学会平成10年度秋季石形究発表会(98,9 )

48. 北川,Campbe11: 日本語文音声における音素継続時間長と
f o c u sの検討;  日本音響学会平成 1 0年度秋季研究発表会

(98.9)

4 9 .  Campbe11 :外国語の音声合成にっいて ; 日本音響学会平成
10年度秋季研究発表会 (98.9)

50. D i n g ,C amp b e 1 l :音素接続部の不連続感を考慮した単位選
択にっい て ;  日本音響学会平成 1o年度秋季研究発表会
(98.9)

51.  山本 ,匂坂 :接続の方向性を考慮した多重クラス N-gramモ
デル;日本音響学会平成10年度秋季研究発表会(98 . 9 )

52. 山本 :多重クラスN - g r a mによる効率的言語モデル表現 ;日

本普響学会平成1o年度秋季研究発表会(98 .9 )
53. 中村 : 一般化ラプラ ス分布に基づ く音響モデル ; 日本音響

学会平成1o年度秋季研究発表会 (98.9)
5 4 .  S c h u s t e r : E v a l u a t i o n  o f  a S t a ck  Decode r  o n  a Japanese

Newspaper Dictation Task ;日本音響学会平成10年度秋季研
究発表会(98 . 9 )

55. S i n g e r, 田川 ( A T R 国際 ) , 匂坂 : A p p l y i n g  MCE /G PD  to

Imp r o v e  Speake r - I n d ependen t  Acou s t i c  Mo d e l s  f o r
Spontaneous Speech Recogn i t i on ;日本音響学会平成10年度

秋季研究発表会(98 . 9 )

56 .  山本,竹澤 :話し言葉処理研究に望むもの ;電子情報通信学

会 「語し言装処理」 時限研究専門委員会(9 8 . 9 )

ATR人間情報通信研究所

1 .  Cho (ATR人間/Yon s e i  Un i v . ) , S h i m o h a r a : Em e r g e n c e  of

Structure  a n d  Func t i on  i n  Evo l u t i ona ry  Mod u l a r  Neura1

Ne two r k s ; P r o c . F ou r t h  E uropean Conf . on Ar t i f i c i a l L i f e
(ECAL'97) (97.7 )

2 .  Y e h i a . R u b i n ( H a s k i n s  L a b s . ). V . -Ba t e s on :Quan t i t a t i v e
Assoc iat ion o f  〇ro f a c i a l a n d  Voca1-Tract S h a p e s ; P r o c .
Workshop on  Aud i o-V i su a l S peech  Proces s i ng (AVSP '97 ) ,,
Cognitive and ComutationalApproaches(97.09)

3. 蒲池(九州大/ATR人間) :額の表情認知; 九州心理学会第58
回大会発表論文集( 9 7 . 1 1 )

4 .  A t k e s o n ( G e o r g i a l n s t . T e c h . / ATR人間) : N o n p a r a m e t r i c

Mode1-Based Rein forcement  L e a r n i n g ; P r o c . 1 1 th Annua1
Co n f . o n  Neura11nformation Processing S y s t em s (N I PS ' 9 7 )
(97.12)

5 .  R a y : A  ComputationalApproach to Evolutionary Bio1ogy;T.

H i d a ( e d . ) , Ad v a n c e d  Mathemat i ca lApproach  to Bio1ogy , ,,
World Scient i f ic(98.1)

6 .  Sh imono (Comm.Resea rch  Centre) ,〇no,Sa ida(Nat iona l Inst .

B i o s c i . H uma n  Tech . ) ,Mapp (Yo r k  Univ. ) :Methodo1ogica1

Caveats for Monitoring Binocular Eye Position with  Nonius
St imul i :Vis ion Research.Vol .38,No.4(98.2)

7 .  加 藤 : こ と ば の リ ズ ム が 理 解 を た す け る ? ; A T R  Journa1,,

No.30 (98 .2 )

8. 山口(福島大) ,尾田(立命館大/ATR人間) :顔の発連変化をと

らえる;日本発達心理学会第9回発表論文集,PA2 8 ( 9 8 . 3 )

9.  張 : イ ン 夕 ラ ク テ ィ ブ 造 伝 的 ア ル ゴ リ ズ ム を 用 い た コ ン テ

ンツべー スの画像検索の検討;  E 1本ファジィ学会ワー クシ

ョ ッ プ 「イ ン タ ラ ク テ ィ ブ 進化的計算論」 (98.3)
l 0 .  金谷(奈良先端大/ATR人間) ,笠原 ,V a a r i o ,下原 ,千原(奈良

先端大) :マルチェー ジェン ト間協調動作の進化モデル ;電
子情報通信学会総合大会1 9 9 8年総合大会講演論文集 ,情

報 ・ シ ステム 1 . D-8-14 (98 .3 )
11. Ray :T i elra - La idea de crear una amplia red d e  reservas de
biodiversidad para organismos digitales /Tierra - The Idea to
Create a Biodiversity Reserve for Digita1〇fganisms on the Net;
C.G i anne t t i ( ed . ) ,A r s  Telematica,Telecomunicacion,Internet

y Ciberesspacio,ACC L'Angelot(98.3)
12 .  Ra y :T i e r r a :A  ideia d e  criar uma  ampla rede d e  reservas de

biodiversidade para organismos digitais./Tierra - The Idea to
Create a Biodiversity Reserve for Digita1〇fganisms on the Net;
CG i a n n e t t i ( e d . ) , A r s  Telematica,Telecomunicacion,Internet

y Ciberesspacio,Re1ogia D'Aqua(98.3 )
13. 草川(A T R国際 ) ,本多 ,垣田 (金沢工業大 ) :筋収縮力空間上
の調音軌道に基づく母音生成機構のモデル :日本音響学会

誌,Vo1 . 54 ,No . 4 ( 98 . 4 )

14.  S h i m izu ( 東京大 / A T R人間 ) , Z h a n g ( I N R I A / A T R人間 ) ,

Akama t su ,Deguch i (東京大):Head  Pose Deter m ination f rom

〇ne Image Using a Generic Mode1 ; P r o c . 3 r d  I n t . C o n f . o n

Automatic Face and Gesture Recognit ion(FG'98)(98.4)

15. Lyons,Akamatsu,Kamach i (- jし州大),Gyoba(九州大):Coding

FacialExpressions with Gabor Wave le t s ;Proc .3 rd  I n t .Con f .

on  Automatic Fac、e and Gesture Recognit ion(FG'98)(98.4)
16. Terr i11on,Dav id ,Akamatsu:Automat ic  Detection o f  Human

Faces i n  Natu1-alScene Images  by Use  o f  a Sk in Co1or Mode1
and o f  Invariant Mome n t s ; P r o c . 3 r d l n t . C o n f . o n  Automatic

Face and Gesture Recognit ion(FG'98)(98.4)

17. Z h a n g ( I N R I A / A T R人間 ) ,  Lyons , S c h u t e r ( A T R音声 ) ,,

Akamatsu:Comparison between Geometry-Based and Gabor-
Wavelets-Based FacialExpression Recognition Using Multi-
Layer Pe r c e p t r o n ; P r o c . 3 r d l n t .Con f .Au t oma t i c  Face and

Gesture Recognit ion(FG'98)(98.4)

18 .  A s h i d a ( A T R人間/京都大) ,  Ver s t r a t en (ATR人間/Ut rech t

Un i v . ) :A t t e n t i v e  Tracking o f  Mot ion : In teract ion  between

L o w -L e v e l a n d  High - l e v e lMo t i o n  Systems ; S e l e c t i o n  a n d
Integration o f  V i s u a11n f o rma t i o n .P r o c . I n t . Workshop  on

Advances i n  Research on VisualCognit ion(98.4)

19. Uwa,Kaneko,Kanatsugu:Mot ion  in Depth and Body Sway  for

the S t imu l i  w i t h  Chang ing -Disparity a n d  Chang ing -S ize ;
Select ion and ln teg ra t i on  o f  V i s u a l I n f o r m a t i o n , P r o c . I n t .

Workshop on Advances in Research on  Visua lCognit ion(98.4)

20. 金子,小阪(ATR人間/東京工業大/NTT ) ,内川(東京工業大) :

周辺の両限視差情報と絶対距離知覚; v is ion, vo I . l 0 , N o . 2
(98.4)

21. Maesh i r o ,K imu r a (北陸先端大):The  Role o f  Robustness and

Changeability on  the 〇rigin and Evolution of  Genetic Codes;

Proc .Na t i ona lAcademy  o f  the Sciences of the USA ,Vo1 . 9 5
(98.4)

22. 野村 :文献紹介一  J u h a  K a r h u n e n : N e u r a l A p p r o a c h e s  to

Independent Component Analysis and Source Separat ion, in

P r o c . o f  4 t h  European  Sympo s i um  o n  A r t i f i c i a l N e u r a 1
Networks (ESANN'96 ) ,pp.249-266 ( 1 996 ) -; 日 本 フ ァ ジ ィ 学
会誌,Vo l . 1 0 , N o 2 ( 9 8 . 4 )

23.  神 11 l1l : 人 を知 り 、  人に学ぶ ー コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン メ カ ニ ズ
ムの研究所から 一 ; 心理学ワー ル ド , vo l . 1 (98 .4 )

2 4 .  赤松:  コンピュー タ で さ ぐ る1環の感性的イ メ ー ジ;  日本 フ
ァジィ学会誌 , V o 1 . 1 0 , N o.2 ( 98 . 4 )

25. 高玉(ATR人間/東京大) :AR〇B ' 9 8に参加して;  日 本 フ ァ ジ

イ学会誌,Vo1 . 10 ,No . 2 ( 9 8 . 4 )
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26. 東山(奈良先端大) ,陸 (奈良先端大) ,中村(奈良先端大) ,鹿野

(奈良先端大) ,河原(ATR人間/和歌山大) :音声分析 ・ 変換 ・

合成方法 sTRA IGHTの音声符号化への適用にっいて ;  電
子情報通信学会技術研究報告, sP98-10(98.4)

27. K u r a t a t e , Y e h i a , V . -B a t e s o n : F a c i a l A n i m a t i o n  f r o m 3 D
K i n em a t i c s  a n d  Pr inc i pa1  Compon e n t  Ana l y s i s ;  A T R

Symposium on  Face and 〇bject Recognition '98(98.4)
28. God a (京都大/ATR人間) ,〇ka (京都大) ,E j i m a (京都大) :T h e

Ro l e  o f  Delineation and  Spat ia lFrequency in the Perceived

Spat i a lForm of  Moving  Chromatic Pattern;ATR Symposium

on  Face and 〇bject Recognit ion'98(98.4)

29. K a m a c h i ( A T R人間/九州大 ) , M u k a i d a ( A T R人間/ S C C ) :

Judgment o f  FacialExpressions for Linearly Morphed Face s . -

Towardlnvestigating TemporalCharacteristics in Recognizing

Fa c i a l E x p r e s s i o n s - ;ATR  Symposium on  Face and 〇bject

Recognit ion'98(98.4)

3 0 .  Muka ida (ATR人間/SCC) :Face  Image Generation S y s t e m -

Fu ton  S y s t e m - ; A T R  S ym p o s i um  o n  Face  a n d  〇bject

Recognit ion'98(98.4)

3 1 .  Tonko:Gr ipp ing  o f  a Battery Using Posit ion -Based Visua l
Servo ing;ATR Symposium on Face and 〇bject Recogn通on'98
(98.4)

32. Lyons,  J e h a n , P l a n t e ( ATR映像) :E g a o k u n :A n  Entertaining

Application of Face Processing Technology;ATR Symposium

on Face and 〇bject Recognit ion'98(98.4)

33. Terri11on.Plante:Modeling the Chrominance o f  Human  Sk in

for Face Detection i n  NaturalCo1or Images ;ATR Symposium

on  Face and 〇bject Recognit ion'98(98.4)
34. Kanzaki :Visua lContr ibut ion to the McGurk Effect i n  Noise;

ATR  Symposium on Face and 〇bject Recognit ion'98(98.4)

3 5 .  Ke11y , Bu r t o n  ( U n i v .  G l a s g o w ) :  I m p l i c i t  Compon e n t

Recognition i n  Face-1ike S t um u l i ; ATR  Symposium on Face
and 〇bject Recognit ion'98(98.4)

3 6 .  Yosh ikawa ,Kamach i ,Muka ida :Representa t ions  o f  Persona11y
Fam i l i a r  Fac e s :Ca r i c a t u r e s  o r  A n t i c a r i c a t u r e s - ; A T R

Symposium on Face and 〇bject Recognit ion'98(98.4 )

37. l s ono ,Zhang ( INR IA ) : Syn the s i s  o f  Facia lExpress ions f r om

Uncalibratd Rea l Image s ;ATR  Symposium on Face and 〇bject

Recognit ion'98(98.4)

38. A n d o : V i s u a l I n t e r a c t i o n s  i n 3 D  〇bject  Percept ion  a n d

Recognit ion;ATR Symposium on Face and 〇bject Recognition
9 8 ( 9 8.4 )

39. K i n o s h i t a , S a t o ( A T R人間 / C a m b r i d g e  U n i v . ) :  Quas i -
Perspective Camera Mo d e 1 ; A TR  Sympos ium on  Face and

〇bject Recognit ion'98(98.4)

40. Y am a g u c h i (中央大) ,〇d a (立命館大/ATR人間) ,〇g a w a (立

命館大):Mak i ng  Clear Express1ons;ATR Symposium on Face

and 〇bject Recogni t ion'98(98.4)

41.  Ni sh i n a :Two  Matching Plocesses in 〇bject Recogni t ion;ATR

Symposium on Face and 〇bject Recognit ion'98(98.4)

42 .  K a t o (関西大/A T R人間 ) : M u l t i m o d a l F a c i a 1-Express ion
J u d gmen t ;ATR  Sympos ium on Face and 〇bject Recognition
9 8 ( 9 8 . 4 )

43 .  V .-Bateson ,Kura ta te .Yeh ia :K inemat i cs-Based Synthesis o f
Realistic Talking Hea d s ; ATR  Symposium on  Face and 〇bject

Recognit ion'98(98.4)
44 .  金子:視覚光学;光学, 1 9 9 7年光学会の進展(9 8 . 4 )

4 5 .  Ray : S e l e c t i n g  Natura11y f o r  Di f f e r en t i a t i o n :P r e l im i n a r y

EvoIutionary Results ;Complex ity,Vo1.3,No.5(98.5)

46. Yamada,St range (Un iv .South  F1or ida) ,Pru i t t ,Masuda(奈良先

端大/ATR人間) :Mo d i f i c a t i o n  o f  L 2 V o w e l P r o d u c t i o n  by

Perception Training as Evaluated by Acoustic Analysis and
Nat i ve  Speakers; J . A c o u s t . S o c . A m . , V o 1 . 1 0 3 , N o . 5 , P t . 2 ,,

5PSC26(98.5)/Proc.16th Int.Congress on Acoustics and135th

Meeting Acou s t . S o c .Am . ,Vo1.4 ( 9 8 . 6 )

4 7 .  G u i o n ( U n i v . A I a b a m a ) , F l e g e ( U n i v . A l a b arna ) , Y a m a d a ,,

Pru i t t :Categor i ca lD i sc r im ina t ion  o f  Eng l i sh  a n d  Japanese

Vow e l s  a n d  Consonants  by  Na t i v e  Japanese  a n d  Eng l i s h

Subjects; J . A c o u s t . S o c . Am . , V o l . 1 0 3 , N o . 5 , P t . 2 , 5 p S C 2 7

(98.5)/Proc.16th Int.Congress on Acoustics and135th Meeting
Acoust .Soc.Am.,Vo1.4(98.6)

48 .  P r u i t t , Y am a d a , S t r a n g e ( U n i v . S o u t h  Flor ida) :Perceptua1

Assimilation o f  Hindi Dentaland Retroflex Stop-Consonants by
Native English and Japanese Speakers; J. A c o u s t . S o c . Am . ,,

Vo1.103,No.5,Pt.2,5pSC36(98.5)/Proc.16th Int.Congress on

Acoustics and135th Meeting Acous t .Soc .Am. ,Vo1 .4 (98 .6 )

49. Pru i t t ,Yamada ,Mazuka (Duke Un iv . ) ,Hayash i (束京学芸大):

The Effect of  Immersion on Second Language Productions:The

Acqu i s i t i on  o f  Ame r i c an En g l i s h / r / a n d / 1 / b y  Japanese

Children; J . A c o u s t . S o c . A m ., V o 1 . 1 0 3 ,No . 5 , P t . 2 , 5 p SC25

(98.5)fProc.16th Int.Congress on  Acoustics and135th Meeting
Acous t .Soc .Am. ,Vo1 .4 (98 .6 )

50 .  Kubo,Pru i t t ,Yamada: Iso lat ing the CriticalSegment o f  AE/r/

and/1/to Enhance Non-Native Perception; J . A c o u s t . S o c .Am . ,,
Vo1.103,No.5,Pt.2,5pSC23(98.5)/Proc.16th lnt .Congress on

Acoustics and135th Meeting Acous t .Soc .Am. ,Vo1 .4 (98 .6 )

5 1 .  Ueno (Un i v .M i ch i g an ) ,Beddo r (Un i v .M i ch i g an ) ,Yamada : I s

Al1ophonic Variat ion i n  Japanese/r/a Factor in Japanese

Listeners'Dif f iculty i n  Perceiving Eng l i sh/r-1/- ; J .A c o u s t .
So c .Am . ,Vo1 . 1 03 ,No . 5 , P t . 2 , 5 p SC41 ( 9 8 . 5 ) /P r o c . 1 6 t h  Int.

Congress on Acoustics and135 th  Meeting Aco u s t . S o c . Am . ,,
Vo l .4 (98.6 )

52. Da n g : E n d  Corrections i n  an  Acoust ic Mod e 1 o f  the Voca1

Tract; J . A c o u s t . S o c . A m . , V o 1 . 1 0 3 , N o . 2 , P t . 5 , p. 2 7 7 6

(98.5)/Proc.16th Int.Congress on Acoustics and135th Meeting
Acoust .Soc.Am. ,Vo1.1 (98.6 )

5 3 .  I r i n o , U n o k i ( A T R人間 /北陸先端大 ) : A  T i m e -Vary ing ,,
Analysis/Synthesis AuditoryFilterbank Using the Gammachirp;

P r o c . I E E E  I n t . C o n f . o n  Aco u s t i c s , S p e e c h  a n d  Signa1

P r o c e s s i n g ( I C A S S P ' 9 8 ) , V o 1 . 6 o f  6 : C o m m . A u d i o  and

Electroacoustics Multimedia SignalProcessing(98.5)

54 .  Wa t a n e b e ,Ma t s umo t o ,K a t a g i r i :M i n im um  Detection Error

Training for Acoustic S igna lMon i tor ing ;Proc. IEEE I n t .Con f .

on Acoust i cs ,Speech  and  S i g n a l P r o c e s s i n g ( ICASSP ' 98 ) ,,

Vo1.2o f  6:Speech Processing I I ,Neura lNe tworks  for Signa1

Processing(98.5)

55. D e  G a r i s , G e r s ( I D S I A ) , K o r k i n ( G e n o b y t e ) , A g ah ( U n i v .

Ka n s a s ) , N a w a : ATR ' S  ARTIF IC IAL  B R A I N ( C A M-Bra in )
P r o j e c t : A  Progress R e p o r t ; I n t . C o n f . o n  Evo lu t i ona ry
Computat ion( ICEC98) (98.5)

56 .  Tiede:Pa late  Shape Effects o n  Characteristic Vowe l T o n g u e
Postures; J .Acous t .Soc. Am. ,Vo1 . 1 03 ,No . 5 , P t.2 , ( 9 8 . 5 )1Proc.
16th Int.Congress on Acoustics a n d 1 3 5 t h  Meeting Acoust.
S o c . A m . , Vo1.2(98.6)

57. Kawaha r a (ATR人間/和歌山大),Yamada :Pe r cep tua lE f f e c t s

of SpectralEnve1ope and F0  Manipulations Using STRAIGHT
Method; J . A c o u s t . S o c . A m . , V o 1 . 1 0 3 , N o . 5 , P t . 2 , 1 a S C 2 7 ,,

p. 2776 (98 .5 )fProc. 16th Int.Congress on Acoustics and135th
Meeting Acou s t . S o c .Am . ,Vo l . 1 ( 9 8 . 6 )

5 8 .  P r u i t t , K a w a h a r a , Y am a d a , Ku b o :M e t h o d s  o f  Enhanc ing

Spe e ch  S t i m u l i  f o r  P e r c e p t u a l T r a i n i n g :  Exaggera ted
Ar t i cu l a t i on ,Con tex t  T r u n c a t i o n , a n d " S T R AIG H T ' R e -
Synthesis;Speech Techno1ogy i n  Language Learning(98.5)

59. Yamada ,Adach i ,Kawaha r a .P ru i t t ,McDe rmo t t :Towa rd  the

〇ptimization o f  Computer-Based Second Language Production
Training;Speech Technology in Language Learning(98.5)

60 .  Cho (Yon se i  Un i v . /ATR人間) :A  Softcomputing Framework

for Deve1oping Inte11igent Sys tems ;Proc . In t .Sympos ium on

Inte11igent Automation and  Contro1(WAC98) (98.5 )
6 1 .  野村 : 社 会 現 象 は 人工生命 モ デ ル で 説明出来 る ? ; A T R

Journa1,Vo1.31(98.5)

62. 金次 :月高の中のマルチメディア 一人間の感覚続合機能を探

る 一 ; か ん さ い 放送 と 技術 フ ォ ー ラム'9 8 ( 9 8 . 5 )

63. 道免 ( 東 京都 リ ハ ビ リ テー シ ョ ン病院 ) , 大須 ( E R A T 〇 ) , 川

人 , 大 田 ( 東 京 都 リ ハ ビ リ テー シ ョ ン病院 ) , 有 田 ( 東京都 リ

ハ ビ リ テー シ ョ ン 病 院 ) , 堀 田 ( 東 京 都 リ ハ ビ リ テー シ ョ ン
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病院) ,  千野(慶應義塾大) :  脳卒中不全片麻痺の上肢到達運

動における運動学習過程 ;脳卒中 ,第 2 3回日本脳卒中学会

総会,Vo1.20,No.1 (98.5 )

64. 和田(長岡技術科学大) ,川人:運動経由点の時間情報最適化

による書字運動モデル ;電子情報通信学会技術研究報告 ,,

NC98-4 ( 9 8 . 5 )
65. M a z u k a ( D u k e  Un i v . /ATR人間) : L i n g u i s t i c  Re la t i v i ty  i n

Japanese,Eng l i sh : I s  Language the Primary Determinant i n

〇bject C l a s s i f i c a t i o n - ;電子情報通信学会技術研究報告,,
TL98-2 ( 9 8 . 5 )

66 .  佐藤(名古屋工大/ATR人間/Univ .Cambr idge ) ,木下,Rober to

Cipo11a(Un iv .Cambr idge ) :曲面上のェピポー ラ幾何 と未校
正カ メ ラに よ る視覚誘導 ; 電子情報通信学会技術研究報

告,PRMU9 8-18(98 .5 )
67 .  Imam i zu ,Uno ,Kawa to :Adap t i v e  I n te rna lMode1o f  Intrinsic

K i n ema t i c s  I n v o l v e d  i n  Lea r n i n g  a n  A i m i n g  Ta s k ;  J .

ExperimentalPsycho1ogy:Human Perception and Performance,,
Vo1.24,No.3(98.6)

68. Isono,Zhang,Akamatsu:Synthesis o f  FacialExpressions f rom

Unca l i b ra ted  R e a l I m a g e s ; P r o c . I A S T E D  I n t . C o n f . o n

Computer Graphics and Imaging(98.6)

69. D o y a , S e j n o w s k i ( S a l k  I n s t . B i o 1 o g i c a l S t u d i e s / U n i v .

Cal i f o rn ia ) :A Computat ionalMode1of Birdsong Leaming by
Auditory Experience and Auditory F e e d b a c k : P .W . F . P o o n

and J .F.Brugge(eds. ) ,Centra lAuditory Processing and Neural

Model ing , ,P lenum Publ ishing(98.6)

70. Ta k a d am a (ATR人間/東京大) ,Ha j i r i ( ATR映像/立命館大) ,,

Nomura ,Nakasuka (東京大),Sh imohara :Des i gn  for Sequence

Behavior Rules  in Multiple Robots Reinforcement Learning;

Intelligent Autonomous Systems( IAS-5 ) ( 98 . 6 )
71. Bad i n ( ICP ) , P o u c ho y ( ICP ) , B a i 1 1 y ( ICP ) , R a y b a u d i (Un i t e

I N S E RM ) , S e g e b a r t h ( U n i t e  I N S E RM ) , L e b a s ( G r e n o b l e

Hosp i ta1 ) ,  T i ed e ,  V . -Ba t e s on ,  To h k u r a :  U n  Mo d e l e
Articulatoire Tr id imens ionne ldu  Conduit  Voc a l b a s e  sur des

Donnees I RM;P roc .  Journees d'Etudes sur la  Parole(98.6)
72. 倉立,Yeh i a (Un i v .Fede r a l d e  Minas Gerais) ,V.-Bateson:主成
分の線形結合に よ る 音声同期顧ア ニ メ ー シ ョン ; V i s u a 1

C o m p u t i n g グ ラ フ イ ク ス と C A D 合同 シ ン ポ ジ ウ ム ' 9 8 予

稿集(9 8 . 6 )

73. 加藤 (関西大/AT R人間 ) ,西村 (関西大 ) ,松原 (関西大 ) ,寒川

( 関西大 ) ,服部 (関西大 ) ,赤松 :  表情の分類判断におけるパ

ー ツの頭著性効果にっいて ; H u m a n  I n t e r f a c e .N ew s  and
Report,Vo1.13(98.6)

74.  Ray,Har t :Evo lu t ion  of  Differentiated Mult i-Threaded Digita1
〇rg a n i sm s ; A r t i f i c i a l L i f e  V I , P r o c . o f  6th  I n t . C o n f o n
Art i f i c ia lL i fe (98.6)

75.  Po11ick:Seeing,Bel iev ing the Movement  o f  Cyber Humans ;

ATR  JournalEngl ish Edit ion,Vo1.1(98.6)

76. I c h i n o s e : A T R  H um a n  I n f o rma t i on  Process ing  Research

Laboratories;ATR JoumalEng l i sh  Edition,Vo1.1 (98 . 6 )

7 7 .  K a t o : H o w  D o  Humans  Perceive Tempora lSt ructures  i n  a

Spoken Language?;ATR JoumalEng l i sh  Edit ion,Vo1.1(98.6)

78. Nomura :Can W e  Explain Soc ia lPhenomena Using Artificia1

Li fe Models- ; A T R  Journa lEng l i sh  Edit ion,Vo1.1(98.6)
79 .  山本(ATR人間/新潟大) ,竹村(電総研/CREST ) ,河野(電総研

/cR EsT ) , 小林 (cR EsT/生理学研) ,川人:追従眼球運動適応
シ ミ ュ レー ション :小脳皮質の計算モデルは視覚連動変換

を行い う るか ? ; 電子情報通信学会技術研究報告 , Nc98 -
29/HIP98-20 (98 . 6 )

80. Bertho ld ,Kaneko,Uwa,Kanetsugu:〇ptimization o f  the 〇cular

Tors ion Est imat ion  Algo r i t hm  i n  a V i d e o  b a s e d 3 -D Eye
Movement Measurement Sys t em ;電子情報通信学会技術研究
報告,NC98-15/HIP98-6 ( 98 . 6 )

81. Ka t ag i r i :  Pa t t e rn  Re c o g n i t i o n  Us i n g  t he  Gen e r a l i z e d

Probabilistic Descent Method ;Tech .Rep. o f  I E ICE , PRMU98-
46 ( 98 . 6 )

82 .  K a t o , T s u z a k i , S a g i s a k a ( A T R音声 ) : A c c e p t a b i l i t y  f o r

TemporalModi f icat ion o f  Single Vowe lSegments  in Isolated

Words; J .Acou s t . S o c .Am . ,Vo1 . 104 ,No . 1 ( 98 . 7 )

83. Munha11(Queen's Univ.) ,Tohkura:AudiovisualGating and the

T im e  Course o f  Speech  Perception; J . A c o u s t . S o c . A m . ,,
Vo1.104,No.1(98.7)

84 .  K a t o (広島大) , K a w a h a r a (和歌山大) : A n  Application o f  the

Bayesian T ime  Series Mo d e l a n d  Statist icalSystem Analysis

for F0 Contro1;Speech Communication Vo1.24,No.4 (98.7 )

85 .  Zhang:〇n the 〇ptimization Criteria Used i n  Two-V i ew  Motion
An a l y s i s ; I E EE  T r a n s . o n  Pattern Ana l y s i s  a nd  Mach i ne

Inte11igence,Vo1.20,No.7(98.7)

86. 中野(ATR人間/神戸大) ,今水(ERAT〇) ,大須(ERAT〇) ,字野

( 豊橋技科大 ) ,五味 ( N T T ) ,吉岡 ( E R A T〇 ) ,川人 ( A T R人間

應RAT〇): 多関節到達連動における軌道計画規範の定量的

検討一 「意図 し た ト ル ク」 変化最小モデル;電子情報通信
学会論文誌A,Vo1 . J81-D-I I ,No.7 (98 .7 )

87 .  I r i n o ,Unok i (北陸先端大/ATR人間) :A  Time-Varying, L e v e l-
Dependent Auditory Fi l terbank based o n  the Gammach i rp

Filter;Proc.NAT〇 Advanced Study Institute on Computationa1

Hearing(98.7)

88.  木下 ,佐藤 ( A T R人間 /名古屋工業大 ) :疑似透視カメラモデ

ルの提案;画像の認識 ・ 理解シンポジウム ( M I R U ' 9 8 ) 論文

集I ( 9 8.7 )

89 .  Tonko (ATR人間/Un i v .K a r l s r u h e ) ,N a g e 1 (Un i v .K a r l s r u h e

/Fraunhofer Institute):Multi-〇cular Multi-〇bject Tracking for
Visually Servoed Disassembly 〇perations;画像の認識 ・ 理解

シンポジウム(M I RU ' 9 8 )論文集I ( 9 8 . 7 )

90. Kasaha r a ,Takadama (ATR人間/東京大),Naka suka (束京大),,

S h i m o h a r a : A  Troub l e shoo t i ng  Mec h a n i s m  ba sed  o n  a n

〇rganizationalLearning Model for  Multiple Robots;Proc.1998

I n t . T e c h n i c a l C o n f . o n  Circuits/Systems,Computers and
Communicat ions(ITC-CSCC'98) ,Vo1. I I (98 .7 )

91. N a w a ( N a g o y a  U n i v . / A T R人間 ) , K o r k i n ( G e n o b y t e ) , D e

Gar i s :ATR' s  C A M-Brain Project :The Evolut ion o f  Large-
Scale Recurrent Neu r a lNe two r k  Modu l e s ; P r o c . 1 n t .Co n f . o n

Para11e1 a n d  D i s t r i b u t ed  Proces s i ng  Techn iques  a n d

Applicat ions(PDPTA'98),Vo1.2(98.7)

92 .  K a w a h a r a (和歌山大/ATR人間/CRE S T ) : S T RA I GHT : A n

Extremely High -Quality Vocoder  for Auditory and  Speech
Perception Research ;P roc .NAT〇 Advanced Study Institute on

ComputationalHearing(98.7)
93. 木下 : 1 9 9 8 年は 、  Iccv で 始 ま っ た .  ; 人工知能学会誌 ,,
Vo1.13,No.4(98.7 )

94. T o h m a ( 奈 良先端大 / A T R 人間 ) , M a e k a w a ( A T R 映像 ) ,,

〇ohashi:Different Eyes ;S IGGRAPH98,Computer  Animation

F e s t i v a l s i g K I D S  Thea te r  P r o g r am , E l e c t r o n i c  A r t  a n d

Animation Catalog(98.7)

95. 河原(和歌山大/ATR人間/CREST ) :  確覚の情11ili分析が生み
出した高品質V〇C〇D E R : S T R A I G H T ;日本音響学会誌 ,,

Vo1.54,No.7(98.7 )

9 6 .  河原(ATR人間/和歌山大/CREST) ,  樋口(KDD/ATR音声):  編

集後記(小特集:感性の領域に追る音処理技術) ;  日本音響学

会誌,Vo1 .54 ,No .7 (98 .7 )

97. 川上 (東京工業大 ) ,金子 ,内川 (東京工業大 ) :広視野刺激の

速度と重心同様;V i s i o n ,Vo1 . 10 ,No . 3 ( 98 . 7 )

98. 字和 , 金子 : 視角変化 と視差変化によ る奥行き連動 と重心

動揺;V i s i on ,Vo l . 10 ,No .3 ( 98 . 7 )

99. 福永 (奈良先端大 ) , 金子 :刺激密度と垂直 ,水平大きさ視差

による面の傾き;V i s i o n , V o 1 . 1 0 , N o . 3 ( 9 8 . 7 )

100. 金子:両限視差検出の座標系; v ision, vo1.10 ,No.3 (98 .7 )
101. 桜庭(長岡技科大) , 大須(ERAT〇 ) ,中野 ,和田(長岡技科大) ,

川人 ( E R A T〇 / A T R人間 ) : 不完全な逆ダイナ ミ クスモデル

による制御での手先軌道の特徴の説明;  電子情報通信学会

技術研究報告、NC98-31 ( 98 . 7 )
102.  中野(ATR人間/神戸大学) ,F l a n a g a n (Que en ' s  Un i v . ) , 今 水

( E R A T〇 ) , 大須 ( E R A T〇 ) , 吉岡 ( E R A T〇 ) , 川人 ( A T R人間

/ERAT〇): 複数の内部モデルの分離及び合成;  電子情報通

信学会技術研究報告,NC98-32 ( 98 . 7 )

103 .  春野:Context  T r e eを用いた形態素解析とその発展; 1 9 9 8年
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情報論的学習理論ワー ク シ ョ  ツプ予稿集( 9 8 . 7 )

104. Brad1ow(Northwestern Univ . ) ,Yamada ,P i son i ( I nd i ana  Univ. ) ,,

Tohkura:Training Japanese Listeners to Identify English/r/and

/1/:Long-term Re t en t i o n  o f  Learn ing  i n  Percept ion a n d

P r o d u c t i o n ; R e s e a r c h  o n  Spoken  Language  Proces s i ng ,,

Progress Report,No.21(1996-1997), Indiana University(98.7)

105. Nawa (Nagoya  U n i v . / A T R人間 ) , D e  G a r i s , G e r s ( I D S I A ) ,,

K o r k i n ( G e n o b y t e ) : A T R ' s  CAM-B r a i n  M a c h i n e ( C BM )

Simulat1on Results and Representation I s sues ;Proc .Genet ic

Programming1998 (GP'98 ) (98 .7 )

106. V .-Bateson,Eigst i (Rochester Un i v . ) , Y a n o ( NHK ) ,Mu n h a 1 1

(Queen ' s  U n i v . ) : E y e  M o v e m e n t  o f  Perce i ve r s  d u r i n g

AudiovisuaI Speech Perception;Perception&Psychophysics
l 9 98 , 60 ( 6 ) ( 98 . 8 )

107. Nomur a ,M i yo sh i ( S h a r p ) :An  Adaptive Fuzzy Ru le  Extraction
Using Hybrid Mode1of  the Fuzzy Sel f-〇rganizing Map and the
Genetic Algorithm with NumericalChromosomes: J.Inte11ignet

and Fuzzy Systems,Vo1.6,Issues1(98.8)
108. G o m i ( N T T / J S T -C R E S T ) , S h i d a r a ( E T L / J S T -C R E S T ) ,,
T a k em u r a ( E T L / J S T-C R E S T ) , I n o u e ( E T L / J S T-CRE S T ) ,,
Kawano(ETL/JST-CREST),Kawato:Tempora lF i r ing  Patterns

o f  Purkinje Ce11s in the Cerebe11ar VentraI Paraf1occulus during

〇cular Fo11owing Responses in Monkeys I . S i m p l e  Spikes; J .

Neurophysio1ogy,Vo1.80(98.8)

109. Ko b a y a s h i ( A T R人間/ J S T -C R E S T ) , K a w a n o ( E T L / J S T -
CREST ) ,T a k emu r a ( ETL ) , 1 n ou e (ETL ) ,K i t ama (ETL ) ,Gom i

( J S T-CRE ST /NTT ) , K a w a t o : T em p o r a l F i r i n g  Patterns o f
Purkinje Ce11s in the Cerebe11ar VentralParaf1occulus during

〇cular Fo11owing Responses i n  Monkeys I I. Complex Spikes; J.

Neurophysio1ogy, V o I . 8 0 ( 9 8.8 )

1 l 0 .  Da n g , S h a d l e ( U n i v . o f  S o u t h amp t o n ) ,K aw a n i s h i (静岡大) ,,

Ho n d a ,  S uzu k i  (Co11ege S c i .  Tecno1 . ,  T o h o k u ) :  A n

ExperimentalStudy o f  the 〇pen End Correction Coefficient for
S ide  Branches wi th in  an  Acoust ic Tube :  J . A c o ust . S o c . A m . ,,

Vo1.104,No.2 ,Pt .1 (98 .8 )

111 .  T e n- i 1 1on ,Dav i d ,Akama t su :De t e c t i o n  o f  Huma n  Faces in
complex Scene Images by Use of  a Sk in  Co1or Mod e l a n d  o f
Invar iant fourier-Me11in Momen t s : P r o c . 1 4 t h  I n t . C o n f . o n
Pattern Recognit ion( ICPR'98)(98.8)

112. Haruno ,Sh i ra i (NTT) ,〇oyama(NTT) :Us ing  Decision Trees to

Construct a PracticaI Pa r se r ;P roc . 36 th  Annua lMee t i n g  o f

Association for Computat iona lL ingu i s t i cs (ACL ' 98 ) ,Vo1. 1

(98.8)

113. Wat a n e b e .Ma t s umo t o ,T a n a k a (ATR国際) ,Ka t a g i r i : S o u n d

Monitor ing based on the General ized Probabil istic Descent

Method ;P roc . IEEE  Workshop on Neura lNetworks  for Signa1

Process ing (NNSP'98) (98 .8 )

l 1 4 .  I s h i i (奈良先端大/ATR人間) , S a t o :〇n-Line E M  Algor i thm
a n d  Re c o n s t r u c t i o n  o f  Chao t i c  D y n a m i c s ; P r o c . I E E E

Workshop on Neura lNe tworks  for  S i gna lP roces s i ng (NNSP

98 ) ( 9 8 . 8 )

115. T a k a d am a ( ATR人間/東京大) ,H a j i r i ( ATR映像/立命館大) ,,

N o m u r a , N a k a s u k a ( 東京大 ) , S h i m o h a r a : A d a p t a t i o n  to

Multiple Robots 〇rganization with 〇rganizationa lKnow l edge
o n  F o rm a t i o n : P r o c . F i f th I n t . c o n f . o n  the S imu l a t i o n  o f

Adaptive Behav i o r ( SAB ' 98 ) ( 9 8 . 8 )

116 .  Lyons, J e h a n ,Ak ama t s u :Can  Perceived FacialAttractiveness

b e  Represen ted  by a L inea r  S c a l e ? : P e r c e p t i o n , V o 1 . 2 7 ,,
Supplement,Abstracts o f  European Con f . o n  VisualPerception
( ECVP ' 98 ) ( 9 8 . 8 )

117. K a m a c h i (九州大/A T R人間 ) , G y o b a ( ブし州大) , A k am a t s u :

Ana l y s e s  o f  De l a y s  i n  Recogn i z i n g  F a c i a l E x p r e s s i o n s

Resu l t i n g  f r om  Adaptat ion  to Fac e s ; P e r c e p t i o n ,Vo1 .2 7 ,,

Supplement,Abstracts of  European Con f . o n  VisualPerception
( ECVP  '98 ) (98.8 )

118. I s h i g u r e (豊橋科学技術大/ATR人間) , Z h a n g (豊橋科学技術

大 ) , 〇 h t s u k a ( N T T ) , K a n e k o , U s u i ( i 鑾 i 橋科学技術大 ) :

In f luence o f  the Frame i n  Stereoscopic Images on  Vergence

Eye Movement;Perception,Vo1.27,Supplement,Abstracts o f

European Con f . on  VisualPercept ion(ECVP'98)(98.8)
1 1 9 . A s h i d a (京都大/ATR人間 ) ,〇 s a k a (京都大 ) : S e c o n d -〇rder
Mot ion does not Pop -〇ut;Percept ion ,Vo1.27 ,Supp lement ,,
Abstracts o f  European Con f . o n  Visua lPercept ion (ECVP'98)
(98.8)

120. Yoshimatsu:Smooth ing o f  Sma11Eye Movement  by Wavelet

Analysis when  Gazing at a Fixed Target;Perception,Vo1.27,,

Supplement,Abstracts of  European Con f . o n  VisualPerception
(ECVP '98 ) (98.8 )

121. K a w a n i s h i (静岡大 ) , D a n g , S h a d l e ( U n i v . S o u t h a m p t o n ) ,,

Ho n d a ,  S u z u k i  (Co11ege S c i .  Te c n o l . ,  T o h o k u ) :  A n

ExperirnentalStudy of  the 〇pen End Correction Coefficient for

the Transmission L i n e  Mod e 1 o f  Speech Product ion ;Proc .

Hokkaido Workshop on Speech Product ion(HWSP)(98.8)
122. Kato (ATR人間/関西大),Akamatsu :Cross-ModalContextua1
Effects on Facia1-Expression Judgment ;Percept ion ,Vo1.27 ,,

Supplement,Abstracts o f  European Con f . on  VisualPerception
( ECVP '98 ) ( 9 8 . 8 )

123. Uwa ,Kaneko :Body  Sway  Induced by Changing-Disparity and
Chang i n g -S ize C u e s ; P e r c e p t i o n , V o 1 . 2 7 , S u p p l e m e n t ,,
Abstracts o f  European Con f . on  Visua lPercept ion (ECVP'98 )
(98.8)

124. 〇da ,A k am a t s u : F a c t o r s  f o r  the A s ymme t r y l n  S im i l a r i t y

J u d gmen t s ; P e r c e p t i o n ,Vo1 . 2 7 , S upp l emen t ,Ab s t r a c t s  o f

European Con f . o n  Visua lPercept ion(ECVP'98) (98.8)

125. Dang , H o n d a : A  Phys io1og i ca lMode1o f  a Dynamic  Voca1
Tract for Speech Produc t i on ;P roc .Hokka ido  Workshop on

Speech Product ion (HWSP) (98 .8 )

126. Has h i ,Hond a ,We s t b u r y (Un i v .W i s c o n s i n ) : T ime-Va r y i n g

Acoustic and Articulatory Characteristics o f  American English

/ I/ ;Proc .Hokka ido  Workshop on Speech Produc t i on (HWSP)
(98.8)

127. M a s a k i , F u j i w a ra ( 奈 良先端大 ) ; E f f e c t s  o l the P l a c e  a n d

Manner o f  Articulation o n  Articulatory Command Generation

Stage:Estimation f rom a Reaction Time  Measurement Study;

Proc. Hokka ido  Workshop on  Speech P r o d u c t i o n (HWSP )

(98.8)

128.  金子 :垂直視差処理過程の性質と機能 ;光学 , vo l . 2 7 , N o . 8
(98.8)

129. 本多: x 線 マ イ ク ロ ビー ムによる調音連動研究の動向 ;  日
本音声学会統合機関誌,音声研究, 2巻 , 2号 ( 9 8 . 8 )

130. 河原(和歌山大/ATR人間/CREST ) :  自然性の極めて高い音

声分析変換合成法;  日本音声学会続合機関識- ,音声研究, 2

巻, 2号 ( 9 8 . 8 )

131. Ca11an (ATR人間/Un iv .Wiscons in ) ,Kent (Un iv .Wiscons in ) ,,

Guen the r (Bos t on  U n i v . ) , V o r p e r i a n ( U n i v .W i s c o n s i n ) : A

Ne u r a l N e t w o r k  Mod e 1 o f  Vowe lP roduc t i on  Deve1opment

Using Auditory Feedback as a Training Signa l ;Proc.Hokka ido

Workshop on Speech Product ion (HWSP) (98 .8 )
132.  Pe r r e t t (Un i v . S t .And r ew s ) , L e e (Un i v . S t .And r ew s ) , P .-Voak
(Un i v . S t .And r ew s ) , Row l a n d (Un i v . S t .And r ew s ) , Yo s h i k awa

(京都大/ATR人間 ) , B u r t ( U n i v . S t . A n d r e w s ) , H e nzi ( U n i v.

N a t a 1 ) , C a s t l e s ( 東京大 ) , A k a m a t s u : E f f e c t s  o f  Sexua1

D imo r p h i sm  o n  F a c i a l A t t r a c t i v e n e s s ; N a t u r e , V o l . 3 9 4 ,,
No.6696(98.8 )

133.  Lyons.P lante(ATR映像), J ehan , I noue (ATR映像) ,Akama t su :

Avatar Creation Using Automatic Face Process ing;Proc.6th
ACM  Int. Mult imedia Con f . ( 98 .9 )

134. I s h i i ( 奈良先端大 ) , S a t o : 〇 n - 1 i n e  E M  A l g o r i t hm  a n d

Reinforcement L e a r n i n g ; P r o c . b t . C o n f . o n  Arti f ic ia lNeura1

Networks ( ICANN'98 ) ,Vo1 .2 (98 .9 )

135.  Wo l p e r t ( I n s t . N e u r o 1 o g y ) ,M i a l 1 (Un i v . L a b . P h y s i o 1 o g y )

K a w a t o : I n t e r n a l M o d e l s  i n  the Cerebe11um ;T rend s  i n

Cognitive Sciences,Specia l Issue,Vol .2 ,No . 9 ( 9 8 . 9 )

136.  中野 , F l a n a g a n ( Q u e e n ' s  U n i v . ) , 今 水 ( E R A T 〇 ) , 大 須

( ERAT〇) ,吉岡(ERAT〇) ,川人:複数の内部モデルの分高性及

び結合 : 第 2 1 回日本神経科学 、 第 4 1 回日本神経化学合同
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大会( 9 8.9 )

137. 山本(ATR人間/新潟大) ,小林(生理学研究所/CREST ) ,竹村

(電総研/cR EsT ) ,河野(電総研/cRE ST ) ,川人 :追従限球連動
の獲得のコンピュー タ シ ミ ュ レー シ ョ ン ; 第 2 1 回 日 本 神

経科学,第4 1回日本イ'中経化学合同大会(98.9 )
138. 馬11J木,山田,Choi(Duke U n i v . ) : 韓 国語話者に よ る ア メ リ カ

英語の/r/ , / 1 /音の知覚;日本音響学会平成10年度秋季研究

発表会(98 . 9 )

139. 久保 ,高田 , P r u i t t , 山田 :日本語話者に対する米語母音・ 子

音 聴 取 訓 練 ; 日 本 音 響 学 会 平 成 lo 年度秋季研究発表会
(98.9)

140. 入野 : ガ ン マ チ ャ ー プ フ イ ル タ バ ン ク に よ る 雑 青 抑 圧 ; E 1
本音響学会平成10年度秋季研究発表会(9 8 . 9 )

141. 党,本多 :生理学的調音モデルを用いた母音系列の合成;  日

本音響学会平成10年度秋季研究発表会(9 8 . 9 )

142. 正木 ,本多 ,島田 (高の原中央病院 ) ,藤本 (高の原中央病院 ) ,

中村(高の原中央病院) :  有声 - 無声子青における可美頭と i l1次
口器 iの連動一MR 1による観測一 ; 日本青響学会平成 1 0 年

度秋季研究発表会(98 . 9 )

143.  青山 (早稲田大/AT R人間 ) ,和久本 ,正木 .本多 :子音調音時

のil1口器i接角i1圧の観測; l 1 l本音響学会平成10年度秋季研
究発表会(98 . 9 )

l 4 4 .  下 原 : 人:l:生 命 と ; 進 化 シ ス テ ム ; 口 ポ ッ ト:l:学 セ ミ ナー シ
ン ポ ジ ウ ム  「ロ ポ ッ ト 関 連 技 術 の 最 近 の ト ピ ッ ク ス」 テ
キス ト ( 9 8 . 9 )

145. 加藤(関西大/ATR人間 ) ,中 lコ (関西大) ,木中111 (関西大 ) , -丸谷
( 関西大 ) , 赤松 :表情判断における觀1の部位の役割 ;計測自

動制御学会 , ヒ ュ ーマ ン ・ イ ン 夕 フ ェ 一 ス ・ シ ン ポ ジ ウ ム

98 (98 .9 )

l46.  加藤(ATR人間/関西大) ,  赤松:  顔の表情認知のマルチモー
ダル特性にっいて;電子情華l1l 通信学会技術研究報告vo1.
98 ,No.276 ,HIP98-24 (98 .9 )

147. Ke1ly,Kato(関西大),Burton(Glasgow Un i v . ) ,Ak ama t s u :複雑

な環境における関係性の学習 :行為する こ との重要性 ; 電

子情報通信学会技術研究報告vo 1 . 9 8 , N o . 2 7 6 , H I P 9 8 -2 3
(98.9)

148.  Kawa t o :Ce r e b e 1 1 a r  I n t e r n a l M o d e l s : G e n e r a l P u r p o s e

Computat iona lEng ines  for  Visuo -Motor  Coordinat ion and
Beyond; Jacques Monod Conference'Plasticity and Adaptation
in Motor Contro1"(98.09)

149. 入野 :時変分析合成ガンマチャ ープ 1聴覚フイル夕バンクと

雑音抑圧;日本青響学会1毒經覚111l究会(98 . 9 )
150 .  山田,M c D e r m o t t ,是立 ,河原 :パソコンを用いた日本語話者

に対するR L音発青訓練の試み ー ス ぺ ク ト ロ グ ラ ム 表 示 お

よ び H M M ス コ ア を フ イ ー ド バ ッ ク と し て 一 ; 日 本 音 響学

会聴覚研究会(98 . 9 )

l 5 1 .  川人:小1jl f1外側部の内部モデル ー ヒ ト 知 性 の計算エ ン ジ

ン : 想 像 、  コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン 、  言語 、  思考、  意識一 : 第

13回生体 - 生理;1-.学シンポジウム論文集 ( 9 8 . 9 )
152. 川上(東京工業大学) , 全子 .内川 (東京工業大学 ) :広視野視

覚制激速度が及ほす安現.'制御への影響;〇PT ICS  J a p a n ' 9 8
11f演子相1集(98.9)

153. 赤松 :顧 と表情における画像解析技術の現状と将来 ; ネ ッ

ト ヮ ー ク 社 会 に お け る ヒ .二・一 マ ン イ ン タ フ ェ 一 ス 専 門委
l・,1会( 9 8 . 9 )

ATR環境適応通信研究所

1. Vaccaro,藤田,渡辺:Piezoelectr ic ity and Carrier Dynamics in
I no.2Gao sAs/GaAs S i ng l e  Quantum We l l s  G r o w n  o n ( n 1 l ) A -

oriented GaAs (n=1 ,2 , 3 ) ;M i c roe l e c t r on i c s  Journa1. Vo l . 28 ,,
No.10 (97 .10 )

2 .  村上 (静岡大 ) , 大 i 平 ( 静岡大 ) , 劉 : S t a b i l i t y  An a l y s i s  o「

Semiconductor Laser wi th  Pluse-Conjugate Feedback ; IEEE
JournaI of  Quantum Electronics. Vo1.33,No.10 (97 .10 )

3. D a v i s : か ってにネッ ト ヮ ー ク ; A T R  Jouma1.Vo1.31(98.5)
4 .  種田 , 新上 , 山田 . 下川 : 制御アルゴ リ ズ ムの設計機略 一 ル

ーチングを例に一 ;第 7回 N E C ・ HPC研究会(98 . 5 )

5 .  并上,廣沢:Channe lCapac i ty  Improvementby Means o f T w o-
D i m e n s i o n a l R AKE  f o r  DS/CDMA Sy s t ems ; 48 t h  Annua1

VehicularTechno1ogy Con fe rence (VTC'98 ) (98 .5 )
6.  土居,大鐘(北大) , 1書沢 : D o w n-1ink Performance o f  Inference
Cance1 ler  Com b i n i n g  Pa t h  P re - se lec t ing  Ad a p t i v e  a n d
Cascaded  Eq u a l i z e r ; 4 8 t h  A n n u a l V e h i c u l a r  Techno1ogy
Conf、e rence (VTC98 ) (98 .5 )

7.  三付(東北大 ). 細田 (元A T R光電渡 ) ,大谷 ,横尾 (東北大 ) :半
導体超格子サブバン ドの可視化技術 ; 表面科学 , vo l . 1 9 ,,
No . 5 ( 9 8.5 )

8. 荻野:Negotiat ion Protocol for Connection Establishment with

SeveralCompeting Network Providers;IEICE Transactions on
Communications,Vo1.E81-B , N o . 5 ( 9 8 . 5 )
9. 原 山 , 田 崎 ( 奈 良 女 子 大 ) , 首 藤 ( 都 立 大 ) : Z e r o s  o f  t he

F r e d h o lm  Dete rm i n an t  Appea r ing i n  Boundary  E l em e n t
Method for Quantum Bill iards;Proceedings of t h e2nd  Tohwa

University InternationalMeeting on StatisticalPhysics(98.5)
10. 種田 ,片岡 (1差11橋技科大 ) : ロ ッ ク の な ぃ動 く ェ一ジ ェ ン ト に
基づ くルーチ ン グ ア ル ゴ リ ズ ム ; フ ロ ン テ ィ ア 領 域 ジ ョ イ

ン ト研究会 1 9 9 8 ( F J K ' 9 8 ) , 第 1 1 2 回知能と複雑系研究会

(98.5)

11. 井上 , 1書沢 ( K D D ) : 時間及び空問に広がりを有するマルチ

パス渡の最適合成に関する理論的考察 ;  電子情報通信学

会 ,通信方式 ・ 無線通信システム研究会( 9 8 . 5 )

12 .  種田 ,片岡 ( 1装橋技科大 ) : ロ ツ ク フ リ ーAntNetの適応性の評

価 ; 電子情報通信学会 , 情報ネ ッ ト ヮ ー ク研究会(9 8 . 6 )

13. 新上,  l.1.1田 , 1、川 ,種田 :  制御アルゴ リズムの設計戦略  一 ル- f ン グ を 例 に 一 ;電子情率11通信学会,・1背 報 ネ ッ ト ワ ー ク
研究会(98 . 6 )

14.  柴田,価垣.1書沢:Be am -For m ing Ne twork Characteristics of
SpatiaI 〇pticalSignalProcessing A rray Antenna 「or Multibeam

R e c e p t i o n ; 1 9 9 8 I E E E  MT T -S I n t e r n a t i o n a lM i c r o w a v e
Sympos ium(98.6 )

15.  大谷 ,江上 , G r a h n ( P D I ) , P 1 o o g ( P D l ) : C a r r i e r  Dens i ty

Dcpendence o f  Transit ions be tween  Chaot ic  and  Per iod ic

Photocurrent 〇sci1lations in Undoped GaAs/A IAs Superlattices:

Physica B,Vo1.249-251(98.6)
16. 架田、 11i1垣 , 廣 沢, 水に1:マルチビー ム受信アンテナの光空
間信号処理ビー ム フ ォ ー ミ ン グ ネ ッ ト ヮ ー ク ; 電子情報通

信学会 ,マイクロ渡研究会 ( 9 8 . 6 )

17. 小 管 : ネ ッ ト ワー ク ソ フ ト ゥ -,: ア と コ ン ポー ネ ン ト 化 ; 第 4
回 ネ ッ ト ヮ ー ク ソ フ ト ウ ェ ア 11f1究会(98.6 )

18 .  張,楊(西安電子科技大) ,Am i n ( V i 1 1 a n o v a  Un i v . ) :Adap t i v e

Subband Arrays for Multipath Fading Mit igat ion; IEEE A P -S
lnternationalSymposium(98.6)

19. 川 合 , 野 時 , 行 田 : A  Wireless Ad-Hoc Community Network

w i t h  a Reconfigurable Topo1ogy Arch i tec ture ;ATR JournaI
English Edition, Vo1.1(98.6)

20. 新上:Hami I ton ian Algo r i t hm :A  Method to Solve 〇ptimization

Prob lems;ATR JoumalEng l i sh  Edit ion,Vo1.1, (98.6 )

2 1 .  関 1 : W i d e b a n d  Adap t i v e  Array  Antenna  Process ing by

Dividing Signals into Subbands ;ATR  J ourna lEng l i sh  Edition,,
Vol .1 (98.6)

2 2 .  Dav i s : S e l f - l inking Network  De v i c e s ; ATR  Jou rna lEng l i s h
Edit ion,Vo1.1(98.6)

23. 秋山 ,稲垣 ,水口 :光 へテ ロ ダ イ ン ミ リ 渡 リ ン ク に お け る 相
互変調 11、み ;電子情報通信学会 .光通信システム ( 9 8 .6 )

24. 井上 , 唐沢 ( K D D ) : マ ルチパス フ ェー ジ ン グ 環 境 に お け る

広帯域信号のレベル変動特性に関する理論解析 :第 4 2 5回

電波研連F分科会(98 . 6 )

25. 田野 : 次元拡大型アダプテ ィ ブ ア レ イ の構成 と特性 ; 電子

情報通信学会 ,無線システム研究会 ( 9 8 . 6 )
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2 6 .  黑 柳 , 大 谷 , 江 上 , 富 永 ( 元 A T R 光 電 波 ) , 中 山 ( 大 市 大 ) :
Inf luence o f  Strain E f f e c t  o n  Ho l e-Subband  Resonances i n
GaAs/InAIAs  Superlattices;InternationalConference on So l id

Fi lms and Surfaces(ICSFS -9 ) (98 .7 )
27. 三村(束北大) ,細田 (元ATR光電波) ,大谷 ,横尾(東北大) :Γ 一

X Electron Transfer i n  GaAs/AIAs  Type-I Superlattices;Ninth
IntemationalConference on  Solid Films and Surfaces( ICSFS-
9 ) ( 98 . 7 )

2 8 .  坂田,V a c c a r o ,山岡 (甲南大 ) ,梅津 (甲南大 ) ,杉村 (甲南大 ) :

Nano-〇xidation o f  Vanadium Thin Films using Atomic Force
Mi c r o s c o p y ;第17回電子材料シンポジウム(EMS -17 ) (98 .7 )

29. 小澤 (同志社大 ) , V a c c a r o , 藤田 ,大鉢 (同志社大 ) : L i g h t

Emission f rom Latera lp-n Junction o f  (311 )A GaAs-AIGaAs
Mult i  Quantum We11on Patterned Substrates by MBE ;第1 7回

電子材料シンポジウム ( E M S-17 ) (98 .7 )
30. 原山: S em i c l a s s i c a l F r e d h o l m  Dete rm inan t  f o r  St rong ly
Ch a o t i c  Bi11iards;  Class ica1  Chaos  a n d  its Quan t um

Manifestations(98.7)

3 1 .  原山,首藤(都立大) ,田由奇(奈良女子大) :境界要素法とカオ

スの半古典量子化;物性研究(98 . 7 )
32. 原山:Semic l a s s i ca lL im i t  o f  the Fredholm Determinant o f  the

Boundary Element  Method  and  the Gu tzwi11er-Voros Zeta
Funct ion ;STATPHYS20(98 .7 )

33. 吉( J P L ) ,稲垣 ,柴田 ,唐沢 ( KDD ) : R e c e i v e  Mode  o f  〇ptica1

S i gna1  Proces s i ng  Mu l t i b e am  Ar r a y  Antenna s ;  I E E E
Microwave and Guided Wave Letters,Vo1.8,No.7(98.7)

34. 大谷,江上,藤原(九工大) ,G r a h n ( PD I ) : P h o t o c u r r e n t  Se l f -
〇sci11ations in Undoped GaAs/AIA s  Superlattices Modulated

by an  Ex t e r n a lAC  Voltage;So l id  State Electronics,Vo1.40,,
Nos.7-8 ( 98 . 7 )

35. 安藤 (大市大 ) ,中山 (大市大 ) ,西村 (大市大 ) ,細田 (元A T R光

電 波 ) ,  大 谷 ,  江 上 ,  藤 原 ( 九 工 大 ) :  Wave f unc t i o n

De1ocalization o f  Strongly -1ocalized Stark-1adder States in  a
GaAs/AIA s  Super latt ice;So l id  State Electronics Vo1.40 ,Nos .7-
8 ( 9 8 . 7 )

3 6 .  井上 , 唐沢 : T w o -d imen s i o n a l RAKE  Reception Scheme for
DS/CDMA Systems i n  Be am  Space D i g i t a l B e am  Forming

An t e n n a  Con f i g u r a t i o n ;  I E I C E  Transac t ions  o n
Communications,Vo1.E81-B ,No . 7 ( 9 8 . 7 )

37. 小澤(同志社大) ,V a c c a r o ,藤田,大鉢(同志社大) : L a t e r a l p-n
J u n c t i o n  L i g h t  Em i t t i n g  Diode s  G r o w n  by  M B E  o n
GaAs(111 )A a n d ( 3 1 1 ) A  Pattemed Substrates;同志社大学理

工学研究報告,Vo1 . 39 ,No . 2 ( 9 8 . 7 )

38. 小泉(同志社大) , V a c c a r o ,藤田 ,建内 (同志社大) ,大鉢 (同志

社大) : L a t e r a lW e t  〇xidation o f  AIA s  Layer i n  GaAs/AIA s

Heterostructures Grown by M B E  on  GaA s ( n 1 1 ) A  Substrates;
12th IntemationalConference on Crysta lGrowth(98.7)

3 9 .  劉,Dav i s :Adapt i ve  Wavelength Hopping in Compound-Cavity
La s e r  D i o d e s ; T h e  1 9 9 8 l n t e r n a t i o n a l C o n f e r e n c e  o n

Applications o f  Photonic Techno1ogy(98.7)
4 0 .  川 合 : ど こ で も ネ ッ ト ワ ー ク ; A T R  Journa1,Vo1.32(98.8)

41.  大谷,江上,G r a h n ( PD I ) , P 1 o o g ( PD I ) : C a r r i e r  Density a n d

Temperature Dependence o f  Photocurrent Sel f -oscillations in
GaAs/AIAs  Superlattices;The24th InternationalConference on

Physics of  Semiconductors(ICPS-24 ) (98 .8 )
42. 中山 (大市大 ) ,安藤 (大市大 ) ,西村 (大市大 ) ,大谷 ,江上 ,藤原

( 九工大 ) , 細田 (元 A T R光電波 ) : X-X Elect ron Resonance
Detected by Type- I I  Photo lum inescence  i n  a GaAs/AIA s
Super latt ice;The24th InternationalConf、erence on Physics o f
Semiconductors(ICPS -24 ) ( 98 .8 )

43. 山崎: I n t r o d u c t i o n  o f  E M  A l g o r i t hm  i n t o  Co1or Im age

S e g m e n t a t i o n ; 2 n d  I E E E  I n t e r n a t i o n a l C o n f e r e n c e  on

Inte11igent Processing Systems(ICIPS'98)(98.8)
44.  三村 (東北大 ) ,細田 (元A T R光電波 ) ,大谷 ,藤原 (九工大 ) ,横

尾(東北大) :Can-ier Transport and Photoluminescence Affected
by 「 一X Resonance  in GaA s -A IA s  Type-I SuperIatt ices;
Physica E,Vo1.2 ,Nos.1-4 ( 9 8 . 8 )

45. 櫛部 (静岡大 ) ,大坪 (静岡大 ) ,劉 : B l i n d  Deconvolution using

Chaotic Neu r a lNe two r k  Contro1;Internationa1 J o u r n a 1 o f

Bifurcation and Chaos(98.8)

46. 劉,Dav i s :Adap t i v e  Mode  Selection Based on Chaotic Search

i n  a Fabry -Pero t  Lase r  D i od e ; I n t e r n a t i o n a 1  J o u r n a 1 o f
Bifurcation and Chaos(98.8)

4 7 .  Dav i s :Adap t i ve  Mode  Selection using 〇n-o f f  Switching o f
Chaos;Internationa1 Journa1of Bifurcation and Chaos(98.8)

48. 関口 , 唐沢 : C M A  Adaptive Array Antennas Using Analysis

a n d  Syn the s i s  F i l t e r  B a n k s ;  I E I C E  Transact ions  o n

Fundamentals o f  Electronics,Communications and Computer
Sciences,Vo1.E81 -A,No . 8 ( 9 8 . 8 )

49. 井上 , 唐沢 ( K D D ) : マ ルチパスフェ ー ジング環境における

広帯域信号のレベル変動特性に関する理論解析;電子情報

通信学会 , アンテナ ・ 伝播研究会(98 . 8 )

50. 大鉢(同志社大) , F e n g (同志社大) ,浅井(同志社大) ,上荷(同
志社大) ,建内 (同志社大) , V a c c a r o ,藤田 :MB E  Growth and

S i l i con Doping o f  GaAs/AIGaAs  Heterostructures o n  GaAs
( n 1 1 ) A ( n = 1 -4)Substrates ;10th InternationaI Conference on
Molecular Beam Epitaxy(98.8)

51. 滝口 (静岡大 ) ,劉 ,大坪 (静岡大 ) : L o w -frequency Fluctuation
Induced by Injection-current Modulat ion in Semiconductor
Lasers with  〇pticalFeedback;〇ptics Letters ,Vo1.23,No.17
(98.9)

52. 堂本,大谷,黒柳 ,V a c c a r o ,江上 : E l e c t r o l u m i n e s c e n c e  i n

Undoped  GaAs/A IA s  Supe r l a t t i c e s  d u e  to A v a l a n c h e
Bre akdown ; 1998 I n t e r n a t i o n a lCon f e r e n c e  on  So l i d  State

Devices and Mater ia ls (SSDM'98) (98.9)

53. 稲垣 ,水口 :独立偏向可能なマルチビー ム ア ンテナ用光信

号処理ビーム形成回路の構成法;  電子情報通信学会,  マイ

ク ロ波フォ トニ ク ス研究会 ( 9 8 . 9 )

54. j販野,Dav is :Generat ion  o f  Binary 〇pticalDot Streams i n  a

Liquid Crysta lDev ice ;European Conference on Laser and

Electro-〇ptics(98.9)

55 .  張,楊(西'安-電子科技大) , Am in(Vi11anova Un i v . ) : P e,-f or mance

Analysis of Subband Adaptive AITays i n  Multipath Propagation
En v i r o nm e n t ; 9 t h  I E E E  S i g n a l P r o c e s s i n g  Workshop  o n

Statist icalSigna1&Array Processing(98.9)

56. 中山(大市大) ,安藤(大市大) ,熊本(大市大) ,西村(大市大) ,大

谷 , 江 上 , 藤 原 ( 九 州 工 業 大 ) , 細 田 ( 元 A T R 光 電 波 ) :
Photoluminescence Detection o f  the X-electron Resonance in a
GaAs/AIAs  Type-I I  Superlatt ice;PhysicalReview B,Vo1 .58 ,,
No.11(98.9)

5 7 .  大谷,江上,Grahn(PDI) ,P1oog(PDI) ,Boni11a(Univ .Car1os III

de  Madrid):Transit ion between Static and Dynamic Electric-
f i e l d  Doma i n  Format ion  i n  Weak l y  Coupled GaAs/AIA s

Superlattices;PhysicalReview B ,Vo l . 5 8 ,No . 1 2 ( 9 8.9 )

58. 原山,Dav is :Chaos  Mirror for Free-Space Link;〇ptics Letters,,
Vo1.23,No.18(98.9)

5 9 .  大谷,江上,Grahn(PDI) ,P1oog(PDI) ,Boni11a(Univ.Car1os I I I

d e  Madrid):GaAs/AIA s超格子における電流発振の温度変化

依存性;第59回応用物理学会学術講演会(98 . 9 )

6 0 .  黒 柳 , 大 谷 , 江 上 , 富 永 ( 元 A T R 光 電 波 ) , 中 山 ( 大 市 大 ) :

GaAs/InAIA s歪超格子における 「 一X輸送過程;  第59回応用

物理学会学術講演会(98 . 9 )

61 .  劉 :  レーザー カオスの通信への応用;第5 9回応用物理学会

学術講演会(98 . 9 )

62 .  建内 (同志社大 ) ,口野 (同志社大 ) ,中井 (同志社大 ) , Feng(同
志社大) ,Vac c a r o ,藤田,大鉢(同志社大) : ( n 1 1 )A面GaAs基板

上にM B E 成長 させた AIA s膜の横方向酸化;  第59回応用物

理学会学術講演会(98 . 9 )

63. 浅井(同志社大) ,F e n g (同志社大) ,V a c c a r o ,藤田,大鉢(同志
社大) : ( n 1 1 ) A ( n = 1 , 2 , 3 , 4 ) G aA s基板上にMBE成長させた非

対称二重量子井戸の光学遷移と表面形状;  第59回応用物理

学会学術講演会( 9 8.9)

6 4 .  上荷(同志社大) , F e n g (同志社大) ,石井 (同志社大) ,山本 (同

志社大 ) , V a c c a r o . 藤田 , 大鉢 ( 同志社大 ) : G a A s ( n 1 1 ) A

( n-1 , 2 , 3 , 4 )基板を用いたMBE成長膜のsi ド ー ピング特性評
価;第59回応用物理学会学術講演会(9 8 . 9 )
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65 .  新上 ,下川 ,野口 ,北川 ( A T R国際 ) :  システム (材料 )のデザイ

ンにっいて;第59回応用物理学会学術講演会(9 8 . 9 )

66. Davis:Adapt ive Chaos in Photorefractive Crystals;第59回応
用物理学会学術講演会 (98.9)

67. 原(甲南大) , va c c a r o ,大西(甲商大) ,杉田(甲南大) ,梅津(甲南
大 ) ,杉村 (甲南大 ) : I n A s / G a A s量子ドッ トのドッ ト密度とフ

ォ トル ミネッセンスの相関 ;第 5 9回応用物理学会学術講演

会(9 8 . 9 )

68. 山田,新上,北川(ATR国際) ,柳 ( NTTF ) ,植草 (NTTF ) :ハミル
ト ニ ア ン ア ル ゴ リ ズ ム に よ る コー ジ ェ ネ レー シ ョ ン シ ス

テムの最適化 ;電子情報通信学会 ,電子通信工ネルキ一技

術研究会(98 .9 )

69. 張 ,楊 (西安電子科技大 ) , 袁 (京セラ ) : C M A  Adaptive Array

Performance i n  the Presence o f  Correlated S i g n a l s ; T h e 3 r d

I n t e r n a t i o n a l S ympo s i um  o n  Mu l t i -D im e n s i o n a lM o b i l e
Commun ica t ions (MDMC98) (98 .9 )

70. 田野: I n t e r-array Correlat ion Neg lect ing  A l go r i t hm  f o r  a
Dec i s i o n  Feedback  Adap t i v e  Array  i n  Mo b i l e  R a d i o

Communication Systems;The3rd Internat ionalSymposium on
Mu l t i -D ime n s i o n a lMo b i l e  C omm u n i c a t i o n s ( MDMC 9 8 )
(98.9)

71 .  野崎 , 行田 , 川合 : D y n a m i c  Segmenta t i on  S c h eme s  f o r  a

Wireless A d-Hoc Community Ne tw o r k ; T h e 3 r d  Intemationa1
Sympos ium o n  Mult i -D imen s i o n a lMob i l e  Communicat ions
(MDMC98 ) ( 9 8 . 9 )

7 2 .  劉,Dav i s :〇pt i c a l Sequence  Generation Based on  Co11ision

Avoidance Using Chaotic Mode Transit ions; IEEE fourna1of
Quantum Electronics,Vo1.34,No.9(98.9)

73.  堂本,大谷,Vacca ro :GaAs/AIA s超格子構造における高次サ

ブ バ ン ド か ら の フ ォ ト ル ミ ネ ッ セ ン ス ;  日本物理学会

1998年秋の分科会(98 .9 )

74.  新上 , 下 川 , 山 田 : デ ザ イ ン 論 : シ ス テ ム と ァ ル ゴ リ ズ ム を

例に;日本物理学会199 8年秋の分科会(98 . 9 )

7 5 .  牧野 ( 早 大 ) , 原 山 , 相 沢 ( 早 大 ) : 卵 形 ビ リ ヤー ド を 用 い た 固

有エネルギ一準位の分離と間隔分布;  日本物理学会1998年
秋の分科会(98 . 9 )

76. 原山 ,首藤 (都立大 ) ,田暗 (奈良女子大、基礎化学研 ) :半古
典フレドホルム行列式 ;日本物理学会1 9 9 8年秋の分科会

(98.9)

77.  原山,Dav i s ,池田(立命館大、分子研) :Non l i n e a r  Whispering

Ga11ery Modes ;日本物理学会1998年秋の分科会(98 .9 )
78. 井桁 :条件付き位相回転と量子回路の集積性 ;  日本物理学

会1998年秋の分科会(98 .9 )

79. 安藤(大市大) ,中山 (大市大) ,西村 (大市大) ,大谷 ,江上 ,細田

(元ATR光電波) : G a A s / AIA s タ イ プーI 超格子において電場

に よ り 誘 起 さ れ る r -x交差;日本物理学会1998年秋の分科
会(98 . 9 )

80 .  藤野,賀谷(神戸大) ,坂(東洋大) :De v e 1 o pmen t  o f  a C Band

Recetnna for Power  Transmission toward Space Robot ;49th
InternationalAstronauticalCongress(98.9)
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81. 山崎 , 松田 :  適応型情報通信アプリケ ー シ ョ ン の ための コ

ー デ ィ ネー シ ョ ン サーバ; 1 9 9 8年電子情報通信学会ソサイ

エティ大会 ( 9 8 . 9 )

82. 山田 ,新上 ,柳 ( N T T F ) ,植草 ( N T T F ) :高次元アルゴリズムに

よ る コ ー ジ ェ ネ レー シ ョ ン シ ス テ ム 最 適 化 の 検 討 ( 1 ) ;

1998年電子情報通信学会ソサイ ェティ大会 ( 9 8 . 9 )
83 .  柳(NTT F ) ,植草 ( N T T F ) ,山田 ,北川 (AT R国際 ) :高次元アル

ゴ リ ズ ム に よ る コー ジ ェ ネ レー シ ョ ン シ ス テ ム 最 適 化 の

検討 ( 2 ) ; 1 9 9 8 年 電 子 情 報通信学会 ソ サ イ ェテ ィ 大 会
(98.9)

84. 井上 , 唐沢 ( K D D ) : レ イ リ ー フ ェ ー ジング環境におけ る広

帯域信号のレベル変動特性の理論解析; 1998年電子情報通

信学会ソサイ ェティ大会 ( 9 8 . 9 )
85 .  平田 ,  山田 :  J PEG量子化テーブル最適化のための客観的画

質評価法の検討;1 9 9 8年電子情報通信学会ソサイ ェテ ィ 大
会(98 . 9 )

86 .  川合 .行田 : wA C N e t に おけ る ネ ッ ト ワ ー ク 再構成プ ロ ト
コルに関する一検討;  1 9 9 8年電子情報通信学会ソサイェ フー

イ大会(9 8 . 9 )

87 .  大野 , 川合 : C D M A -TDMA方式の送信特性に関する考察;
1998年電子情報通信学会ソサイ ェティ大会 ( 9 8 . 9 )

88 . 111i1野 : 分散型通信アプ リ ケ ーションにおけるQ o S交渉の一
方法;199 8年電子情報通信学会ソサイェテイ大会 ( 9 8 . 9 )

89 .  秋 山 , 稲 垣 , 水 口 : 光へテ ロ ダ イ ン ミ リ 渡 リ ン ク に お け る
P Dによる相互変調歪みの検討 ;  1 9 9 8年電子情報通信学会

ソ サ イ ェテ ィ大会 ( 9 8.9 )
90 .  田野 : 判定帰還型アダプテ ィブア レーのための正規化次元

拡大FT Fアルゴリズム ; 1 9 9 8年電子情報通信学会ソサイェ

テ ィ大会 ( 9 8.9 )

9 1 .  下 川 , 新 上 , 山 田 : A  Strategy  o f  De s i g n i n g  Rou t i n g

Algorithms,Based on Idea lRout ings ;1998年電子情報通信学

会 ソ サ イェティ大会 ( 9 8 . 9 )
92. 新上 ,下川 ,北川 ( A T R国際 ) , 山田 ,種田 : M i m i c r y  o f  Idea1

Rout ings by S imp l e  Algor i thms :Des ign  Strategy E l eme n t [ B ] ;

1998年電子情報通信学会ソサイ ェティ大会 ( 9 8.9 )
93. 稲垣 ,水口 :独立偏向可能な送信マルチビー ム ア ン テ ナ用

光信号処理ビーム形成回路の提案;  1998年電子情報通信学

会ソサイェティ大会 ( 9 8 . 9 )

94. 中 岡 , 松 田 : フ ァ ジ ィ ク ラ シ フ ァ イ ァ シ ス テ ム に よ る Q o S
マ ツ ピングルール獲得手法の検討;1998年電子情報通信学

会ソサイェテ ィ大会 ( 9 8 . 9 )

95. 原田 : ルー ル適用に基づく選移図生成の一検討; 1 9 9 8年電

子情報通信学会ソサイ ェティ大会 ( 9 8 . 9 )
96 .  酒井 , 松田 : 適応型情報通信アプ リ ケー シ ョ ン のための適

応エー ジェン ト支援 ミ ドルウェア ; 1 9 9 8 年電子情報通信学

会 ソ サ イェティ大会 ( 9 8 . 9 )
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3次元仮想物体生成 ・ 編 集 シ ス テ ム に お け る ド メ イ ン

遷移 メ カ ニ ズ ムの実現

共有仮想空間の知的利用のための定性的システム同定

法 と 2 レベルオン ト ロ ジーに関する研究

Effectively -Heterogeneous Information Extraction Toward
A n  〇utsider Agent for Supporting A Brainstorming Session

Fac i l i t a t i on  o f  Co l l a bo r a t i v e  Concept Fo rma t i o n  by

Visualizing Thought Space Structure
A n  Interact ive Visua l i za t i on  a n d  S imu l a t i o n  T o o l f o r

Archae1ogicaland GeographicalData

VisTA A n  Interactive Visualization Too l f o r  Archae1ogica1
Data

N〇.

M-009

M-022
M-024

M-025

夕 イ ト ル

I n t e r v a l S c r i p t s : a  Des i gn  Pa r ad i gm  f o r  Story-Based

Interactive Systems

Personalizing shared information i n  creative conversations

S C A N & T R A C K : A n  Active Space Indexing System for

Unencumbered Tracking in VirtualEnvironments

Geome t r i c - I m p r i n t s : A n  〇p t i m a l S i g n i f i c a n t  Po i n t s
Ex t r a c t i o n  Me t h o d  f o r  t he  S c a n1l1&T r a c k  Vi r tua1

Environment

電気粘性流体を用いた、  平面触感覚提示装置の開発 -
実験機のためのシミュレー ションと設計一

C-MAP : B u i l d i n g  a context-aware  mob i l e  assistant for
exhibition tours

Movie  Graph GU I

M-032

M-034

M-037

ATR音声翻訳通信研究所 〒619-0288 京都府相楽郡精華町光台2 - 2
国内  (0774)951301

電話 :-

国内  (0774)951401

N〇.

IT-0002

I T-0003

I T-0004
I T-0005
I T-0006

夕 イ ト ル

N〇.

夕 イ ト ル

An a l y s i s , g e n e r a t i o n  a n d  mo r e  by me a n s  o f  genet i c I I T-0024
aIgorithms
音声言語デー タ ベー スのための日本語形態素情報と表 I IT-0025
記の体系 I IT-0026
話者適応を用いた不特定話者青声認識 IT-0028

発話状況を考慮した対語翻訳に関する基礎検討 

自動細訳電話研究所の対話デー タ ベー スと音声翻訳シ IT-0029

ス テ ム AsURAの音声認識用文法 - 構文解析用文法の 
間の日本語形態素情報の相違点 I T-0030
Non-grammaticalPhenomena in Rea lEng l i sh  Conversation
音声言語デー タベー スにおける日本語形態素解析マニ  I T-0031
ュ ア ル

C言語によるCH A R T構文解析法 ( 1 ) ー プ ロ グ フ ム 解 説 , l T-0032
:-1 : _

バイグ ラムを用いた日本語形態素解析における各種探 I IT-0033
索法の比較検討

c言語による双方向CHART構文解析法( I I ) ー プ ロ グ ラ I IT-0034
ム解説書一

音素配列構造の制約を用いた連続音声認識 IT-0035
Description o f  fundamentalfrequency i n  read speech in the IT-0037
A T R 2 0 0  sentence database

E MM I-ATR  Environment for Mult i -ModalInteractions I T-0038
語用論的分析に基づく自然発話の長文分割 I I T-0039
電話会話とマルチ メデ ィア会話の特徴分析 I I T-0040
A Study on  Rule-based Speech Synthesis I I T-0041
木構造話者 ク ラ ス タ リ ン グ手法を用いた話者適応アル  l

ゴ リ ズ ムにおけ る諸検討 I IT-0044

用例検索の超並列計算機CM-2 を使つた高速化 I IT-0045

不特定語者認識モデルを学習するための音声デー タべ

ー ス 簡 易 ラ べ リ ン グ

連続音声認識の研究

Recent issues in Meaning Recognition

〇n the App l i c ab i l i t y  o f  Bayes i an  Be l i e f  Ne two r k s  to

Language Modeling in Speech Recognition
マルチモー ダル - シ ュ ミ レ一 夕 E M M I を用いた道案内
デ ー タ ベー ス の テ キ ス ト

Labe11ing of  Spontaneous Speech Data Using DAT-Link for

A D  and Xwaves+for Segmentation

単語のt r i g r a mを利用した文音声認識と自由発話認識へ
の拡張

自由発話音声認識における音響的および言語的な間題

点の検討

音節バランス無意味単語を用いた合成音声主観評価結

果と動的ケプス ト ラムを用いた接続 i益.みの関係

The role o f  speaking s ty l e ,du ra t i on , and  f 0  in signa11ing

affect:anger and politeness

Mult i -1eveltiming in speech
French  S u r f a c e  Forrn Gene r a t i o n  i n  Trans fe r -D r i v e n
Machine Translation

音声におけるアクセン ト情報の持つ情報量の考察

SSS-ToolKit(Ver3.0)ユーザー ズ ・ マニユアル

Structures in Spontaneous English Conversation
フ ァ ジ ィ パ ー テ ィ シ ョ ン モ デ ル に 対 す る バ ッ ク プ ロ パ

ゲー シ ョ ン ア ル ゴ リ ズ ム の高速化

時間フレームの依存性を考慮したHMM

話者 ク ラ ス夕 リ ン グ を利用 し た不特定話者音素モデル

の作成法

I T-0007
I T-0009

I T-0010

IT-0011

IT-0015

IT-0016

IT-0017

I T-0018
IT-0019
I T-0020
I T-0021
IT-0022

IT-0023
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N〇.

夕 イ ト ル

N〇.

夕 イ ト ル

I T-0046
I T-0048

I T-0049
I T-0050

I T-0051
I T-0052
I T-0053

I T-0054
I T-0055
I T-0056
I T-0057
I T-0058

ポーズ節に基づく  音声認識用日本語文法

AsURAにおける英語構文生成処理系解説書一付:英語
構文生成知識記述マニュアル ー

Texts and Structures Pattem-matching and Distances
A Study of  Pauses as Phrase Demarcators for Processing

Spontaneous Speech
フ レーム同期型sss-L Rによる連続音声認識
機能試験例文とその英訳文

音声言語デー タ ベースにおける日本語形態素解析マニ

ュアルの補遺

Chatr 〇verview and Synthesizing English Intonation

Mode11ing speaker-specific intonation characteristics
音声言語デー タ ベースの構成

翻訳機能の評価法

A n  E f f i c i e n t  Phoneme-Context-Dependent  L R  Tab l e
Applied to the S S S-L R  Continuous Speech Recognit ion
System

Effects o f  Mode  on Spontaneous English Speech i n  EMM I
マルチモー ダル ・ ヒ ューマン ・ コ ン ピ ュ 一夕 ・ イ ン 夕

ラ クシ ョ ン関連文献調査

Automatic Labeling of Prosodic Structure

Labeling o f  Prosodic Structure in Japanese
ア ク シ デ ン ト モ デ ル を 用 い た F o ク ラ ス 夕 リ ン グ に よ る

句境界検出

対話行為ラベルとその自動付与

Pattern-based approach to interactive disambiguat ion: f i rst
d efinition and experimentation

A StatisticalApproach to Parsing m-Formed Input
A Unified  Approach to Pattern Recognition
部分木を単位とする音声言語解析のための言語現象の

調査

A B i l i n g u a l S e t  o f  Commun i c a t i v e  Ac t  Lab e l s  f o r

Spontaneous Dia1ogues
音声言語デー タベー スにおける構文解析情報付与作業
マニユアル

C〇一〇C:Semi -automat ic  Product ion o f  Resources f o r
Tracking Morpho1ogicaland Semantic Co-occurrences in
Spontaneous Dialogues

CNTR :B a s i c  Functions for Centering Experiments with
A SURA

Te x t  Da t a b a s e  o f  the  Te lephone  a n d  Mu l t i m e d i a

MultimodalInterpretation Experiment

A n  Exp e r im e n t  f o r  Te l ephone  versus  Mu l t i m e d i a

Multimoda11nterpretation:Methods and Subject's Behavior

Transcription of the Co11ected Dia1ogue in a Telephone and
Multimedia/Mult imodalW〇Z Experiment

Analysis o f  Gesture Behavior in a Multimedia/multimoda1

I n te rp re t ing  E x p e r i m e n t ; H u m a n  vs  W iza r d  o f  〇z

Interpretation Method
音声認識用日本語文法のバー ジ ョ ン間の差異

CCLによる不特定話者混合連続分布型HMne t作成ユー

ザーズマニュアルVe r 1 . 0

不特定話者音声認識の研究

音声認識のための統計的言語 モデルの研究

多元的類似度計算に基づく  文 脈 依 存 の ボ ト ム ア ッ プ

パーサMA C-B P
N o n -un i f o rm  un i t  based HMM s  f o r  continuous speech
recognition
相互情報量を用いた道案内システム

部分木を単位とする音声認識用日本語文法

Speech Alignment and Prosodic Transcription

Massively Para11elText Retrieva1

Laryngea1 Corre l a tes  o f  Loca1 a n d  G1oba1 Voca1
Prominence

I T-0116

I T-0120

IT-0121
I T-0123

l T-0124

I T-0125
I T-0126

IT-0127

I T-0128
I T-0129

I T-0132

IT-0134

IT-0135

I T-0144

IT-0152
IT-0156

I T-0161
1T-0163
I T-0164
1T-0165
1T-0179
IT-0182

IT-0183

IT-0 l 8 5

IT-0186

IT-0187

I T-0195
IT-0200

I T-0204
IT-0208

I T-0214
I T-0215

I T-0222

I T-0223

IT-0225

IT-0227

I T-0231
I T-0234

A Speaker Sensitive Art流cia lNeura lNetwork  Architecture

for Speaker Adaptation
フレーム同期型sss-L R におけ るア クセン ト句境界尤度
の利用

了解性の高い日本語文の生成法と対話文細訳への適用

回帰木を用いる韓国語音声合成の音韻継続時間のモデ

ル化

Probab i l i s t i c  Trans f e r  Vector  Pred ic t i on  f o r  Speake r

Adaptation
S t a rとポー ズュニ ツ ト にっいての検討
音声認識結果の再順序づけにおける言語モデルの比較

検討

StochasticalParsing of m -Formedness i n  Spoken Natura1
Language
音声認識における音響分析手法の比較検討

A n  Interactive Disambiguation Modu le  for  English Input:an

Engine and the Associated Lingware

近似反復B a y e s推論に基づく連続密度H i d d e n  Markov
Mode1の逐次通応学習

音声認識誤り発生過程のモデル化に関する研究

未知語処理のための音響モデルの検討

Prel iminary experiment f o r  speaker- independent speech
recognition
混合分布セグメン トモデルを用いた母音識別実験

研究用自然発話音声デー タベー ス解説書 ( 9 6年版 )一旅
行会話タス ク ー

韻律を用いた発話アク トの識別

Building practicalspeech synthesis systems
音声認識における続計的言語モデルの選択使用の効果

音素クラスタモデルを用いた未登録語検出法の検討

重回帰写像モデルに基づく話者適応方式の検討

Adaptation o f  ModelParameters by H M M  Decomposition i n
Reverberant Environments

続計的言語モデルの構築とM A P推定を用いた夕スク適

応

Imp l emen t a t i on  a n d  Test ing o f  Quas i -Bayes  Speaker
Adaptation Algorithm
単語グラフ密度を用いた連続音声認識系の性能評価法

の検討

ビタビ学習法による音響モデル作成時間高速化

Tied-Mixture Based SSS  HMnet Design
A Study on  Cont inuous Speech  Recogn i t i on  Based  o n

PolynomialSegment Models
話者正規化音声デー タ に よ る H Mnet生成の検討

話者選択と移動べク トル場平滑化による声質変換のた

めのスぺク トル写像と学習デ一夕選択方法

話者適応 ・ 話者正規化を用いた不特定語者音声認識

話者選択と移動べク  トル場平滑化を用いた声質変換に

おける写像元話者の選択方法

研究用自然発話音声デー タベー ス解説書

c97年度公開版)一旅行会話タスク ー
Japanese Phoneme  Recogn i t ion  Exper iments  o n  ATR' s

Trave lTask (SDB)us ing  HTK  v2.02

The A S S M  toolkit for  Po l y nom i a l S e gmen t  Mode l s  and

Automatic Unit  Design

Reducing the complexity of  the LPC vector quantizer using

the K-d tree search algorithm
生成駆動音声認識方式(GD-sR )
HMne t作成における種々の音響分析の比較

I T-0059
IT-0060

1T-0061
I T-0062
I T-0068

I T-0069
I T-0073

IT-0076

IT-0077
I T-0080

I T-0081

I T-0083

I T-0084

IT-0085

I T-0086

I T-0087

IT-0090

I T-0091

I T-0093
I T-0100

IT-0101
IT-0102
I T-0104

I T-0105

I T-0109
IT-0110

IT-0111
I T-0114
IT-0115
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国内  (0774)951011

電話 :-

国 際  + 8 1 7 7 4 9 5 1 0 1 1

N〇.

H-001

H-002
H-003

H-004
H-005
H-006

H-007

タ イ ト ル

A Neura lNe two rk  Mo d e l f o r  Ar m Trajectory Formation

Using Forward and Inverse Dynamics Models.

Supervised Learning for Coordinative Motor Contro1.
A N e w  I n f o rma t i on  Cri ter ion  Comb i n e d  w i t h  Cross-

Validation Method to Estimate Generalization Capability.
2回逆投影法による複数画像からの3次元情報の抽出

From E M G  to Sound Patterns of Vowels Software.

W o r d  Recogn i t ion  Us i n g  Aud i to ry  Mo d e l F r o n t-E n d
Incorporating Spectro-TemporalMasking.

S p e a k e r- I n d ependen t  Speech  Recogn i t i o n  Us i n g  an
Aud i tory  Mo d e l F r o n t  E n d  that Incorporates Spectro -
TemporalMasking Effect.

Implementat ion o f  Feature Tracking and  Factorization

Algor i thm for  Shape and  Mot ion  Recovery f rom Image
Streams.

変 換 聴 覚 フ イ ー ドバ ッ クの基礎検討 一 非定常ピッチ

変換による発声ピッチの変動にっい て 一
D y n am i c  Ceps t r um  Pa r ame t e r  I ncorpora t ing  T ime -

Frequency  Ma s k i n g  a n d  I t s  App l i c a t i o n  to Speech
Recognition.

DynamicalContro1of  Cluster Boundaries by Changing the

State Space Structure o f  an Associative Memory Mode1.

〇sci11atory Neura lNe twork  and Learning o f  Continuously
Transformed Patterns.

Switching the Vector Field According to the Input of  an

〇sci]1atory NeuraI Network.

Numer ica lB i fu rcat ion  Analysis of  an 〇sci11atory Neura1

Network with Synchronous/Asynchronous Connections.
両限立体視におけ る ト ラ ン スぺア レ ンシーの計算理論

と 2重視差の一撃計算モデル

T ime-Domain  Comb Filtering for Speech Separation.
Context-Driven Retrievaland Saliency of  FacialFeatures.
From EMG  to Formant Pattems of  Vowe ls : the  Implication

of  VowelSystems and Spaces.

I n d i r e c t  Mea s u r em e n t  o f  Fea tu r e  S a l i e n c y  i n  Face
Processing.

The Production o f  L o w  Tones i n  Englishlntonation.

S h a p e , S u r f c e  Re f l e c t a n c e , L i g h t  Intensity and Light

Direction from Shading Images.

Reconstructing the Voca lTrac t  during Vowe lProduct ion

using Magnetic Resonance Images.
変換聴覚フイ ー ドバックにおける機能局在の研究

標準正則化理論の多価関数への拡張(1 )  一超並列緩和計

算によるなめらかな多重表面の復元一

最適化原理に基づく運動パ夕一ンの生成と認識に関す

る研究

D Twに基づ く 音声認識アル ゴ リ ズ ム と 統計的参照パ
タ ー ン設計法

Morpho1ogicaland AcousticalAnalysis of  the Nas a l a n d
the ParanasalCavities.

A Theory  f o r  Cu r s i v e  Ha n dw r i t i n g  Based  on  the

Min im ization Principle.

A Computat iona lMode l for  Cusive Handwriting Based on

the Minimization Principle.
Art i f ic ia lLi fe Primer.

Projective Invariant o f  Lines on  Adjacent Planar Regions i n

a Single V iew .
音声情報処理へのニュー ラ ル ネ ッ ト ワー クの応用

Junctions Analysis on the Projected Image of 3D  〇bjects -

N 0 .

夕 イ ト ル

Detect ing  Y -a nd  Ar r ow- J u n c t i o n s  f r o m  L o c a l l m a g e
Derivatives -.
Mult i -Valued Standard Regularization Theory (1 ) :G1oba1
Recons t ruc t i on  o f  Mu l t i p l e  Transparent  Su r f a c e s  v i a

Massively Para11elRelaxation Algorithms.
標準正則化における滑らかさの尺度の一般化と面復元

への応用

標準化正則化理論の多価関数への拡張(2)  - 多価正則化
ネ ッ ト ワ ー ク と そ の 学 習 ア ル ゴ リ ズ ム ー

Transformed Auditory Feedback:Ef fects o f  Fundamenta1

Frequency Perturbation.

Methods for Modeling o f  So f t-Tissue Speech Articulators
A n  Analysis o f  the Dimensionality o f  J a w  Motion in Speech.

Principles of  Systemic Contro1:The Implications o f  Dua1

Con t r o l i n  Nau r a l S y s t ems  f o r  the Des ign  o f  Art i f i c i a l
Systems.

PhysicalModels for Edge Finding:Snakes.

Mu l t i -V a l u e d  S t a n d a r d  Regu l a r i z a t i o n  T h e o r y ( 2 ) :
Regu lar izat ion  Ne two r k s  and  Learning Algor i t hms  f o r

Approximating Mult i-Valued Functions.
Geometric Invariant o f  Noncoplanar Lines i n  a Single View.
ニュー ロン系のエネルギ一最小化による最適解探索に
関する研究

Es t ima t i on  o f  Dynam i c  J o i n t  Torques a nd  Trajectory

Format i on  f r om  Sur face E M G  S igna l s  Us ing  a Neu r a l
Network Mode1.

進化システムを用いた遺伝子のコーデ ィ ン グ 領 域 予 測

システムの開発

Evolutionary System for  the Computer Screening o f  the

Coding Regions of  Human Genome.
シ ミ ュ レー テ ッ ド - ア ニー リ ン グ法 を用いた配送計画
支援システム

中枢神経系における運動の適応 ・ 学 習 メ カ ニ ズ ム モ デ

ルに関する研究

大規模非線形計画問題に対する逐次線形化法

非漢字圏日本語学習者に対する漢字指導法の検討 一筆

順指導と構造指導一

C A M-B r a i n シ ミュレー タの高速化 一プ ロ グ ラ ム の 改良
と C M-5への移植一
A M i n i m um  Error Approach to Spott ing-Based Speech
Recognition.
3次元物体投影像における一撃的交差形状解析法

T h e  Percept ion o f  Concur ren t  V ow e l s : P e r i o d i c  a n d

Aperiodic Vowels .
発振ニュー ラルネッ トの遊走変化に関する実験的解析

人工ニュー ラ ル ネ ッ ト ワー ク に よ る 時空間パ タ ー ン処

理に関する研究

一般回帰によ  る正則化理論の多価関数への拡張と線過

程を用いない不連続関数再構成アルゴリズム

The Ef fects  o f  Complex  Extraneous Sounds  on  a Vowe1
Continuum.

最小キー ワー ド列分類誤りのための新しぃスポッ夕設

計法

UnidirectionalVersus B i -directior1a lTheory  for Trajectory
Planning and Contro1.

Exam ina t i on s  o f  Poss ib l e  Exp lana t i ons  f o r  Trajectory
Curvature in  Mult i-joint Arm  Movements.
〇bject Recognition by Combining Paraperspective Images.
Visua lF ie ld  Effects in MentaI Rotations.

H-037

H-038

H-039

H-040

H-041

H-042
H-043

H-044
H-045

H-008

H-009

H-010

H-011

H-012

H-013

H-014

H-015

H-016
H-019
H-020

H-022

H-023
H-024

H-025

H-026

H-027

H-028

H-029

H-030

H-031

H-032

H-033
H-034

H-035
H-036

H-046
H-047

H-048

H-049

H-050

H-051

H-052

H-054
H-055

H-058

H-059

H-060
H-062

H-063
H-064

H-065

H-066

H-067

H-068

H-069

H-072
H-073
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N o

H-074
H-075
H-077

H-078
H-081

H-084
H-086

7

9

0

4

5

8

8

9

9

9

0

0

0

0

o

H

H

H

H

H

H-096
H-098

H-101

H-103

H-105

H-106

H-107

H-108

H- l 0 9
H-112

H-1i3
H-114
H-115

H-116
H-117
H-118
H-121

H-122

H-123

H-124

H-125
H-126

H-127

H-128

H-129

夕 イ ト ル N o 夕 イ ト ル

物体の奥行 .ili1動を検出する視覚情' f ti処理機能 H-130
Mul t1-Valued Regularlzatlon Networks
大規模2次計画間題に対する内点法とその数値i1-1 算に  H-132
ついて一逐次線形化法の部分間題への通用を目指して H-133

Projective Invariants o f  Intersections of Hyperplanes in the

n-dimensionalProjective Space.
Time-Domain Simulation of、Sound Productionln the Brass
1nstrument.

A New  DiscriminaI Generalised Cross Correlator.

Using an Inverse Dynamics Representation to Reconstruct

Tempo r a l F i r i n g  Patterns o f  Purk in j e-ce11 in  Monkey
VentralParaflocculus.

多価正則化ネ ッ ト ヮ ー ク一多対 h写像を学習する多層

ネ ッ ト ワー クの理論一

The Asynchronous MFT  Equation Converges Faster than

the Hopfield Network.
並列計算機cM-5 を用いた逐次線形化法に対する数値
実験

局所微分フイル夕を用いた多重スケール多重方向場の

表現と検出

E x em p l a r - b a s e d  a n d  N o r m - based  Mo d e l s  o f F a c e
Recognition.

Exp1oring the Structure o f  MultidimensionalFace Space

Nonparametric Regression for Leaming .

Auditory SignalProcessing for the Segregation o f  Speech

fromlnterfering Sounds :A  ComputationalInvestigation o f

SpatialLocation and Periodicity Cues.

The  Sy l l a b l e s , I n t erna l S t r u c t u r e  and  Ro l e  in Prosodic
〇rganaization.

2次計画問題に対する主双対内点法とその数値実験

E l im i n a t i n g  Spur i ous  Memo r i e s  Us ing  a Ne t w o r k  o f
Chaotic Elements.

筋電位に基づく調青連動「事 l11始時点の測定一発話潜時と
の比較一

A N e w  Method for Measuring Voca lTract  Transmission
Characteristics.

Telephone Band Conversion o f  Studio Quality Audio  Data.

TemporalConstra ints on  the Perception of  the McGurk
Effect.

FunctionalData Analyses o f  Lip Motion.

Femininity and Masculinity o f  the Face.
物体の連動と形状の3次元復元と操作のための体系的

計算理論

X-ray Fi lm Database for Speech Research.

Viewpoint Dependence in Face Recognition.
一般化線形モデルによる発火頻度解析

Proceed ing  o f  the A T R  Work shop  o n ' A  Bio log ica1

Framework for Speech Perception and Production."

Why t h e 1 / 3Powe r  L a w  o f  Drawing and Planar Motion

Perception?

M V H B F : A  Netwo rk  that Approximates Mu l t i-Valued ,
Vector-〇utput Mappings.
Automatic Face Recognition:Combining Configuration and
Texture.

Effects o f  Lighting on the Perception o f  FacialSurfaces.

A n  Evolutionary Approach to Program Transformation and
Synthesis.

Applying Energy Minimizat ion Splines to X-Ray Vocal
Tract Images.

Sound  Local ization i n  the Hor i zon ta lP l ane :A  BinauraI

Approach
視覚運動学習を可能にする中枢神経機構一人間の到達

連動から推定する座標系とその表現一

H-135

H-136
H-138

H-139
H-140
H-141
H-142

H-143
H-144

H-145
H -146

H- l 47

H-150
H-151
H-154
H- l 5 5

H-157

H- 1 58

H-159

H-160

H- 16

H-164

H-165

H-166

H-167
H- I 6 9

H- 171

H-174
H-175
H-176
H-177

H-178

H-179

H-183

H-184

オプ テ ィ  カ ル フ ローからの多重連動立体視の計算機実

験

Synergy o f  Modular Networks by Fuzzy Logic.

A Proposalto Create a Network-Wide Biodiversity Reserve
For Digita1〇rganisms.
ブロ ッ ク構造を持つ 2次計画問題に対する非動機並列

型共役・1,l l J配法

ヒ ト お よ び チ ン パ ン ジーの-i語筋の比較研究

2次連動が示す連動視差および動的遮商文の手がかりか

らの典行知覚

Learning to Localize Sounds Using Vision.
顔の感性悄報処理の研究方法にっい て

線形計画間題に対する射影変換法とアフィン変換法

MATLAB入門

Mathmatica入門

Chaotic Potts Spln Mo d e l t-or Combinatorial〇ptimization
Problems.

Tierra Network Version.

Projective Invariants o f  Noncoplanar Lines Derived f rom a

Single V i ew .

Projection Invariants o f  (n -2 ) -DimensionalSubspaces in n-
D imensionalProjective Space.

Implicit Leaming of  Complex VisualRegularity o f  Faces.

Bifurcations in Tra、,eling Salesman Problem
Experiments in VowelSegregation.
T w o  P l a n e  St ructures  a n d  Mo t i o n s  f r o m  Po i n t

Correspondences in Two  Images.

Algebraic Analysis of  Some  GeometricalFactors in 〇bject
Recognition.

Variability in Familiar and Nove lTa lkers :E f fects  on Mora

Perception a nd  Talker Identif ication.

強化学習に よ る ゲーム戦略の獲得

Simulat ing Probabil ity Matching i n  Groups o f  Foraging

An im a l s :  A Compa r i s on  o f  Rep r e s en t a t i o n a l  a n d

NonrepresentationaI Models.

Th e  Ef fects  o f  Ta lker  V a1 iabi l i ty on  the Perception o f

Amer i can  En g l i s h / r / a n d / I / b y  Japanese L i s t ene r s , I I :

S u b.ject Dif ferences,Acoust ic and  TemporalCorrelates o f
Talker Effects,and Some TechnicalConsiderations.

単純順位文法に対す る並列構文解析アル ゴ リ ズ ム の

cM-5への実装とその性能評価
Does Card io ida lS t ra in  Change in Re a l F r o n t  V i ew  Face

1mages Have an Effect on Changing the Perceived Age?
統計的時系列モデルを用いた変換 1確覚フイ ー ド バ ッ ク
法の検討

Bifurcations in Mean Field Theory Annealing.
音 環 境 に よ る 発11'一および行動の変化計測に関する基礎
検討

R e f i n i n g  Hygen i c  Mac r o s  f o r  Mod u l e s  a n d  Separate
Compilation.

The Dynamics of  AudiovisualBehavior i n  Speech.

Chaotic Potts Spin.

A ComputationalApproach to Evolutionary Bio1ogy .

Trumpet Sound  Simulation using a T w o-Dimens iona lL ip
Vibration Mode l .

Time-Domain  Simulations o f  Sound Production i n  an 〇rgan
Flue Pipe.
Acoustic Characteristics o f  the Human  Paranasa lS inuses

De r i v e d  f r o m  S o u n d  Pressure  Mea s u r em e n t  a n d

Morpho1ogica1〇bservation.

Measuring and Creating Different Facia l Images for Age and
Gender.

The C/D Mode l a s  a Dynamic,Non-SegmentalApproach.
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N〇.

H-186

H-189

H-190

H-193

H-194

H-195
H-196

H-197

H-198

H-199

H-200

H-201

H-202

H-203

H-204

H-207
H-2 0 9
H-211
H-213

H-214

タ イ ト ル

Va l i d i t y  o f  Gender J u d g emen t  o f  Faces ;Compar i son

between Faces of Different Age Groups.
Acotlstic Characteristics of the Piriform Fossa in Models

and Humans.

2質量モデルを用いた金管楽器の発音シミュレー シ ョ
ン

Dou b l y  Cons t r a i n ed  N e t w o r k  f o r  Comb i n a t o r i a 1

〇ptimization.

Dynamic Programming for the Prototype-Based Min imum
En-or Classifier.
Speech FundamentalFrequency Estimation.

A Study  o f  Cepstrum 〇ptimization by Discr iminat ive
Feature Extraction. -DFE  Implementation Details-.
Associative Memory  Based on  Parametrica11y Coupled
Chaotic Elements.

Art i f i c i a lL i f e  based on  Programmed Se l f -Decomposition
Mode1.

生体の連動制御における車fL道計画のメカニズムおよび

視覚連動関連に関する研究

Speech Transformat ion using Adapt ive lnterpolat ion of

T ime-frequency Representation and A1l-Pass Filters.
Pat te rn  Re c o g n i t i o n  Us i n g  D i s c r im i n a t i v e  Fea tu re
Extraction.

運動軌道デー タ か ら計算 され る評価関数によ る軌道計

画規範の検討

Perce i ve r  E y e  Mo t i o n  d u r i n g  A u d i o v i s u a l S p e e c h

Perception.

D i a gno s t i c  R e c o g n i t i o n : T a s k  Con s t r a i n t s ,〇b j e c t
Information,and their Interactions.

3次元表面曲率の脳内表現に関する心理物理的研究

Receptive Field Weighted Regression.

広い視野における両限視差の分布と絶対距離知覚

自律的画像観測機構を実現する視覚系の数理的モデル

化の研究

D i f f p a c kを用いた2次元非圧縮性流体のシミュレー シ ョ
ン 一管楽器発音のモデル化にむけて一

Robotic Controlwith Part ia lVisual In fonnat ion

A n  Application o f  Discr iminat ive Feature Extraction to

Filter-Bank-Based Speech Recognition.

N〇.

夕 イ ト ル

H-217
H-219

H-220

H-221
H-222
H-223

H-224

H-225

H-226
H-227
H-232

H-235

H-237
H-238

H-239

H-240

H-241
H-243

H-244
H-245

H-249

H-250
H-252

H-255

Ten Experiments on VowelSegregation

A n  E x p e r i m e n t a l S t u d y  o f  the 〇pen E n d  Correc t ion
Coefficient for Side Branches within an Acoustic Tube.

3 D  Eye  Deve1opmen t  o f  a Th r e e -D i m e n s i o n a l E y e
Measurement System based on Computer Imaging.
Kohonenマ ツ プ の シ ミ ュ レー シ ョ ン

Discriminative Training for Speech Recognition.

Constrained Neura lApproaches to Quadratic Assignment
Problems.

A Study on  the Speech Acoustic -to-Articulatory Mapping
using M olpho1ogicalConstraints.

A n  Efficient Implementation of the GammachirpFi lter and

its Filterbank Design.
Mode1of Motion Detector

3次元表面の月l当内表現に関する心理物理学的研究

T h e  I n f l u e n c e  o f  B l u r  o n  t he  Pe r ce i v ed  Qua l i ty  a n d

Sensation o f  Depth o f  2 D  and Stereo Images.

Form and Function:Another View o f  Speech Production.

Kinematics-Based Synthesis of  Realistic Talking Faces.
Head Pose Determination f rom 〇ne Image using a Genetic
Model .

ボランテ ィア集団活動変化の数理モデルとその妥当性

に関する考察

Di sc r im i n a t i v e  Feature Extract ion App l i ed  to Speech

Recognition.

GU I-STRAIGHT:Gett ing Started.
〇n -L i n e  E M  A l g o r i t hm  f o r  t he  N o m a l ize d  Gauss i an
Network.

表情画像デー タ ベー スの構築と基本特性評価

TemporalFiring Pattems of  Purkinje Ce11s in the Cerebe11ar

VentralParaf1occulus dur ing 〇cular fo11owing Responses in

Monkeys. I I .Complex Spikes.

Unsupervised Leaming of  S u b-Mi11isecond TemporalCoded
Sequence by a Network o f  "Coincidence Detector'Neurons.

Blueprint o f  a 3-DimensionalVocalFold Mode1
A Mode 1 o f  Vowe lPercept ion  based on Missing Feature
Theory .

A Three-DimensionalEye Movement Measurement System.

H-215

H-216

ATR環境適応通信研究所 T619-0288 京都府相楽郡精華町光台2 - 2
国内  (0774)951501

電話 :-

国 際  + 8 1 7 7 4 9 5 1 5 0 1

N〇.

タ イ ト ル No 夕 イ ト ル

AC-0003
AC-0004
AC0008

適 応 ル ー チ ン グ シ ミ ュ レー シ ョ  ンシ ステム S A R A-1
2 次 元 プ ロ ツ ト ッー ル(FD付)

〇pticalSignalProcessing Mult ibeam Array Antennas for

both Transmission and Reception

AC-0011 時空間信号処理に基づく  高感度  ・ 高面11干渉受信システ
ム ー シングルビー ム形成型アダプテ ィ ブ ア レー と 最 ゆ

う 系列推定の結合方式一

A Mu l t i -Be amsp a c e  H i g h -Re so l u t i o n  D〇A  F i n d i n g
Algorithm for Wide-Band Sensor Arrays
2 次 元 プ ロ ツ ト ッールVe r . 2 ( FD付)

AC-0012

AC-0022
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ATR通信システム研究所 〒619-0288 京都府相楽郡精華町光台2 - 2
国内  (0774)951162

電話 : -

国 際  + 8 1 7 7 4 9 5 1 1 6 2

N〇.

タ イ ト ル

N〇.

タ イ ト ル

C-005
# C-006

C-007
C-008

C-009
C-010
C-011

# C-012
C-014
# C-015
C-016

#C-017

C-018

C-021

C-022
C-023

#C-024
C-025
C-026
C-027

# C-028
# C-029

C-030
C-031

C-033

#C-034
#C-036
C-037
#C-038
#C-039

#C-040
#C-041
C-042
C-043
C-045
# C-046
C-048

C-050
C-051
C-052
C-053
C-054

#C-055

C-056

C-058
C-059
C-063
# C-064

光切断法によ  る3次元立体形状自動入力

I N T E R N S H I P  R E P〇RT ( A u t o m a t i c  acqu is i t ion  a n d
reconstruction of 3-dimensionalobject)
言語・画像情報統合理解の研究

手の動き認識と これを利用したマンマシンインタ ー フ

ェースの研究にっい て
立体画像信号の伝送に関する一検討

構文解析ツールPARSER

対話と係り受け情報を利用した文献検索システムの研

究

臨場感通信会議システムに関する一考察

概念図作成支援システムの試作

文書画像デー タ ベー ス 編集プ ロ グ ラ ム

出版業におけるレイ ァ ウ トに関する專門知識の調査

通信 ソ フ ト ウ ェ ア の仕様記述にっい て
暗号研究の現状

直線型3次元Hough変換による平面の抽出
セキ ュ リ テ ィ 研究の現状

Relative 〇rder Determination i n  Ambiguous Moire Pictures

Surface Curvatures Computation in Moire Pictures
奥行きi益.に関する一検討

顔の向き検出法に関する研究

光切断法による3次元形状の自動入力

symb o l i c s用日本語入力フロントェ ン ド . キーポー ド .エ
ミ ュ レ 一夕一「J〇KER」
モアレ縮i生成及び3次元形状合成システム取扱説明l1l11
光切断法による 3次元形状の自動入力に関するソフ ト

ウェア取扱説明書

Facia l Image Processing and Face Modeling
指文字を例にした手振り認識の結果 一デ一夕 グ ロー

ブによる指文字の認識結果一

ス ケールスペー ス解析と輪郭線の規則性による輪郭像

の セ グ メ ン テー シ ョ ン手法

sIPs利用の手引
文書 レ イ ア ウ ト に 関す る研究 一研究環境一

地図案内システム IMAGE

図形画記述/検索SPADE SYSTEMルール説明書

図形画記述の検索SPADE  S Y S T E M イ ン夕一フェ一ス

ツ ー ル

通信技術文書体系化システム

通 信 ソ フ ト ゥ ェア設計支援システム

3次元形状の再構成手法にっい て

演 1澤的学習にっい て

U l t r i xコマンド利用者マニュアル

知的文献検索実験システムの仕様

要求理解プログラムの類似サー ビス検索部の一部にっ

いてのA T Rによる実現

J〇KERシステムSymbo l i c s側ソフ ト ウェア解説書

symbol ics用日本語タ ー ミナルエ ミュレ一夕
S ym b o l i c s用d v iファイルプレビュアー システム
ネ ッ ト ヮー ク仕様記述言語処理系仕様書

知的電話機設計ドキ ュ メ ン ト

ユーザモデルを用いた知的文献検索システムの仕様
プ ロ ダ ク シ ョ ン シ ス テ ム と A T M S に よ る画像認識シ ス

テムA S D S

Pv-wAvE拡張プロシジャ ーマニュアル
Hand Motion Interpretation Using Neura lNetworks
ステレオ画像を用いた指先位置の実時間測定

ネ ッ ト ヮ ー ク仕様記述処理システムにっい て

C-065

C-066
C-067
C-068
C-069
C-070

C-071

C-072
C-073
C-074
C-075
C-076
C-077
C-078

C-079
C-080
C-081
C-082

C-083
C-084

C-085
# C-086
C-087
C-088

C-089

通 信 ソ フ  ト ウェアの非手続き的記述法手法と解析手法

の研究

通信 ソ フ ト ウ ェ ア自動作成実験

cG に よ る枝ぶ り生成法
格子点探索法における最近傍底点の周期性

Software Design and its Automation FinalReport
視点及び視線検出のための特徴点実時間抽出処理と高

精度化の検討

3次元画像モデルデー タ ベー スのアクセス ・指示法の研

究

2次元対象物の3次元化手法と してBsE法の提案
STR(State Transition Ru l e )記述仕様書

State Transition Rule(STR)Description
視点追跡形立体表示装置の構成と操作法

連動視における表示遲れの影響

Rea lT ime  Hand Motion Detection and Recognition
視線検出装耀1:とマウスを併用する指示入力法の評価

通信サー ビスにおける要求の理解

自然言語空間記述による視野探索

仮想協調作業空間における物体の管理

自然言語と手指示を統合した 3次元仮想空間中での対

象物操作と配置

Interactions between objects in a virtualspace
利用者イン タ フ ェ一スのための手振 り認識 と理解にっ
い て

設計知識の構造化と活用

設計プロセスの蓄積と再利用

Acquir ing3D Models f rom Sequences of Contours
通信サー ビ ス 仕様か ら 通信 ソ フ ト ゥ ェ ア を 生成す る 手

法

Ev a l u a t i o n  o f  the Homotopy  S w e e p  Techn i q u e

Representation and animation of  three-dimensionalimages

for human face generation and mouth animation
表情表現を考慮した顔特微点抽出に関する検討 一表情

変化による顔皮膚表面の時間的変位の計測 t1ヨ所 と 表 情
再現品質の関係の基礎検討一

オ ブ ジ ェ ク ト 指 向 デー タ ベー スのア ク セ ス制御機構 と

セキ ュ リ テ ィ設計支援手法

パー ソ ナ ル ・ コ ン ス ト ラ ク ト ・ 心 理 学 実 験 に も と づ く 自

動車記述のための概念検出可能性に関する研究

What  You  Say Is  What You See - Interactive Generation,
Manipulat ion and  Modi f icat ion o f  3-D Shapes Based on

VerbalDescript ions-

Ca l i b ra t i on  o f  a Stereoscopic Disp lay System w i t hou t

specia lequipment n e e d s , a n d  delay reduction i n  the eye

tracking system
限のcG ア ニ メ ー シ ョン と視線の知覚に関する検討
3次元顔画像生成に関する研究

Pe r cep t u a lK i n ema t i c s :V i s i o n -based Cont ro1o f  Robot
Manipulators
設計知識の構造化と活用 一設計知識の再利用一

ド メ イ ンモデルを利用した通信サー ビス仕様生成手法

空間多重フ ィ ル夕 リ ン グ に基づ く 3 次元曲面の特徴計

測とその一般化
Towards the Real ization o f  Rea1-Time  Co11ision Detection
通信サー ビス仕様におけるサー ビス競合の自動検出法

Screening services simulation
3 D仮想物体を用いた形状に関する概念獲得方法

通信サー ビス設計および検証における形式的支援に関

する研究

#C-090

C-091

C-092

C-093

C-094

C-097
#C-098
C-099

C-100
C-101

C-102

C-103
C-104
C-105
C-106
# C-107
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No. l 夕 イ ト ル

N〇.

夕 イ ト ル

C-108
C-110

C-111
C-112
C-113

C-114
C-115

C-116

C-117
C-119
C-120
C-121
C-122
# C-123

C-124

C-125
C-126

# C-127
C-128

C-129

C-130
C-131
C-132

C-133

#C-134

Snakesによる複雑な輸事l1の追跡

sT R手法と通信サー ビス競合 (非決定性 )検出に関する
考察

ネ ッ ト ワー ク セ キ ュ リ テ ィ 参 昭 モデル

格子点探索法による素因数分解高速化手法

安定姿勢における形状対象性を用いた能動的3次元形

状推定

通信 サー ビス要求記述への自然言語の適用

自然言語による通信サー ビス要求記述からsTRへの変
換

通信サー ビス仕様sT R か ら プ ロ グ ラ ム 仕 様sD Lへの変
換

ド メ イ ンモデルによる要求理解にっい て

連想記憶を用いた異質性を含む情報の抽出手法の検討

STR(State Transition Ru l e )記述仕様書

A Sophisticated Manipulation A i d  i n  a VirtualEnvironment

User Interest Acquisition
3次元測定デ一夕の重要度に応じた表情再現方法の一

考察

Knowledge Representation and acqvistion f o r 3-D Shape
〇nto1ogies
広域状態:1整移に着目した通信サー ビス仕様の検証

階層適空間表現を用いた3次元物体間の実時問イ  ン タ

ラ ク シ ョ ン に 関 す る 研 究

高信頼性ソフ ト ウ ェア設計手法の研究

通信サー ビ ス仕様に関する要求理解 と ソ フ ト ゥ ェ アへ
の変換に関する研究

対象シ ステ ムに非依存な ソ フ ト ゥ ェ ア生成 と異種プ ロ

ト コルへの整合
交換機能概念モデルとその応用

通信システム仕様の要求理解における高速計算方式

分 散 ネ ッ ト ヮー ク に お け る 通 信 ソ フ ト ウ ェ ア 仕 様 の生

成法

通信サー ビスのモデル化と自然言語による仕様記述の

理解法

実行順序解析方式

C-135

C-137
C-138
C-140

C -141

C-142

C-143

C-144

C-145
C-146

C-147

C-148

C-149

C-150

C-151
C-152
#C-153

C-154

C-155
C-156
C-157
C-158

C-159

樹木画像を入力 とす る 3 次元樹木形状のフ ラ ク  タルモ

デルの自動推定方法

仕様記述段階でのサー ビス競合検出手法に関する考察

「高1基場感通信会議システムにおける実時間表情検出
vR研究における力覚呈示装置の分類と TocUsを利用
した試作装置の提案

Emotion Enhanced Face Meetings which Uses the Concept
o f  VirtualSpace Teleconferencing

Interact ive3D Visualization o f  menta l images through a 2

1evelrepresentation o f  componentialgeometry
把持動作における夕一ゲッ ト予測

手振り言語による仮想物体形状生成イン夕フェー ス

画像ボケによる奥行き知覚誤差の定量化

フラクタルを用いた仮想空間中の樹木形状の高速表示

技術の研究

臨場感通信会議における人物動作のリアルな実時間再

現方式

熱画像と可視光画像のステレオ統合による時系列距離

画像獲得法の検討

遺伝的 アル ゴ リ ズ ム を 用 い た マルチ カ メ ラ 画 像 か ら の

人物の姿勢推定法の検討

3次元物体形状の面対称性に基づく能動的復元および

色彩情報の再現

sTRによる仕様記述法と仕様確認支援手法の評価
異常な状態への遷移の検出精度向上手法の検討

オ ブ ジ ェ ク オ 指 向デー タ ベー ス シ ステムにおける完全

性のための機構と設計支援手法

危険な情報フロ一削除手法

サー ビス競合検出の効率化手法

領域知識に基づく通信ソフ ト ゥェア要求獲得支援手法

図 形 に よ る サー ビス仕様記述支援法

Recogn i t i o n  o f  Cont i nuos  Gestures  Us i n g  Non l i n e a r

Dynamics

A n  i nd i rect  approach to hand  gesture recogn i t i on  f o r

appIications combining hand gestures and natura11anguage

ATR自動翻訳電話研究所 〒619-0288 京都府相楽郡精華町光台2 - 2
国内  (0774)951162

電話 :-
国 際  + 8 1 7 7 4 9 5 1 1 6 2

N〇.

I-001
1-002
I-003
I-005
I-006
I-007
I-008
I-009
I-010
I-011

I-012

I-013
I-014

I-015

I-016

夕 イ ト ル

N〇.

夕 イ ト ル

Automatic Telephone Interpretation:A Basic Study
通訳を介した電話会話の特徴分析

多層音韻ラベルをもっ日本語音声デー タベー ス

連続音声認識

Phoneme Recognition Using Time-Delay NeuralNetworks
通訳を介した電話会話収集デ一 夕
日本語品詞の分類

簡易検索言語を持つ音声デー タ ベー ス管理システム

Research Activities o f  Speech Processing Department
対話型操作環境をワー ク ベ ン チ ご と に 設 定 で き る メ ニ

ユー システムの作成

音声信号処理の基本操作を提供する機能モジュール群

の作成

Voice Conversion by Analysis-Synthesis Method
Generalizing Uni f i cat ion  i n  Semant ic  Networks  toward

NaturalLanguage Understanding

A Descr ip t ion  o f  E n g l i s h  Dia1ogues  by  Structura1

Correspondence Spec流cation Language:SCSL

Comparison o f  Telephone and Keyboard Conversation

I-017

I-018
I-019

I-022

I-023

I-024

1-026
I-027
I-028
I-029
I-030

I-031
I-032

Summar i e s  o f  Workshop on  Natura lLanguage  Dia1ogue

Interpretation

Hidden Markov Mode1を用いた目本語有声破裂音の識別

音 声 デ ー タ ベ ー ス構築のための視察に基づく音韻ラべ

リ ン グ

Research Activities of  the NaturalLanguage Understanding

Department and the Knowledge and Data Base Department

Qua l i t y  Co n t r o 1 o f  Speech  by Mod i f y i n g  Fo rm a n t
Frequencies and Bandwidths
種々の発声様式における韻律パラメ一夕の性質にっい
て

A Method of  Analyzing Japanese Speech Act Types(I)
テ キ ス ト -デー タベー スからの慣用表現の自動抽出
研究用日本語音声データベー ス利用解説書

言 語 デー タ ベース用格、係り受け意味体系

Analysis and Prediction of Vowe1-Devocalization in Isolated

Japanese Words
音声 ・言 語 イ ン タ フ ェー スの予備検討

素性構造とその単一化アルゴリズムに関する検討
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No 夕 イ ト ル No 夕 イ ト ル

I-033

I-034

I-035

I-036
I-038

I-039
I-041
I-042
I-043
I-044

I-045

I-046
I-047
I-048
I-049
I-050
I-05 1

I-052

I-053

I-054
I-055

I-056
I-057

I-058

I-061

I-062

I-063

I-064
I-065
I-066
I-067
I-068
I-069
I-070

I-071
I-072

I-074
I-075

I-077
I-079
I-080
I-081
I-082

I-083

A P h o n em e  La t t i c e  Pa r s i n g  f o r  Con t i n u o u s  Spe e ch  l I-085
Recognition

Modu l a r i t y  a n d  S c a l i n g  i n  L a r g e  Ph o nme i c  Neu r a I I-086
Networks I-089
Representation and computation o f  units of  transIation for

Machine Interpretation o f  spoken texts l-090
An  Integrated Linguistic Database Management System
動詞敬語の相互承接にっい て  一有J構造文法理論を用 1-094

いた構文論的説明一  I-095

解析用辞書開発作業に関する一考察 I-096

The Formalization of a Knowledge Base for English 1-097
目標指向型対話における次発話の予測 I-098
言 語 デー タ ベー ス作成のための日英対言1i対応付け

Record o f  S i x  Work Sessions on Concepl s ,Me t h o d s , a n d  I-099
Tools f rom Existing Running Rea1-Size M T  Systems 1-100
〇perations on Typed Feature Structures:Motivations and I -101
Definitions 1-104
キーボー ド会話収録システムにっい て  I-105
Hidden Markov Mode1を用いた:英単語認識 1-108
英語音声デー タベー スの作成 , I - l 0 9
句構造文法にもとづく日本語文の解析  l I-110
Duration controlmethods for  H M M  phoneme recognition l l - 111
〇n Sentence LeveI Factors Goveming SegmentalDuration I- 1 l 2
inJapanese

A Study o f  EngIish Word  Category Prediction Based on I-114
NeuralNetworks l 1-l15

〇n the uni lse lect ion measure for speech synthesis by rule l 1 - l 1 6

using multiple synthesis units.

Pragmatic Extensions to Unification-Based Formalisms. l -118
Typed  Fea tu res  S t r u c t u res:  the Language  a n d  i t s  l
Implementat ion

合成用日本語普声デー タ ベー スの概要 l l -119
Wo r d  Spo t t i ng  Me t h o d  Ba s e d  o n  H M M  P h o n em e  , ,

Recognition ・ I- l 2 0
Fast B a c k -propagat ion Learning Methods  f o r  Neura1 l 1-121
Networks i n  Speech

Speech Research at ATRlnterpreting Telephony Research , I-122
Laboratories I- l 2 3
対話文翻訳における英文生成シスフー ムの検討

ニュー ラ ル ネ ッ ト ヮー クの音声情報処理への応用 l I-124
解析過程の制御を考慮した句構造文法解析機構の検討

Research Activities o f  the Speech Processing Department l I-125
Modi f i edMIta lk

対語-翻訳のための階層型プラン認識モデル , I-126

目標指向型対話におけるド メ イン知識の調査  ・ I-128
Tools forFundamentalFrequency Mode11ing ・

Research Activities o f  the NaturalLanguage Understanding I-129
Department and the Knowledge and Data Base Department I-130
for1988

RET IF :A  Rowriting System forTyped Feature Structures 1l-132
ス ぺ ク ト ロ グ ラ ム - リ ー デ ィ ン グ 知 識 を 用 い た 普 青111セ 1-135
グ メ ン テー シ ョ ン ・エキ スパー ト シ ス テ ム  I-136
T h e A TM S  Manu a l V e r s i o n 1 . 1ATMS説明書l . 1  I-137
Pol i teness  Strategies in Amer i c an  Eng l i sh  Telephone I-138
Dia1ogues I-139
形態素情報利用解説書(兼作業マニュアル)  I-140
連続音声デー タ ベー スにおける言語・韻律情報 I-141
否定文の理解に関する研究,,

音素的特徴の動的性質を用いた調音結合の正規化 I-142
HMM音額認識と拡張LR構文解析法を用いた連続音声

認識  I-143
対話参加者の心的状態に関する制約に基づく発話解釈 l-144
モデル

T D N N 音搬 ス ポ ッ テ ィ  ング と拡張 L R パーザ を用 い た文

節音声認識

研究用ATR日本語普11f1デ ー タ ベー スの作成

時間遅れ神経回路網 ( T D N N ) を用いた音類/音節スポッ
テ ィ グ

Pa r a l l e l i sm ,H i e r a r c hy , S c a l i n g  i n  T i m e-Delay  Neura1
Networks for Spotting Phonemes and CV -SyIlables
対語における名詞句の同一1生の理解とその応用
セパレー ト ベ ク トル最子化に基づ く話者適応化

フ ァ ジ ィべ ク ト ル雄 1 - J -化に基づく話者適応化
ベク トル量1:子化話者適応のHMM音韻認識への適用
ぺ ク  トル量子化話者適応の時間選れ神経回路網(TDNN )

による音音11i認識への適用
話者重描:型HMMを用いた調當様式の話者適応化

ベクトル最子化話者適応化の研究

語者適応化における写像方法の比較

結合価情報を用いた誤認識単語の推定手法

単語間の連接確率を用いた付属語列の生成実験

高精度HMMを用いた英単語認識

係り受け関係を用いた文節候補選択処理

sL-TRANsにおける、文節候補選択処理、間合わせ処理
文節候補選択処理のための係り受けデ一夕

会話文音声生成のための音声合成、およびニュ ー ラ ル

ネ ッ ト ワー クの連続音声への適用

Multiple Inheritance in RETIF

Research Activities o f  the Speech Processing Department
〇N  I N T E R P R E TAT I〇N S  〇F A F E E D - F〇RWA R D

NEURA L  NETW〇RK

Research Activities of  the NaturalLanguage Understanding

Deparlment and the Knowledge and Data Base Department
for  Feb.1989-〇ct.1989

ニ ュー ラ ル ネ ッ ト に お け る バ ッ ク プ ロ パ ゲー シ ョ ン 学

習の効率化方法

Connectionist Large Vocabulary Word Recognition
日英機械細訳システムにおける生成文の評価一「ダ」型
表現を中心にして一

Constructive NeuralNetwork for Speech Recognition

HMM音般連結学習とN E T g r a m を用いた英単語音声の
認識

Ef f i c i en t  Dis junct ive Uni f icat ion in a Bot tom -Up  S h i f t-
Reduce Parser

文節に基づく単一化文法の一案一特に任意要素類の扱
い を 巡 つ て 一

Cross-Language Voice Conversion
K n o w n  Current  P rob l ems  i n  Automa t i c l n t e r p r e t a t i o n :

Challenges for Language Understanding

Strategic Lazy IncrementalCopy Graph Unification Method
シフ ト 不変型決定論的ボルツマンマシンに よ る音声認

識

S L -TRANSの現状と課題

波形重ね合わせ法による合成音の品質にっい て
音額、環境に応じた音声合成素片の接続方法の検討

The MapSignalremote speech editor

Experiments in pitch extraction

Auditory nerve fiber spike generation modeI
複合音声単位を用いた規則合成実験システム

テ キ ス ト ・ デ ー タ ベー スを用いた分月1l11自由文法の適用
確率推定

種々の音領連接単位を用いる規則合成方式の言参、断的な

評価

大規模音声デー タ ベー スに基づく音声合成

T D N N 音 額 ス ポ ッ テ ィ ン グ と 予 測 パーザを用いた大語

環・単語音声認識
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I- 174

N〇.

夕 イ ト ル

N0 .

タ イ ト ル

I-145

I-147
I-148
I-150
I-151
I-152
I-155
I-156
I-157
I-161
I-163
I-164

I-165

I-166

I-167
I-168
I-169
I-170
I-173

TDNNの構造の音韻認識率、ソフ  ト イ ン バ リ ア ン  ト 性

への影響
Hidden Markov Mod e 1による音韻認実験の結果

HMM音韻認識における音韻連鎖統計情報の利用

自動細訳電話研究用言語デー タベー スの構成

日英対訳対応デ一夕

日英対訳対応デー タの仕様

日本語解析文法の意味表現にっい て

S L-TRANSにおける日本語文法の概要
対話デー タ ベー スからの頻度情報の抽出

Generalized L R  Parsing i n  Hidden Markov Model
素性構造の単一化に基づくパーサの並列化方式

T ime-Frec1uency SpectralEstimation o f  Speech-The Ro le
of  Variance I n  Estimator Performance

A B M T  F〇R T E X T  A N D  D I A L〇GUE  a pre l im ina ry

assessment o f  its potentials
研究用日本語音声デー タ ベー ス利用解説書 (連続音声

デ ー タ編 )

Automatic Language Recognition Using Acoustic Features
統計による音声認識候補の絞り込みに関する考察

普声認識における文法活用の有効性

音声認識用言語モデル構築に関する考察

A T Rにおける  Neu r a lNe two r kを用いた音声情報処理

I-218
I-221
I-223

I-228
I-229

I-230
I-231

言 語 デー タベー スから抽出  した知識デー タの分布

歪み尺度測地線を用いた音声スぺクトルの補間

伝送誤りに強いvQ符号帳構成法に関する検討
Tools for Monitoring Para11elLisp Programs

Un i f i c a t i o n -Ba s e d  Par s i ng  o n  I nc reas i ng  L e v e l s  o f
Para11elism

Research Activities of  the Speech Processing Department

Research Activities of the NaturalLanguage Understanding

Department and the Knowledge and Database Department
for Nov.1989̃Mar .1991

Tex t- I ndependen t  Speaker  Recogn i t i on  Us ing  Neura1
Networks

Determin ing  Sur f ace  Fo rm  f o r  Indirect Speech Acts i n

English

Speech Recognition Expert Sy s t em .A  study on Knowledge
and NeuralNetworks Integration

A Study on Expert System and  Neu r a l N e t s  f o r  Speech

Recognition

A Bas i c  In t roduct ion to P l ann i ng  and  Me t a -Dec i s i on -
Mak ing  w i t h  Uncertain Nondeterminlst ic Actions Using
Second-〇rder Probabilities
Commun i c a t i v e  Functions o f  Spoken Japanese a n d  I ts

Meaning Interpretation on M T  System

I-233

I-235

I-242

I-243

1l-258

I-260

I-175

I- l 7 6
I-177

I-179
I- 180
I-181
I-182

I-183
I-184

I-185
I-186
I- 190

I-194  l

I-195

I-196

I- 197

l-203
I-204
I-205
I-206
I-207
I-208
I-2 0 9

I-210

I-214

I-215

I-216

I-2 1 7

otuay o n c o m om mg ti lvlMs ana 1、1eura1 1、1e1:worK Moae1s -
TDNN-H M M  for Phoneme Recognition-
声質変換技術と高品質ピッチ変換法

ニ ュー ラルネ ッ ト に よ る英単語品詞列予測モデル

ニュー ラ ル ネ ッ ト に よ る 音 素 フ イ ル 夕 を 用 い た 母 音 認
識

Some  ComputationalApplications of  LexicalFunctions
並列自然言語処理における単一化手法の高速化

中間概念を定義した知識ベー ス作成手順

A T R自動細訳電話研究所シンポジウムの開催

発話変動にロバストなTD N Nの検討

〇ve r v i e w  o f  A T R  Ba s i c  Researc、h i n t o  Te l e p h on e

Interpretation
「は」と「が」の処理
A T R 対話デー タ ベースの内容

A Fuzzy Training Approach for  Phoneme Classif ication
Neura lNetworks

単語間の共起関係を定義した知識ベー スの構成とその

制御方法

言語情報を利用した母音継続時間長の制御

A B i l i n g u a lD i a 1ogue  Database f o r  Automat i c  Spoken

Language Interpretation between Japanese and English

M〇NA -LISA:Mu l t imoda1〇nto1og i ca lArch i t ec tu re  for
Linguistic Interactions and Scalable Adaptations
話者重畳型HMMによる文節認識

階層的クラス夕 リング手法の訳語選択への応用

依存関係合成による機械細訳システム

夕イプ付き素性構造主導型生成

〇ptimization o f  Unification-based Generation
単一化文法解析生成システムのための英文法

Connec t i on i s t  Large-Vocabu l a ry  Con t i nuou s  Speech
Recognition
ニュー ラ ル ネ ッ ト ヮー クによる音声認識の研究一発表

論文集一

対判定型ニュー ラ ル ネ ッ ト ワー クの原理と時間遲れ神

経回路網 との統合に よ る ロバ ス ト な音素認識

単語の意味カテ ゴ リ ー を用いた係り受け整合度の平滑

化

Comparing Fricatives:A SpecialAnalysis of/hi/and/C5/in

Japanese and German
日本語形態素分析の細則

I-261

I-263
I-264
I-265
I-266

I-267

I-269
I-273
I-276
I-278
I-281

I-284

I-287

I-288

I-293
I-294
I-295
I-298

I-301

I-306

I-308
I-312

I-313

I-316

I-317

Kesearcn A c t lv1t les or me opeecn l-rocessmg L,eparmlent,
January through December,1991

A Study of  Speaker Adaptation and Speaker Individuality

Third Person Referring Expressions in English
話者選択手法を用いた音声認識の基礎検討

混合連続分布HMMを用いた移動べク  トル場平滑化話

者適応方式

Discoursc  Man a g cmcn t  Moch an i sm  o n  Spokon  Dia1oguc

Processing(in an M T  System)

English-Japanese Transfer by ASURA  Framework
A Study on Language Modeling for Speech Recognition

Tree-based Unlt Selection for English Speech Synthesis
sL-TRANsの日本語標準表記に関する検討
Research Activities for the NaturalLanguage Understanding

Depa r tmen t  a n d  the Da t a  Process ing  Depa r tmen t  f o r

Apr .1991̃Mar .1992
混合連続分布HMM移動べク トル場平消-化話者適応方
式の文節認識性能の評価

Automated Labe11ing of Prosodic Aspects o f  English:Fina1

Report
単一化に基づ く 構文解析 : 入 門編 A n  I n t r oduc t i on  to

Unification-Based Parsing Techniques

Easier C programminglnput/output facilities

Easier C programming S ome  usefu1objects

Easier C programming Dynamic programming
日英対話デー タ ベ ー スへの発話行為タイプの付与方法

に関する基礎的検討

言 語 デ ー タベー ス用格・係り受け関係属性付与基準一深

層格編一

マ イ  ク入力音声で混合連続分布HMMの電話音声認識

への適用
変換知識作成のためのコーパス検索デ一夕

Research Activities o f t h e  NaturalLanguage Understanding

Pepa r tmen t and  t he  Da t a  Proces s i ng  Depa r tmen t  f o r

Ap r . 1 9 9 2 ̃  Jan.1993

Research Activities o f  the Speech Processing Department,

January through December,1992
雑音環境下文節認識実験によるWL R ・WGD・SGDSの距

離尺度の比較,,

A T R 対話デー タ ベー ス用英語形態素解析作業基準書
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I-336
I-338
1-340
I-342

I-345

音声言語翻訳実験システムASURAの対象,
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夕 イ ト ル

N 0 .

夕 イ ト ル

I-321

I-325
I-326
I-327

I-328

言 語 デ ー  夕べー ス用格係  り 受け関係属性付与基準一表

層格編一

文脈自由文法を用いた連続音声認識

日本語形態素解析法の評価

ニュー ラ ル ネ ッ ト ワー クを用いた話者適応化および不
特定話者連続音声認識の研究一発表論文リスト ー

The  A T R -CMU  Conference Registration Task Speech
Database User's Guide

I-347
I-348
I-349
I-351

I-352
I-360
I-368

音声認識のための音声分析と ラベル変換

S/Splus for Speech Processing Research at ATR/1TL

Japanese generation within ASURA  Homework

A English Analysis Grammar in a Unification-based f rame
work

音声デー タ ・ ラべ リ ン グ ・ マニ ュアル ,

L Rパーザの応用法,

Results of  the ABDUCK Disambiguation System ABDUCK
パ ス

雑音環境下連続音声認識およ び話者適応に関する研究

自動翻訳電話国際共同実験の実施報告

AT R対話デー タ ベー ス用会話収集と文字化

The Need for Second-order Probability Distributions Under
Repeated Trials wi th  Nonl inear Utilities or Catastrophic
〇utcomes

The Meanings of  Ability Utterances with Applications to

Dia1og Understanding

I-370

I-372

I-3 7 4

.1、,1 u i t 1-Ag e n t しommu n lcauon ana しo m m l t m e n t  ana l ne
BEH〇LDER fami ly o f  algorithms for scheduling multiple

p a r a l l e l u n c e r t a i n  processes u n d e r l i m i t e d - resource
conditions

Research Activities of  the Speech Processing Department,

January through March,1993

Research Activities o f  the NaturalLanguage Understanding

Depa r tmen t  and  the Data Processing Depa r tmen t  f o r
February1993̃March1993
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A-001

A-003

A-005
A-006

A -0 0 7

A-008
A-009
A-010
A -011

A-012
A -0 1 4

A-015
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A-017
A-020
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A-022
A-023
A-024

A-025
A-026
A -027

A-028
A -029
A -0 3 0

A-0 3

A We i g h t e d  Cep s t r a l D i s t a n c e  Mea s u r e  f o r  Speech

Recognition

Inter-a u r a l S p e e ch Spectrum Representation by Spat io -
TemporalMasking Pattem
ス ぺ ク ト ロ グ ラ ム リ ーデ イ ン グ

Eva luat ion  o f  a Spectrum Target Predict ion M o d e l i n

Speech Perception
リ ス プ マ シ ン 用 イ メ ー ジ ス キ ャ ナ 接 続 プ ロ グ ラ ム

KA〇RU

U n i x のセキュ リテ ィに関する考察

高速視覚刺激提示装置 「A T R タ キ ス ト ス コープ」
漢字デー タ ベー スCHIC

A T R タ キ ス ト ス コー プ 制 御 ソ フ ト ゥ ェ ア ーATRT S Pと

グ ラ フ イ ッ ク コ ン パ イ ラ ー

Properties of visua lmemory for b1ock pattems

D i s p l a c emen t  l i m i t s  f o r  reversed  r a n d om -d o t
cinematograms
網膜モデルTAM I Tの計算機シミュレー シ ョ ン

sT Ax sRAP r oの周渡数特性一人工耳及びダミ ーへ ツ ド
に よ る測定 一

コ ネ ク シ ョ ニ ス ト モデル と認知心理学

テクスチャ一識別の心理学的研究の展望

A study o f  binocular vision using visualevoked potentials
音の鋭さ と振幅包絡

時空間 フ イ ル タ を 用 い,た連動視知覚モデルの検討
〇n the Approximate Realization o f  Confinuous Mappings
by NeuralNetworks
アイコンに関する研究および標準化の動向

研究用日本語音声デー タ ベース利用解説書

Direct ion Discr iminat ion and  Pattern Segregation w i th

Isoluminant Chromatic Random-Dot Cinematograms
誘発電位記録解析システム

vMS版SASの使い方
リスプマシンの音声処理ユー テ ィ リ テ ィ ー -sPIR E ,
synthesizer,PEF入門一
認知地図形成過程のモデル化に関する一考察

A-033 on the Capabilities o f  NeuralNetworks
A-034 l 1随l覚実験用へ ツ ド フ ォ ン ア ン プ シ ス テ ム
A -035  アイコンの認知容易性に関する請要因の検討
A -036 l ゲシュタルト心理学の流れを汲む最近の視知覚f0l究
A -0 3 7 l  パ タ ー ン の 良 さ 判 断 に 対 す る シ ン メ ト ロ ピー Jt度の有

効性

A-038 ATR  Neura lNetwork Research on  Speech Processing
A -042 マルチD S Pで構成する多チャンネル j l1馬手フィルタバン

クの試作

A -0 4 3 l  乳児の泣き声における音響特徴の分析 とカテゴ リ一判
断の単位

A -0 4-、 A1l i ant ,Convex, N c u b c のアー キ テ ク チ ャ と パ フ ォ ーマ
l ンス

A-046 , A ComputationalCochlear Nonlinear Preprocessing Mode1

with Adaptive Q Circuits
A-047 l 視覚 -認知機構研究における並列処理計算機NcUBEの

利用にっい て

A-048 l 視覚・認-知機構研究における並列処理計算機NcUBEの
l 利用にっいて ( プ ロ グ フ ム仕様付 )

A-0 4 9 '  日本人 と ァ メ リ カ人における英語 / r , l , w / 音知覚の手掛
か り

A-0 5 0  音の高さの知覚
A-05l  Sharpness and amplitude enve1opes o f  broadband noise

A-0 5 2  Effects of Preceding Scale on  Me1odic Pitch Interval

A-053 Mode l i n g  o f  c o n t e x t u a l e f f e c t  based  o n  s pec t r a l p e ak
l interaction

A-054 . PerceptualUnits o f t h e  InfantCry

A-0 5 5 :  Mot i on  and  depth perception w i t h  dichoptic -sequentia1
l presentation o f  random-dot patterns

A-056 l Trajectory Formation of  A rm  Movement by Cascade Neura1

l N e t w o r k  M o d e l B a s e d  o n  M i n i m u m  Torque-change
l Criterion

A -060 l 〇bjective Functions for  Improved Pattern Classif ication
l with Back-propagation Networks

A-061 , A Hybr i d  Speech Recogn i t ion  Sys tem Using H M M  a n
l LVQ-trainedCodebook
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A-062 l ATR視1確i覚機構研究所画像入出力システムの概要

A - 0 6 3 l  H M M  Speech Re c o g n i t i o n  us i ng  DFT  and  Aud i t o r y

l Spectrograms
A-0 6 4 l  ldentification of  Kanj i  and Kana characters within Japanese

l words

A -0 6 6 l  日本語の視覚的処理単位 一単語認識過程における諸
l 現象一

A -0 6 7 l  音とは何か一Natura lComputat ion,W.Richard E d 第 4 章 よ
り 一

A -069 l 神経回路モデルによる画像の情幸l11処理にっい t
A -0 7 0  文書画像検索システムCHA S E R S
A-071 ニ ュー ラ ル ネ ッ ト ワー クを用いた手書き文字認識
A-072  l CGを用いた心理実験に基づ、く空間認知モデル
A-073 l CGを用いた心理実験に基づく方向評定モデル
A-0 7 5 l  H M M  Speech  Recogn i t i o n  us i ng  DFT  and  Aud i t o r y

l Spectrogram
A-076 l  可変残響室の残響時間測定

A-0 7 7 l  スケル ト ンを用いた階層的形状記述およびニユ ー ラ ル
l ネ ッ ト に よ る 階 層的形状識別

A-0 7 8 l  ノ イ マ ン を 越 え て 一視]演基l覚認知機構研究における並
l 列計算構成にっい て 一

A-079 日本人発語の英語及び外国人発話の日本語のプロソデ
ィ に関する研究

A 0 8 0 l  造 一'- ・ 器 一-f一障 空の -=程-評価に関一 Z 研 2察- 目 尸  _1ilii口1.1 _F . ,_? 11111il_i .・ : 1 - - 、 9 ;1) 1 lfし

A - 0 8 1 l  U NIX版SASの使い方

A -0 8 2 l  11海覚実験用へ ツ ド フ ォ ン の .ヨi率の測定
A -0 8 3 l  3次元知覚における手がかり間の相互作用
A -084  l Psychoacoustic evidence for  the contextualeffect mode1
A -0 8 6 l  〇pt im i za t i on  a n d  Lea r n i n g  i n  N e u r a l N e t w o r k s  f o r

l Formation and Contro1of Coordinated Movement

A-0 8 8 l  A N e w  HMM / L VQ  Hy b r i d  A l g o r i t h m  f o r  S p eec h
l Recognition

A-091 i Th e  proo f read ing  o f  J apanese  s e n t e n c e s : v i s u a l , and
l semanticprocessing

A-0 9 2 l  E f f e c t s  o f  the Preced i ng  S c a l e  o n  Me1od i c  I n t e r v a I
l Judgment in Terms of Equality and Size

A-093 l McGurk Effect under Conditions with or without Noise

A-0 9 4 l  Extraction o f  the Nonlinear G1obalCoordinate System o f  a
Mani fo ld  by a Five Layered Hour-Glass Network

A-0 9 5 l  音声録音系の言 1l1特性
A-0 9 6 l  A g1ottalwaveform mode l f o r  high quality speech synthesis
A-098 U n i x上の音声研究用ツ ー ル ーSpeech Tools  Commands

Manua1-

A-0 9 9 l  Acoustic and Physio1oglcalCharacteristics of  Traditional

l Singing i n  Japan
A-100 The  ef fect o f  experiment var iables on  the perception o f

American English/r,1/for Japaneselisteners
A - 101 視覚認知用語集
A -102 ' 陰影による形状知覚と 単限立体視モデル
A -103 , 多重解像度による点パ夕一ンの構造化モデル
A - 1 0 5 l  Computa t i ona lTheo ry  and  N e u r a l N e t w o r k  Mode l s  o f

Interaction Between VisualCorticaI Areas

A-1 0 6  連動視と両限立体視の相互関係一連動視 ,立体視の成
l 立と両眼入力画像の時間関係一

A-1 0 8 l  神経回路モデルを用いた重なったパタ ー ンの分離
A- l 0 9 '  Stat ic Analysis o f  Posture and  Movemen t ,U s i n g  a 1 7 -

muscle Mode1of the Monkey's Arm

A-111 l 帯域制限 ラ ン ダ ム ド ッ ト に 誘導 され る正方向の運動残
l 効

A-1 1 2 l MathematicalConnections between the probability, F uzzy
l set,Possibility and Dempster-Shafertheories

A- 1 1 3 l  S imp l i f y i n g  Discont inu i ty  Detect ion  w i t h  a n  Ey e  o n
l Recognition

N o

A- 114

A- 1 i5
A-116
A-117

A-118

A-119

A-120
A-121
A- 122

A-123

A - 124

A-125

A - 128

A-129

A -130

A-131

A-133

A-134

A-135

A-136
A-137
A- 138

A-139

A-140

A-141
A- 142

A -144

A -145

A -147

A-148
A-149

A-150

A-153

l A- l 5 4

A-155

A-156
A-157

夕 イ ト ル

Neural-Network Cont ro l f o r  a C1osed-Loop System using
Feedback-Error-Learning
Recurrent LVQ for Phoneme Recognition
視11l11覚特11111,実験室の音響特性
Investigation o f  Headphones Suitab le for  Psychophysica1

Experiments

Auditory Spectrograms in H M M  Phoneme Recognition

E f f e c t  o f  Wo r d  Fam i l i a r i t y  o n  N o n - n a t i v e  P h o n em e
Perception:Identification o f  English/r/,/1/,and/w/by Native

Speakers o f  Japanese.
音程を変えて発話した l;1f き声の音響分析
〇n the Ro le  o f  F〇 in VowelIdenti f ication

A Computat ionalMode1of Four Regions o f  the Cerebe11um

Based on Feedback-en-or-learning
識別学習論による音声認識

文字構造抽出の研究 一手書き文字品質の人間の主観評

価に準じた品質決定要因による客観的定量評価一

Equil ibrium Point Contro1of a Monkey A rm  Simulator by a
Fast Leaming Art i f ic ia lNeura lNetwork

Feedforward Neura lNe two rk  Modeling of Target-directed
A r m  Mo v em e n t  Wh i c h  Reproduces  Speech -Accuracy
Trade-of、f
Enhan c ed  Di scon t i nu i t y  Detec t i on  f r o m  Po s t u l a t e d
Discontinuities

G P D  Training o f  Dynamic  Programming-Based Speech

Recognizers

Auditory front-end in DTW  word recognition under noisy,

reverberant and multispeakerconditions 、

Stability Constraints for the Equilibrium-Point Hypothesis
Applicability of  〇riented Filters to Edge Detection Motion
Analysis

Recognition o f  Manipulated 〇bjects by Motor Learning w i t h
Modular  Architecture Networks

U NIX上の音声研究用ツ ー ル ーSpeech Tools-

Speech Tools ManualPages

R e l a t i v e  P i t c h  J u d g em e n t s  f o r  Fo rm a n t  S t r u c t u r e d
Broadband Noise

The Effects of  Tempo and Pitch on the Judgement o f  Infant
Cries

SpatioemporalProperties of  Motion Perception for Random-
Check Contrast Modulations

Second-〇rder System;Its Role  and Mechanism
Accurate  Reconstruct ion o f  3 D  Scenes  f r om  Mu l t i p l e

imprecise and Uncertain Data

VisualTrajectory and Stiffness E11ipse During Mult i-Joint
Ar m Movement Predicted by NeuralInverse Models
A Para11e1-Hiera rch i ca lNeura lNetwork  Mod e l f o r  Motor
Contro1of A Muscu1o-SkeletalSystem
R h y t hm  Type and  Art i cu l a to ry  Dynam i c s  i n  Eng l i s h ,

French,and Japanese
画像の不連続を利用した陰影からの形状推定 ,,

Er ro r  To l e r an t  Me t h o d  f o r 1l nva r i ance  Ba s ed  Feature

Correspondence

Unsupervised Learning o f  Receptive Fie ld  Fami l i e s  on

Regular Grids

Po i n t  Con f i g u ra t i on  I n v a r i a n t s  unde r  S i m u l t a n e o u s
Projective and Permutation Transformations

Direct Estimation o f  Mult iple Disparities for Transparent

Multiple Surfaces in Binocular Stereo
ウ ェ ー ブレ ッ ト 表現を用いた演算子形式によ る多重方

向検出一重ね合わせの原理に基づく  多重方向同時検出

演算子一

Discriminative Feature Extraction

Recognition by Combinations o f  Paraperspective Images
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A-160
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特徴点対応に基づいた連動立体視における  ト ラ ン ス ぺ  A-169

アレンシー

Dy n am i c  Ceps t r um  Pa r ame t e r  I n co rpo r a t i ng  T im e -  A-170

Frequency  Ma s k i n g  a n d l t s  App l i c a t i o n  to Speech

Recognition A-171
温度差つき選伝的アルゴリズムの収東  . A-172
アニー リ ン グ ス ケ ジ ュールの定数倍加速

母音における音声と  口唇形状の視 1確覚に関する研究 (そ
の1 .母音口形連続体における視知覚)

A So f t w a r e l i b r a r y  o f  C + + c l a s s  objects f o r  bio log ica I

structure modeling
外舌角f f収縮力空間における調音'11fL道の作成
Product ion and Perception o f  the Consonan t a lVo i c i n g
Distinction in SDeech without V〇T : A n  Acoust ic  Studv

A -164
A-165
A-166 l F0調節の生理機構に関する磁気共鳴画像(MR I )の分析
A-167
A - 168

自由手書き文字認識の研究

可美頭筋のJl 優製計測と搬律制御の生理機将生

A- 173

pe

l Usmg Elect11c Larynx Speech
口1t_iの調11i動イメl ' を実現する生理学的モテル
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〇一022

#〇一023

〇一024

〇一025

〇一026

〇一027

#〇一028

〇一029

昭和61年度試作MMIcの能動素子特性評価
光衛星間通信に適用可能な光デバイス ,  通信方式に関

する調査報告書

偏光変調/直接検波方式に関する実験的検討

衡星間通信に際しての地球大気分子による吸収の計算

LUFET MM IC ;多層化MM ICの試作検討一第1次試作一

GaAs  F E Tの A C小信号モデルパラメ一夕のバイァス依

存性評価

S i選択ドープGaAs/AIGaAs量子井戸構造の発光応答

有限要素法を用いた導渡路の電磁界解析プログラムマ

ニュアル

T〇W A R D S  E X P E R I M E N T S  I N  FUNCT I〇NAL

〇PTICAL  CHA〇S

有機高分子の非線形光学効果に関する調査

選択 ドー プ量子并戸のサブバン ド構造 とサブバン ド間

吸収の解析

Tera Hertz Coherent Radar

Electronic structures of  GaAs-AIAs  Superlattices
ト ラ ン ス ポ リ ア セ チ レ ン ・ ソ リ ト ン 付 近 の 振 動 モー ド

の研究

非線形動力学の立場から見た神経回路網と その情報処

理機能

「非線形動力学のApplicabi l i tyワー ク シ ョ ツ プ」報告
多重伝搬路内におけるアンテナ特性の解析と多重渡 二T
渉除去技術への応用

リ ミ ッ ト サ イ ク ル を埋め込んだ 、 非対称な結合行列 を

持つ、神経回路網の記憶想起特性

マイクロ波回路小型化の研究

マイクロ波回路非線形デバイス回路の研究

GaAs/AIGaAsおよびInGaAs/A IGaA s最子井戸構造にお

け る サブバン ド 間選移

sI Msによる化合物半導体中の不純物分析
ATRにおける高周波回路の研究一超小型・高機能MMIc
光衛星間通信実験用光変復調器の構成と特性

成層圏無線中継航空機を用いた字宙光通信実験

GaA s ( 1 1 1 )MBE成長とS iドー ピング
高1農度s i ドー プG a A s の ラマン錯乱と量子井戸サブバ
ン ド間吸収の外部光制御

有限要素法を用いた 2次元静電場解析プログラムマニ

ュ アル

G aA s表面・界面の制御

#〇一030

#〇一031

〇一033

〇一034

〇一035

〇一036

〇一037

〇一038

〇一039

〇一040

〇一041

〇一042

〇一043

〇一044

〇一045

〇一046

〇一047

〇一048

〇一049

〇一050

〇一052

' # 〇一054

〇一056

#〇一058

〇一060

#〇一061

#〇一062

〇一063

〇一064

有限要素法によ  る損失のある 2次元導渡路の特性解析

プ ロ グ ラ ムお よびその解析法を用いた M M lc用低損失
線路の検討

空間回路網法を用い,た周波数特性解析プログラム
マ イ ク ロ渡帯移動通信のためのアンテナ ・ 給電系ハー

ド ゥ ェアの検討

多重渡伝搬特性と等化方式の研究

ス ロ ッ ト 結 合 マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ ァ ン テ ナ

テ ラへル ツ ・ イ メ ー ジ ン グ ・ レー ダ
Superresolution of  Multipath Delay Profiles Measured by
P N  Correlat ion Method  and  Its Appl ica t ion  t o l n d o o r

Propagation Analysis

B E R  Performance o f  Ant i -Multipath Modulat ion Scheme
PSK-VP  and its 〇ptimum Phase-Waveform
In-Room  Transmission BER  Perfor m ance of  Anti -Multipath
Modulation P SK-VP
備光変調/コヒ ー レント検渡方式に関する実験的検討

光空間制御アレーアンテナの励振分布と方文射特性

ATR光電渡通信研究所の5年間の歩み

MM Icの超小型化 -高機能化技術の研究
1991年度MMIc研究成果報告
Mode l l i n g  o f  S1ot Coup l e d ,C i r c u l a r  Microstr ip  Patch
Antenna Elements

移動体衛基通信用DBFアンテナ信号処理部の構成とそ

の特性

M M Ic回路構成法の研究
球面走査 ア ン テ ナ近傍界測定にお け る ア ラ イ メ ン ト 誤

差の影響

4mφ大型球面走査アンテナ近傍界測定システムの開発
とその評価

ElectricalContacts o n ( 1 1 1 )A  GaAs

ワニエ ・シュ夕ルク局在現象を利用した自已電気光学

効果素子

High  Speed Fiber 〇ptic L i n k  Deve1opment f o r  Persona1

Communication Systems
MM IC非線形デバイス回路の研究

GaAs ( 111 )A面上の横方向p -n接合と段差基盤上のMB E
成長 シ ミ ュ レー シ ョ ン

移動体衛星通信用アクテ ィブアレー アンテナの研究

Quasi-〇ptic Electrooptic Modulator on LiNb〇3
MM I Cデバイスプロセス技術

ヒ、 ー ム ス ぺー ス C M A ア ダ プ テ ィ ブ ア レー

室内における多重波伝搬特性の研究
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N〇.

夕 イ ト ル No 夕 イ ト ル

〇一065

#〇一066

〇一067

#〇一068

#〇一069

#〇一070

ニ ュー ラ ル ネ ッ  ト ワー クを用いた適応等化器の研究

マ イ ク ロ 波 ミ リ 波 帯小型 フ イ ル タ の研究

ス ロ ツ ト 結 合 型 円 形 マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ ア ン テ ナ の 端

子間相互結合特性

GaAsパタ ー ン基盤上でのGaA sの分子線エピ夕クシ ー

におけるGa表面拡散長の異方性

GaAs選択エ ツチング用H F + H2〇2+ H2〇混合液の基本特

性

GaAs ( 0 0 1 )パ夕一ン基板上でのGaAs/AIGaA s多層膜の
分子線エピ タ ク シ一中のフ ァセ ッ ト 成長

#〇一101

#〇一102

#〇一103

#〇一104

#〇一105

# 0-106
# 0-107
# 0-108
#〇一109

多自由度複雑掲ダイナミ  ッ ク の研究一その理解と応用一

カオスと量子現象一メソーン コ ピ ッ ク 系 と レーザ一系一

超潤滑一摩擦ゼロとなる状態一

Method (sMP )の多重波遅延時間に分解能特性に関する
研究

光 / ミ リ 波無線 リ ン ク シ ス テ ムの設計 と構築

レーザマイクロビジ ョンの高速高分解能信号処理方法

波長1.06µ m帯ネオジウム添加光ファイバ一增幅器

GaAs/AIA s  t y p e超格子における光励起電流発振
非静止衛星通信ネッ ト ワー クにおける光衛星間通信パ

#〇一071l

〇一073 l
#〇一074 l

#〇一075

#〇一076

〇一077

#〇一078

#〇一079

#〇一080

〇一081

〇一082

#〇一083

#〇一084

8 5

#〇一086

#〇一087

#〇一088

#〇一089

#〇一090

#〇一091

-0 9 2

#〇一093

-094

-095
-096

-097

-098

一099

- 100

GaAs (111 )Aパ夕 - ン基板上でのGaAs/AIGaAs多層膜の
分子線エピ夕 クシ一中のフ ァセ ッ ト 成長

ビーム伝搬法によるステップ型光導波路の解析
非線形ダイナ ミ ッ ク スを利用した新機能素子の研究

Design o f  Mi11imeter Wave PersonalRadio Systems Using

Fibre 〇ptic Links
H B Tの光マイクロ波集積回路への適用0
フ ェ ーズ ド ア レーアンテナの適応制御に関する研究

GaA s ( 1 1 1 )A面上におけるDBR用多層膜のMBE成長

ス ぺ ク ト ル 領域法 を用い た ス ロ ッ ト 結 合円形 マ イ ク ロ

ス ト リ ッ プ ア ン テ ナ の 解 析

MBE成長による ( 1 1 1 ) A面GaA s段差基板上への横方向

p-n接合の形成とその応用
セルラ基地局の送受信アンテナ指向性制御による周波

数利用効率の改善

D B FアンテナにおけるA / D変換器の有効分解能に関す

る 検討

ビー ム伝搬法による分布屈折率型光導波路の解析

M B E 成 長 に よ る ( 1 1 1 ) A 面 G a A s 基 板 上 へ の
GaAs/AIGaA sの成長とその応用

Piezoelectric effect i n  InGaAs/GaAs quantum we11s grown
〇n(n11 )A-oriented GaAs  substrates(n-1 , 2 , 3 , 4 )
P A L-sLMの基本特性とその応用可能性
M B E 法 に よ る ドーパント S i のみを用いたG a A s ( 1 1 1 ) A

面上GaA s , AIGaAs/GaAs LED構造の成長

Software for design o f  semiconductor multilayer structures

Study o f  some adaptive eigenspace algorithms for antenna

arrays

The  Growth o f  High Quality I nGaAs  quantum we11s on
GaAs(111)Asubstrates

ワニエ ・ シュ夕ルク局在効果を利用した半導体光素子 ,

wS L-S E E Dの動作特性【m】 非線形電気回路、S-SEED
のポテンシャル関数法による動作性解析 :準安定状態

を経由 し た 3 状態間選移お よび光 ト ラ ン ジ ス タ ーの 実

現

ワニエ ・ シュタン ク局在効果を利用した半導体光素子 ,

wsL-sEEDの動作解析 【II】 W S L-S E E Dにおける光吸
収飽和特性、及びそれを利用した光微分器の実現

ワニエ ・シュタルク局在効果を利用した半導体光素子 ,

WSL-SEEDの動作解析 【m】
半導体超格子中の 1 - 1:1 t r a n s f e rのキャリア輸送に対す
る 影響

ミ リ 波帯 M M I C バ ラ ン ス型ア ップ コ ンバ一夕

A h igh resolution a lgor i thm for  detection-estimation o f
n a r r o w -b a n d  s i g n a l s  us i ng  sensor  arrays w i t h o u t
eigendecompositions o f  data con'elations

GaA s ( 1 1 1 ) A面上デルタ ドー プGaA s層における不純物

の拡散

ミ リ 渡 帯 高 ア イ ソ レー シ ョ ン M MIC F E T ス イ ッチの検

討

広帯域信号に対応したビー ム ス ペー ス形 C M A ア ダプ

テ ィ ブ ア レー

MBE法によるS i ( 1 1 1 )基板上G aA sへテ ロ エ ピ タ キ シ ャ
ル成長

l #〇一110

# 0-111
# 0-112

# 0-113

#〇一1i4

, # 0-115

#〇一116

#〇一117

#〇一118

#〇一119

# 0-120
#〇一121

# 0-122

#〇一123

#〇一124

#〇一125

#〇一126

l#〇一127

# 0-128
# 0-129
#〇一130

l#〇一13

#〇一132

#〇一133

#0-134

#〇一135

# 0-136
# 0-137
# 0- l 3 8
#〇一139

ラ メ 一 夕に評価

I n 系超格子におけるワニエシュ タン ク局在効果とその

応用

非線形有機光学材料の設計論

ア ダ プ テ ィ ブ ア レー ア ンテナ と最ゆ う 系結合推定の結

合一所望波と遅延渡の分離最合成アルゴリズム ー

方向性結合器 を用い た マ イ ク ロ 波 ト ラ ン ス バーサルフ

イル タ研究

DBFマルチビー ム ア ン テナデ ィ ジ夕ル信号処理部の開

発

B S C M A ア ダ プ テ ィ ブ ア レー ア ン テ ナ デ イ ジ タ ル 信 号

処理部の開発

D B Fセルフビー ム ス テ ア リ ン グ ア レー ア ン テ ナ 信 号処

理部の開発

DB Fマルチビー ム ア ン テナデ ィ ジ夕ル信号処理部の開

発

B S C M A ア ダ プ テ ィ ブ ア レー ア ン テ ナ デ ィ ジ 夕 ル 信 号

処理部の開発

D B Fセルフビー ム ス テ ア リ ン グ ア レー アンテナ信号処

理部の開発

〇pticalProcessing Multibeam Array Antenna
車 載 デ ィ ジ 夕 ル ビー ム フ ォ ー ミ ン グ ア ン テ ナ に よ る 衛

星電波の追尾受信実験

I MsL よ り 給 電 さ れ る ス ロ ッ ト 結 合 マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ
ア ン テ ナ

小型 ・低損失マイ ク ロ渡フ ィルタの研究

ミ リ波帯多層化MM Icの研究
通信網の発達に伴 う ト ラ ヒ ッ ク 理 論の機能的困難 と 克

服への展望

G aA s ( 1 1 1 ) A基板における成長前表面処理とその表面状

態の研究

高指数 A面段差基板を用いた横型 ト ンネル結合デバイ

スの研究

レーザマ イ ク ロ ビ ジ ョ ンの信号処理
リ ア ル 夕 イ ム レーザ マ イ ク ロ ビ ジ ョ ン

〇pt i c a l s w i t c h i n g  app l i c a t i on s  o f  d e l a y e d  f e e d b a c k

nonlinear systems

Adaptive Selection of  〇sci11ation Mode  in a Chaotic 〇ptica1

Ring to Avoid  Co11ision
ミ リ 波 ブ リ ッ ジ 型 M M I C ス イ ッ チ

Avsを用いたニュ ー ラ ル ネ ッ ト ワ ー ク の可視化シ ミ ュ
レー シ ョ ン

単 一 ドーパ ン ト siのみを用いたGaA s ( 1 1 1 ) A段差基板上
横方向サブ ミ ク ロンキャ リ封じ込め構造のM B E成長

サ イ ク リ ッ ク 拡 散 符 号 を 用 い た 広 帯 域 ス ぺ ク ト ラ ム 拡

散通信方式
DB Fセルフビー ム ス テ ア リ ン グ ア レーア ン テ ナ

自己発振型光マイクロ波 ミキサ

ミ リ 渡 マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ ァ ン テ ナ の 開 発

GaAs ( 311 )A面・面発光レーザ
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e所員往来
平 成 1 0 年 7 月  1 日 よ り 、  9月 3 0日までの間の採用および退職の方々は以下のとおりです。

( ただし、 6 ヵ月以上滞在の方のみ掲載 )

H10.9. 1

採用年月日

H10. 7 .6

H10.8.1

H10.8.1

H10.9.1

H10.9.1

H10.9.1

H10.9.1

A T R所属 氏 名 出 向 元 等

(映) 第4研究室研究員

(環) 第2研究室研究員

(人) 第5研究室研究員

( 映 ) 第 1 研究室研究員

( 映 ) アー ト&テクノロジ一研究技術員

( 人 ) 第 6 研究室研究員

(環)  第3研究室研究員

/ ? 1、 一「 T m ',け 、 ? / 、 一 m l-

Swoboda Nikolaus

恩田  和幸

Philip Grove

Tang Jinshan

Roberto Lopez

鈴木 秀明

田中  智子

アメ リカ I n d i a n a大学

エヌ ・ ティ ・ ティ ・ アドバンステクノロジ

アメリカYo r kUn i v e r s i t y

中国北京大学

( 国 ) 企画部開発室

本田技術研究所

日本原子力研究所

光量子科学研究セン夕一

H10.9.18

(国)  経理部資金課長

(音)  第1研究室研究員

長原  基裕

河原 達也

住友金属工業

京都大学

退職年月日 転 出 先

4

4

1

1

4

1

1

0

0

0

0

0

0

2

2

3

3

7

1

3

3

3

3

3

3

3

3

7

7

7

7

8

8

8

8

9

9

9

9

9

9

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

-

H

H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H

アメリカU n i v e r s i t y  o f  Washington
アメリカM i c r o s o f t

ビク夕一

アメリカDu k eU n i v e r s i t y

アメリカUn i v e r s i t y  of〇klahoma

カナダUnivers ity o f  Toronto

ア メ リ カ I B M

ド イ ッ Tiibingen大学

東京大学

富士通

奈良先端科学技術大学院大学

キ ヤ ノ ン

ソ=-
K D D

氏 名

Jesica Pruitt

John Pruitt

海老原 一之

馬塚 れい子

Thomas Ray

Gregory Peter Mori

Sabine Deligne

河田 康裕

小林 素

灰塚 凡樹

小磯  花 絵

深田

飯田

井 1-

俊明

仁

降

l ( 人 )

H10.9.30 さ く ら 銀 行  ; 東i 善郎  l

編集後記
みな さ まの手許に到着する頃には 、秋 も深 ま っ てお り ま し ょ う が 、 編集作業中

の今は、 台風7号の被災状況や、  小測総理の渡米=ユー スが流れております。
ひ と り の 読 者 と し て も 、 い つ も 新 :「- J を楽しみにしております 。特に、巻頭言や
Mono1ogueがそれに該当します。

研究動向の紹介欄にっい ては 、 やや専門的で あ り ま す こ と か ら 、 関 係分野の方

以外だと英能解かもしれません。
今回も  『 すば ら し ぃ話題が 、盛 りだ く さ ん 』 、

じ っ く り 御 祥読 し て く だ さ い 。  ま た 、  御意見、  御感想など御寄せいただけけま

す と我々編集委員 も さ ら にや り がいが出て く る と い う も の です 。お待ちいた し て

お り ます 。

(ATR環境適応通信研究所 企画課長 松本 優)

A T R所属

第 1研究室

(人)  第 1研究室

( 映 ) 第 1 研究室

( 人 ) 第 l 研 究 室

(人)  第6研究室

(映) 第3研究室

( 音 ) 第 1 研 究室

(音)  第 3研究室

(映) 第2研究室

(映)  第3研究室

(映) 第 4研究室

( 音 ) 第 1 研 究室

(音 )  第3研究室

(環 )  第3研究室

( 国 ) 経 理 部

ATR J o u r n a 1第3 3号  1 9 9 8年 1 1月 1日発行

e発 行 ・ 編 集

e製
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ATRグループのご紹介 ATRグループは電気通信分野における基礎的 ・ 独創

的研究の一大拠点として内外に開かれた研究所を設立

する構想のもとに産・学 ・ 官の幅広いご支援をいただ

き1986年3月に設立しました。

ATRグループは研究活動を行つている4つの研究会

社(4R&D会社)と、 既に研究を終了し成果の普及活動

などを行つている4つの成果管理会社、 およびこれら

を支援する国際電気通信基礎技術研究所の9つの株式

会社の総称です。

4R&Dの研究費は基盤技術研究促進センタ ーからの

出資70%、 民間約140社からの出資30%で構成されて

います。
国際電気通信基礎技術研究所は4R&D会社に対し、

建物スペー ス ・ 研究施設の貸与 ・ 研究者の確保 ・ 派

遺、研究資金の出資、研究企画の支援、各種事務の援

助など、総合的な支援を行うとともに4成果管理会社

に対する研究成果の管理 ・ 販売などの各種の支援を行

っています。

ATR の WWW ホームページのご案内

アドレス  http://www.atr.co.jp
役に立つ様々な情報を公開しています。今後も随時拡充予定です。

皆様のアクセスをお待ちしております。

ATR ジャーナル担当宛

ご連絡内容 (いずれかに印をお願いします。)

口ATR Jouma1新規購読申込
口テクニカルレポー ト購入申込
【テクニカルレポー ト 番号:T R -  -

口ご意見、ご要望等

TEL : ( 0 7 74 ) 9 51177
FAX: ( 0 7 74 ) 9 51178
E-mail : editor@ctr.atr.co.jp

口送付先変更連絡
口研究用ソフトウェア購入申込
【ソフトウェア名整理番号: 】

送

変 更 後 変 更 前 変更事由

フ リ ガ ナ

お 名 前
口人事異動

口住所変更

口その他
付

先

送 り 先

会 社 名

部 署 名

役 職 名

Te1/Fax

E-mai1

ご意見ご要望

●ATR ジャ ーナルのご購入希望、 送付先変更等をお寄せ下さる場合には、 上記にご記入の上、 FAx 等でご送付下さい。
●送付先変更以外にっいては、  変更後の相に必要事項をご記入願います。




